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一
株式会社クロスランゲージアールアン ドデ ィ

     代表取締役 古賀 勝夫

1.商 用機 械 翻 訳 の 歩 み

 機 械 翻 訳 の研 究 は 、1950年 代 に米 国 ジ ョー ジ タ

ウン 大学 で の研 究 発 表 か ら本 格 化 したが 、我 が 国 の

商用 機 械 翻 訳 シ ス テ ム は 、1984年 に 富 士 通 か ら汎

用 機 上 で動 く シ ス テ ム が 発 売 され て 始 ま っ た 。 以

降 、80年 代 後 半 は ワー ク ス テ ー シ ョン版 が主 流 と

な り、弊 社(当 時 は株 式 会 社 ノ ヴ ァ)に お い て も、

1989年 に ワー ク ステ ー シ ョン 上 の 英 日機 械 翻 訳 シ

ステ ム を発 売 開 始 した 。当 時 は ま だ 、年 間 を通 して

せ いぜ い数 千 台 の マ ー ケ ッ ト規 模 で あ った 。

 1990年 代 は ハ ー ドの 進 展 と と もに ダ ウ ンサ イ ジ

ン グ され てPC版 が 主流 と な り、 一 気 に数 十 万 台の

市場 規 模 に膨 れ 上 が った。

 1990年 代 半ば か ら2000年 代 に は 、イ ン ター ネ ッ

トの 普 及 と共 に、ブ ラ ウザ 上 で動 作 す る機 械 翻 訳 が

普 及 に拍 車 をか け、さ らに2000年 初 頭 か らヤ フ ー 、

エ キサ イ ト、グー グル とい った 大 手 ポー タル サ イ ト

に よ る無 料 翻 訳 サ ー ビス が 普 及 しは じめ 、2010年

まで には 、数 百 万 の利 用 者 に膨 れ 上 が っ た。 さ ら に

2010年 代 に は携 帯 上 で も利 用 で き る よ うに な っ て 、

今 や 機 械 翻 訳 の利 用 者 は1千 万 人 を も超 え る勢 い

で あ る。

 商 用 の 翻 訳 ソフ トが 登場 して約30年 間 、 翻 訳 精

度 は か な り向 上 して き た が 、ユ ー ザ満 足度 とい う視

点 で は 、 まだ ま だ 多 くの改 善 が望 まれ て い る。

 技 術 的 に 見れ ば 、機 械 翻訳 普及 の 当 初 か ら今 日に

至 る ま で 、ル ー ルベ ー ス 翻訳(IBMT)が 主 導 して きた

が 、今 日で は 統 計 手 法 に よる翻 訳 技術 が グ ー グ ル翻

訳 と共 に着 目 され 、今 後 の機 械 翻 訳 の精 度 向 上 に対

し、 統 計 ベ ー ス 翻 訳(SMT)の 技 術 は 大 い に期 待 され

てお り、今 後 、..、EBMT(例 文 ベ ー ス翻 訳)、 SMT

は段 々 と融 合 化 され て い くの で はな いだ ろ うか 。

2.現 在のサービス提供形態

 現在、機械翻訳サー ビスは、多いものでは50か 国語

以上の言語対に対 し提供 されている。その代表的な提

供形態を、以下に示す。今後はさらに新たなサー ビス

が提供されるであろう。

提供形態

イ ンターネ ッ

ト無料翻訳 サー

ビス

 ホー ムペー ジ

翻訳サー ビス

Web翻 訳

 パ ッケー ジ翻

訳 サー ビス

携帯翻訳

概要

 ブラ ウザ上 で翻訳す る仕組みで 、ヤ フ

ー 、エ キサイ ト、 グー グル 、楽天、㏄N

等 々の ポー タル サイ トか ら提 供 され て

い る。

 ホー ムペー ジ上に翻訳ボ タン(言 語 指

定)を つけて、ユーザがそれをク リック

すれば、そのペー ジを自動翻訳す る。

 サ ー バ ー か ら 、ブ ラ ウザ イ ン タ フ ェ ー

ス で 利 用 。Webペ ー ジ の 他 、 一般 テ キ ス

ト、MS-OFFICE文 書 等 々 を翻 訳 で き る。

企 業 内 サ ー バ ー で 利 用 す る他 、ク ラ ウ ド

型 で も利 用 で き る。

 パ ソコ ン等 にイ ンス トール して利 用

す るスタ ン ドア ロー ン型 の翻訳 アプ リ

で、Web翻 訳 と違 って、様 々な編集機能

を持っている。

 携 帯電話 か ら翻訳 を利用す る。音声 で

入 力で き、翻 訳結果 は音声 で出力 で き

る。iPhone等 のスマー トフォン上に も

多数 の翻 訳アプ リが提供 され ている。

3.ユ ーザは機械翻訳に何を求めるか

 ユーザの利用 目的によっても、機械翻訳に求めるも

のは変わってくる。以下、いくつかの代表的な利用

1



目的にそって述べる。

 ① 情報が早くかつ参考程度にわかればいい場合

  このケースは、当初 より現在まで機械翻訳が最

も広く利用されてきた場面である。たとえば、海外ホ

テルサイ トの概要を見る場合や、海外企業、海外ニュ

ースをざっと把握する場合等では、現状の翻訳精度で

もかなり利用 されている。

 ② 情報の正確な理解が必要な場合

  本来、ユーザにとっては、これが機械翻訳に求め

る究極の目標であろう。この目的では、翻訳精度 とし

て少なくとも80%程 度は望まれる。機械翻訳にとって、

この 目標に近づくにはまだまだ幾多の改良を必要 と

する。

 ③ 翻訳の生産効率をあげる目的の場合

  これは、毎年大量にマニュアル翻訳が必要な企業

等においては、既に一部では実用的に機械翻訳が利用

されている。特に多言語翻訳を必要 とされる場合は、

なお さら効果的である。このケースでは、大量の翻訳

を行っている企業にとって、翻訳結果を蓄積 していく

ことにより機械翻訳の精度は向上し、それによって翻

訳の生産性が増 し、またその成果を翻訳メモ リー とし

て蓄積す ることでさらに機械翻訳の精度は向上 して

いくという好循環 も生まれ る可能性は高い。

 ④ コミュニケーションの場合

  最近話題の旅行会話を例にとれば、何より分か り

易いことが重要である。意味的には正解であっても、

滑らかでない表現は好まれない。また、旅行会話では、

場面に応 じて必ず出てきそ うな定型パ ターンが豊富

にあり、ある程度の会話例(た とえば50～100万 文)

を収集すれば、定型パターンは正確にカバーできるだ

ろう。このケースでは、SMTは 非常に適合する。

 ⑤ 情報を発信する場合

  たとえばメールやチャット等で情報発信する場

合などである。この場合は、利用者は比較的分かり易

い単純な文を入力すれば、高精度の機械翻訳が期待で

きるので、ターゲット言語による情報発信にも十分役

立つ。ただし、機械翻訳ではしばしば誤った翻訳 も出

すので、利用者はある程度ターゲット言語を理解でき

る こ とが 求 め られ る。

4.現 状 の 技 術 的 課 題

 まず 、RBMT、 EBMT、 SMTの 方 式 と、そ の長 所 お よ

び 短 所 を下 記 に記 す 。

方

式

長

所

短

所

RBMT

原 文 の 構 造

を 文 法 的 に

解析 して 、目

的 言 語 に 翻

訳す る。

・短文 か ら長

文 ま で 比 較

的 安 定 し て

訳出。

・訳語 がぶれ

に くい。

・一定規模 の

辞 書 で 対 応

可能。

・ユー ザ ごと

の カ ス タ マ

イ ズ容易。

・意味 は分か

る が 表 現 が

固 い。(会 話

文 に 向 き に

くい)

・長文 になる

ほ ど 誤 訳 は

増す。

・言語 対毎に

開発が必 要。

SMT

過去 の大量翻訳

文 を蓄積 し、そ

れか ら確率 的に

最適の組み合せ

を探 して翻訳 文

を合成す る。

・頻出す る表 現

の訳が 滑 らか。

従って誤 りの少

ない短文等 では

上質訳が出 る。

・複合語 の訳語

が的確にな る。

・言語対 に寄 ら

ず基本 プログラ

ムは 同 じため、

プ ログラム開発

コス ト・工数 が

抑 えられ る。

・文法的乱れ。

・訳抜 けや、想像

で きない誤 訳等

発生。

・大量の翻訳 事例

のデー タ作成 費

用が膨大。

 ・ユー ザ主導の

カスタマイズ困

難。

EBMT

定 型(パ ター

ン)文 を 訳 文

と 共 に 蓄 積

し、一致す れ

ば この対訳 を

採用。

・あて はまれ

ば、翻訳精度

は高い。

・特に定型 表

現が多 けれ ば

コス トパ フォ

ーマ ンスは高

い。

・作成 に訓練

が必要。

・パ ター ンー

致文の 変数部

分 が 長 け れ

ば、そ こに翻

訳誤 りが生 じ

る確率 が高 く

なる。
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また、翻訳の正確 さという観点から見た場合、流暢

さと訳語の正確性が求められるが、上記の3方 式に

対し、この観点から技術的課題を下記にあげる。

流

暢

さ

訳

語

RBMT

・訳文の表現

が固い。

・解析で誤っ

た場合、原文

とかけ離れた

訳文になる。

特に長文にな

るほどこの傾

向は強い。

・複数の訳語

をもつ語、ま

たは複合語に

対 し、不適切

訳語が多い。

・人手作業で

複合語を収集

する作業はス

キル、コス ト

ともかさむ。

SMT

全体的な滑らか

さが増える一

方、想定できな

い誤 りが起こり

うる。例えば構

文の乱れ以外、

文法誤 り、訳抜

け、原語にない

訳語の登場等々

・訳抜けがある。

・逆に言語に対

応 しない訳語が

登場する。

・数字や記号の

様に変わるはず

のない語に余計

な語がついた り

消えた りする。

EBMT

・パター

ンの可

変部(変

数部)が

長 くな

れば、左

記 と同

様の問

題発生。

・上記 同

様

5.今 後に向けて

  機械翻訳は、.. に始まり、EBMT、そしてSMT

と新たな手法が試みられている。しか し、類似言語

間や特定の分野を除けば、いずれ も80%以 上の翻

訳精度を獲得するには至っていない。そ うした中

で、それぞれの方式の長所を生かし、短所を補 う試

みが行われ、少 しずつ3つ の方式の距離がせばまっ

てきている。

 RBMTに よる的確なソース言語の構造把握、 EBMT

による定型パターンの的確な把握、そしてSMTに よ

る滑らかな訳文生成および的確な訳語生成とい う

それぞれの長所を生かしたハイブ リッド翻訳が今

3

後期待される。その結果、近い将来に80%を 超える

機械翻訳の登場が期待 される。

 ハイブリッド翻訳を実現するために、何より重要

なことは、翻訳対象分野に対 し、それぞれに大量の

対訳 コーパス(人 手により翻訳された原文 と訳文の

正しい翻訳対)が 必要なことである。

 通常、SMTで は少なくとも100万 文以上の対訳 コ

ーパスが求められる。SMTは 、その対訳コーパスか

ら翻訳時に必要な翻訳モデル と言語モデルを構築

し、それを翻訳対象文と照合 して確率的に最適解を

求める手法を取るため、翻訳対象分野を十分カバー

できるだけの量が求められる。しか し、対訳コーパ

スを作成するには莫大な時間とコス トがかか り、単

一企業の力では困難な状況である。

 現在、特許分野に対 しては、特許庁により対訳コ

ーパスが作成 され、一部機関に提供 され出してお

り、これを利用 して今後特許分野では、飛躍的な翻

訳精度の向上も期待できる。政府には、この動きを

さらにもっと幅広 く多分野に広げて欲 しい と望む

ものである。たとえば、2020年 のオリンピック開

催に向け、外国人観光客の増大を考えても、観光分

野での飛躍的な翻訳精度の向上が望まれ、そのため

には一刻も早 く観光分野での大量の対訳 コーパス

作成が必須である。この成果を研究機関だけではな

く広く一般企業にも提供 して、商品開発に生かされ

ることが望まれる。

 我が国の機械翻訳の発展、産業の発展、それを通

しての対外的競争力の強化を考えれば、一刻 も早く

幅広い分野での対訳コーパス作成を国策 として取

り組まれんことを期待するものである。
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1.は じめに

 インバウン ド旅行(外 国人の訪 日旅行)が 注目を

集めるよ うになっている。訪 日外国人旅行者数は

2013年 に初めて1千 万人を超え、2020年 オリンピ

ック ・パラリンピックの東京開催決定も受けて、2

千万人の高みを目指す新たなステージに入った。受

入体制を整備 し、訪 日旅行の満足度を高めてリピー

ター増加を図ることが今後益々重要となるが、その

一環 として機械翻訳の活用が有望視される。本稿で

は、わが国のインバウン ド旅行の状況等を概説する

とともに、この分野における機械翻訳の可能性を展

望 したい。

 まず、インバウン ド旅行振興を専門に行 う公的機

関 「日本政府観光局(JNTO)」 について、簡単に

説明させていただきたい。JNTOは 外国人観光旅客

の来訪促進を目的 とする独立行政法人で、前回の東

京オ リンピックが開催された1964年 に設立されて

から今年で50周 年を迎えた。海外に14の 事務所

を設置 し、わが国の国策 としての 「ビジッ ト・ジャ

パン事業」の展開に主要な役割を果たしている。主

な取組みの分野は、「日本ブラン ドの売 り込み」、「M

ICE(国 際会議や企業報奨旅行等)の 拡充強化」、

「受入体制の整備」の三つである。

2.外 国人の訪 日旅行の状況

 JNTOが 設立された1964年 当時、年間の訪 日外

国人旅行者は僅か35万 人程度であったが、その後、

20年 間で200万 人から300万 人程度のペースで増

加 を続けた。インバ ウン ド旅行振興のための国策 と

して 「ビジット・ジャパン・キャンペーン(VJC)」

が開始された当時、訪 日外国人旅行者は約520万 人

であったが、国を挙げた取組みが功を奏 して、VJC

開 始 前 と比 べ て 訪 日外 国 人旅 行 者 数 の 増 加 に 大 き

く 弾 み が つ い た 。 そ して 、訪 日外 国 人 旅 行 者 数 は

2013年 に約1,036万 人 とな り、VJC開 始 後 の約10

年 間 で 倍 増 とな る顕 著 な 伸 び を示 した(1)。

 こ の 顕 著 な伸 び を 牽 引 して い るの は 東 ア ジ ア や

東 南 ア ジア の 市 場 で あ る。2013年 に 最 も高 い 伸 び

率 を示 した の は タイ か らの 訪 日旅 行 者数 で 、対 前年

比74.0%増 とな る453,600人 を記 録 した。ま た 、香

港(745,800人 、 対 前 年 比54.8%増)、 ベ トナ ム

(84,400人 、 同53.0%増)、 台 湾(2,210,800人 、

同50.8%増)、 マ レー シ ア(176,500人 、 同35.6%

増)、 イ ン ドネ シア(136,800人 、同34.8%増)の

各 市 場 も、対 前年 比 で 大幅 に増 加 した。 ち なみ に 、

VJCが 開 始 され た2003年 の 訪 日旅 行 者数 と比 べ る

と、 タイ は5倍 強 の 著 しい 増 加 とな って い る。

 訪 日外 国 人 旅 行 者 の 市 場 別 構 成 比 の 推 移 を 見 る

と、ア ジア 市 場 の 増 加 傾 向 が明 瞭 で あ る。訪 日外 国

人旅 行 者 数 に 占 め る 主 要 ア ジ ア 市場(韓 国 、台 湾 、

中 国 、香 港 、 タイ 、 シ ンガ ポ ー ル 、マ レー シア 、イ

ン ドネ シ ア 、フ ィ リピ ン、イ ン ド、ベ トナ ム)か ら

の旅 行 者 の割 合 は 、2003年 に は66.1%で あ った が 、

2013年 に は76.7%と な り、 約10%増 加 して い る。

一方
、 主要 欧 米 豪 市場(英 国 、 フ ラ ン ス 、 ドイ ツ、

ロシ ア 、 米 国 、 カ ナ ダ 、豪 州)の 割 合 は 、2003年

の26.4%か ら2013年 の16.7%へ 、約10%減 少 して

い る。現在 、訪 日外 国 人旅 行 者 の4人 に3人 は 主要

ア ジ ア市 場 か らの 旅 行 者 とな っ てお り、そ の割 合 は

今 後 さ らに高 ま る と見 込 まれ る。

 訪 日外 国人 旅 行 者 数 の顕 著 な増 加 傾 向(2013年

は前 年 に比 べ24.0%増)は 継 続 して お り、2014年

1月 か ら7月 ま で 、月 間 の訪 日外 国 人旅 行 者 数 は毎

月過 去最 高 を更 新 した 。この7ヶ 月 間 に 日本 を訪 れ
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た 外 国 人 旅 行 者 は 約753万 人 で 、 対 前 年 同 期 比

26.4%を 記 録 して お り、わ が 国 の イ ンバ ウ ン ド旅 行

振 興 は順 調 な状 況 に あ る と言 え る。 しか し、諸 外 国

と比 べれ ば 必ず し も楽 観 視 は で き な い。外 国 人 訪 問

者 数 を 世 界各 国 ・地域 と比 較 す る と、2012年 時 点

で 日本 は 世 界 第33位(約835万)で 、フ ラ ン ス(約

8,300万 人)や 米 国(約6,700万 人)等 の イ ンバ ウ

ン ド旅 行 の 「先 進 国 」 は も と よ り、中 国 、マ レー シ

ア 、香 港 、 タイ 、シ ン ガ ポー ル 等 の ア ジ ア 諸 国 ・地

域 の 後塵 を拝 して い る。残 念 な が ら 、 日本 は イ ンバ

ウン ド旅 行 に 関 して は依 然 と して 「発 展 途 上 国 」 と

言 うべ き状 況 に あ る。

 訪 日外 国人 旅 行 者 の特 徴 と して は 、全 体 の 半 分 が

観 光 目的 で来 訪 して い る こ と、団 体旅 行 で な く個 人

旅 行 の形 態 で訪 日す る旅 行 者 が 増 え て い る こ と、情

報収 集 等 に 関す るICT化 が進 ん で い る こ と等 が あ

げ られ る。 ち な み に 、観 光庁 の調 査 に よれ ば 、 日本

滞 在 中 に得 た旅 行 情 報 で役 に立 っ た もの と して 「イ

ン ター ネ ッ ト(パ ソコ ン)」 の 選 択 率 が41.5%で 最

も高 くな っ て い る(2)。

3.訪 日外国人旅行者の受入体制の整備

 冒頭で述べたとお り、訪 日外国人旅行者の更なる

増加を図っていく上で、受入体制整備を進めること

が重要であり、官民による様々な取組みが進められ

ている。政府 レベルでは、平成26年6月 に観光立

国推進閣僚会議が 「観光立国実現に向けたアクショ

ン ・プログラム2014」(以 下、「アクション ・プロ

グラム」)を策定 し、「外国人旅行者の受入環境整備」

について明記 している。具体的な施策 として、「多

言語対応の改善 ・強化」や 「多言語アプ リの活用」

等が示されているので、抜粋 して紹介させていただ

きたい(3)。

〈多言語対応の改善 ・強化 〉

 外国人旅行者が出来るだけ 「言葉の壁」を感 じ

ることなく訪 日旅行を楽 しむことが出来るよう、

美術館 ・博物館、自然公園、観光地、道路、公共
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交通機関等における多言語対応について、「観光

立国実現に向けた多言語対応の改善・強化のため

のガイ ドライン」(平成26年3月)に 従って、

全国各地で多言語対応の改善・強化を図るととも

に、多言語通訳 ・翻訳アプ リや多言語対応観光ア

プ リ等の活用によって、外国人旅行者のスムーズ

な情報取得を促進する。

〈多言語アプリの活用 〉

 豊富な観光情報や地図情報等を備えた多言語

対応観光アプリの活用により、外国人旅行者のス

ムーズな情報取得を促進するとともに、総務省

「グローバルコミュニケーション計画」に基づい

て多言語通訳 ・翻訳アプ リ技術の研究開発の強化

等を行い、精度向上を図ることにより、様々な地

域 ・場面での多言語対応への活用を促進する。

 訪 日外国人旅行者を取 り巻 く言語障壁の緩和は、

従来か ら受入体制整備の中心的課題の一っであり、

多言語翻訳アプ リなどICTの 活用による受入環境

の向上が期待される。

 受入体制整備に関する国の取組み としては、観光

庁が 「外国人観光案内所の設置 運営のあり方 指

針」(平成24年1月 制定、平成26年8月 改定)を

定め、外国人観光案内所網の整備の方向性を示 して

いる。同指針に基づき、JNTOで は平成24年 度か

ら外国人観光案内所の認定制度を運用 している。ま

た、前述のとお り、観光庁は 「観光立国実現に向け

た多言語対応の改善 ・強化のためのガイ ドライン」

(平成26年3月)を 策定 してお り、その周知が現

在進められている。

 ここで、受入体制整備 に関する課題を踏まえてお

きたい。観光庁が平成23年 に行ったアンケー ト調

査によれば、訪 日外国人旅行者が 「旅行中困ったこ

と」または 「旅行中最も困ったこと」として、無料

公衆無線LAN環 境(Wi・Fi環 境)が 不便であると

いう声が最も多くなっている(「旅行中困ったこと」

36.7%;「 旅行中最も困ったこと」23.9%)。 環境整



備は徐々に進んでいるが、無料でWi・Fiを 利用でき

る場所が少ない、会員限定のものが多 く外国人旅行

者は殆 ど利用できない(携 帯電話回線で接続すると

多額の通信料が必要)等 の声が少なくない。次に多

く挙げられたのは、「コミュニケーシ ョン」に関し

て困った とい う声で、困った場所 ・場面としては、

言語一般に関して困った とい う声が回答者の約5

割、交通機関や飲食施設での意思疎通に困ったとす

る声がそれぞれ約1割 となっている。

4.機 械翻訳の可能性

 では、観光分野における機械翻訳の活用の可能性

について考察 したい。前述 したとお り、「アクショ

ン・プログラム」の中で多言語通訳 ・翻訳アプ リ等

の活用や多言語通訳 ・翻訳アプリ技術の研究開発の

強化等が謳われているが、「ジャパン ・クラウ ド・

コンソーシアム」とい う枠組みによる提言の中で、

次のとお り機械翻訳の必要性が強調 されている(4)。

 機械翻訳技術はアジア諸国の観光戦略におい

ても必要不可欠なものであり、グローバルに展開

すべき日本のICT技 術の一つである。

 今後、こうした提言等を踏まえて、観光分野にお

いて多言語通訳 ・翻訳アプリ等を巡る取組みが進む

見込みである。観光分野における機械翻訳技術の活

用に関する国の取組み としては、総務省が平成21

年度に 「地域の観光振興に貢献する自動音声翻訳技

術の実証実験」を実施 している。これは、自動音声

翻訳技術の早期実用化を加速するとともに、外国人

観光客の誘致促進による観光産業振興 ・地域経済活

性化に貢献することを目的に、北海道、関東、中部、

関西、九州の5地 域で実施 したものである。本実証

実験で得 られた大規模実験データにより旅行会話

の音声認識 ・翻訳精度が向上し、多言語音声翻訳の

実用化がこれによって加速 した(5)。

 本実証実験を踏まえて、2010年 に独立行政法人

情報通信研究機構(MCT)が スマー トフォン向け

音 声 翻 訳 ア プ リ"VbiceTra"を 公 開 した 。 MCTに

よれ ば、音 声 翻 訳 技 術 は1986年 に基 礎 研 究 が 開 始

され た も ので 、「VoiceTraは 、同技 術 がつ い に実 用

化 に至 っ た、大 き な成 果 の1つ 」 で あ る とい う ⑥。

2012年7月 に は 、"VbiceTra"で 培 われ た技 術 を世

界 標 準 シ ステ ム と して 発 展 させ るた め、ユ ニ バ ー サ

ル 音 声 翻 訳 先 端研 究 コ ン ソー シア ム(U-STAR)が

各 国 研 究機 関 と連 携 して"VbiceTra4U"の 提 供 を

開 始 した(η。 日本 語 、 英 語 、 中国 語 、 韓 国語 等27

言 語 間 の 翻 訳 が 可 能 で 、5台(5言 語)ま で の 音 声

チ ャ ッ トも利 用 で き る とい う。こ の よ うな 多 言 語 音

声 翻 訳 シ ス テ ム の 有 望 性 に 関 して 、TOEIC 600点

レベ ル の 翻 訳 能 力 が あ る点 に加 えて 、多 言 語 対応 が

容 易 な 点 等 が 指摘 され て い る ⑧。

 こ う した 点 か ら 、 イ ン バ ウ ン ド旅 行 の 分 野 で

"Vbi
ceTra"の 活 用 が有 望視 され る。前 述 した とお

り、東 南 ア ジア をは じめ とす るア ジア 市 場 か らの訪

日外 国 人旅 行 者 の 増加 が 引 き続 き見 込 まれ る た め 、

タイ 語 等 を含 む 多 言 語 対 応 が 今 後 重 要 な 課 題 とな

る。"VbiceTra"の 翻 訳 率(翻 訳 者 が評 価 した 意 味

が 通 じる 率)は 、広 く利 用 され て い る多 言 語 ソ フ ト

ウ ェア に 比 べ て概 して 高 く、 タイ 語 、マ レー語 、イ

ン ドネ シ ア語 等 の 場 合 で も80%を 超 え て い る との

こ とで あ り(9)、 十 分 実 用 に耐 え る レベ ル で は な い

か と思 わ れ る。

 実 際 、多 くの 訪 日外 国 人 旅 行 者 に対 して 情 報 提供

を行 って い る観 光 案 内 所 で は 、多 言 語 対 応 の ニ ー ズ

が 高 ま っ て い る。JNTOが 認 定 した外 国 人 観 光 案 内

所(以 下 、 「認 定案 内所 」)を 訪 れ た外 国 人 旅 行 者 の

約4割 は 、主 要 東 ア ジ ア(台 湾 、韓 国 、中国 、香 港)

か らの 来 訪 者 で あ り、 来 訪 者 数 上 位10力 国 ・地域

の 言 語 別 構 成 比 を 見 る と、中 国語 系:39.5%、 英 語:

28.5%、 韓 国 語:18.3%、 タ イ 語:8.2%、 フ ラ ンス

語:5.5%と な って い る(10)。 多 言 語 対 応 の強 化 が

望 まれ る状 況 で あ り、 「タ イ語 、 フ ラ ンス語 、 スペ

イ ン語 等 の サ ポ ー トを して ほ しい」、「翻 訳 サ ー ビス

を提 供 して ほ しい 」、等 の 声 が 実 際 に 寄せ られ て い

る。
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 なお、認定案内所の中には、既に機械翻訳を補助

的に利用 しているところが複数あり、また、認定案

内所を訪れる外国人旅行者の中にも機械翻訳を活

用 している事例が見られ る。 「日本語が全く話せな

い外国人の来訪が多く意思疎通に苦労 したものの、

スマー トフォンの翻訳アプ リ等の利用によ り対応

した」、「IT系 のエンジニアに翻訳アプ リで対応 し

た際、こういったアプ リがあることに興味津々のよ

うだった」等の声がきかれ、翻訳アプリ等の利便性

が認知されつつある模様である。ただし、使い勝手

や翻訳精度に関する問題点等を指摘する向きも見

られ、観光案内の現場でより便利に利用できるよ

う、更なる機能向上が望まれ る。

 ちなみに、"VbiceTra"等 に用いられている統計

翻訳に関する今後の課題 として、1.よ り長文の正

確な翻訳を実現するための技術、2.文 章全体での

訳語の一貫性を実現する文脈処理技術の創出、の2

点が指摘 されている(11)。また、機械翻訳 自体の機

能向上 とは別の問題であるが、訪日外国人旅行者が

簡便に利用できるWi・Fi環 境の整備も重要な課題

と言える。なお、翻訳の高精度化等の課題への対応

がMCTの 第三期中期計画に示されてお り、「観光

分野において実利用に供す ることを可能 とするこ

とを目標」にする旨が明記されている ㈹ 。より長

い話 し言葉や文章の翻訳、周辺の文や段落も考慮 し

て翻訳する技術が実現すれば、観光分野におけるさ

らなる利用促進が見込まれるため、そ うした改善を

大いに期待したい。

5.お わりに

 以上、本稿で述べた とお り、訪 日外国人旅行者の

受入環境の整備、とりわけ多言語対応の改善 ・強化

の課題に取組んでいく上で、機械翻訳技術の活用は

大変有効な手段の一つ と考えられる。訪日外国人旅

行者が出発前に多言語翻訳アプリをダウンロー ド

しておけば、旅行中のコミュニケーションに関する

不安が大きく軽減する。また、受け入れる側でも、

音声翻訳アプ リや自動翻訳ツールがあれば、コミュ

ニ ケー シ ョン に 関す る不 安 が軽 減 す る。外 国 人旅 行

者 との コ ミュニ ケ ー シ ョン に 関 して 、最 近 、次 の よ

うな指 摘 が 行 わ れ て い る ㈹ 。

 自動翻訳ツール等の開発 ・普及が進めば、将来

的には外国人旅行者 との コミュニケーシ ョンも

大きく改善するが、訪問国の印象はそこで出会っ

た人々との生の会話により形成 される部分が極

めて大きい。我々国民の一人一人が外国人旅行者

をもてなす気持ちを持ち、それを一言でも相手に

通じる言語で表現できれば、世界各国からの訪問

者のわが国に対する印象も変わるはずである。

 音声翻訳アプリや自動翻訳ツールを利用す るこ

とで、訪 日外国人旅行者へおもてな しの気持ちを伝

えることに対する心理的ブ レーキがかか り難 くな

ると思われる。インバウン ド旅行の分野における機

械翻訳の活用に関して、関係各位と連携 して取組ん

でいきたい。

(注)

(1)1964年 以 降 の 訪 日外 国 人 旅 行 者 数 の 推 移 、VJC

開 始 以 降 の 主 要 市 場 別 訪 日 外 国 人 旅 行 者 数 の 推 移

等 に つ い て は 、JNTOの 統 計 資 料 を ご 参 照 い た だ き

た い(URLは 以 下 の と お り)。

http:〃www.jnto.gojpljpn/reference/touris皿data/

 pdf/marketingdata_outbound.pdf

http:〃www.jnto.go.jp/jpn/reference/tourism _datal

 pdf/pdf/marketingdata_tourists_after_vj,pdf

(2)観 光庁 『訪日外国人の消費動向 訪 日外国人消

費動向調査結果及び分析 平成24年 年次報告書

(平成25年3月)』 、19ペ ージ。

(3)観 光 立 国推 進 閣僚 会 議 『観 光 立 国 実 現 に 向 けた

ア ク シ ョン ・プ ロ グ ラム2014-「 訪 日外 国 人2000

万人 時 代 」 に 向 け て 一(平 成26年6月17日)』 、

23・24ペ ー ジ。
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(4)観 光 クラ ウ ド ・ワー キ ン グ ・グル ー プ 『観 光 立

国 日本 を推 進 す る た め の 情 報 通 信 技 術 利 活 用 に 関

す る 中間 提 言(2012年6月25日)』 、12ペ ー ジ。

(5)総 務省 「多言語音声翻訳システムの紹介(平 成

26年4月18日)」(総 務省 情報通信国際戦略局 技

術政策課 研究推進室 資料)、4ペ ージ。

(6)隅 田 英一郎 ・柏岡 秀紀 「世界中の人々が母国

語で外国人 と対話できる多言語音声翻訳技術」独立

行政法人情報通信研究機構 『情報通信の未来をつ く

る研究者たち』、143ペ ージ。

(7)総 務 省 、前 掲 資料 、7ペ ー ジ。

(8)隅 田英 一郎 「機 械 翻 訳 の い ま 統 計 的 手 法 を 中

心 に 」『情 報 管理 』 第57巻 第1号(2014年)、15

ヘ ー ン0

(9)隅 田 、 前掲 論 文 、15ペ ー ジ(図4)。

(10)た だ し、実績を把握できていない案内所 もあ

るため、この数値はあくまでも参考値である。また、

複数言語が用い られているシンガポールに関 して

は、便宜上、使用言語を英語に統一 した。

(11)隅 田 、 前 掲 論 文 、19ペ ー ジ 。

(12)独 立行政法人情報通信研究機構 『独立行政法

人情報通信研究機構が達成すべき業務運営に関す

る目標を達成するための計画(第3期)』 、32ペ ー

ジ。

(13)日 本 経 済 団 体 連 合 会 『高 い レベ ル の観 光 立 国

実現 に向 けた 提 言(2014年6月11日)』 、13ペ ー

ジ。

8



一
機械翻訳を使いこなす ～品質 と生産性向上のために～

             徳 田 愛

株式会社 ヒューマ ンサイエ ンス ドキュメン トソ リュー シ ョン部

近年、急速に増え続 けるコンテンツをスピーディー

かつ低コス トに翻訳する必要性から、産業翻訳の現

場でも機械翻訳の可能性に注目が集まっている。

国内で注目されるのは、日本語 と英語間の翻訳にお

ける実用性だが、言語構造などの違いから実用面で

の課題が多いという声が大きい。しかし文法構造や

語彙に共通性のある欧州言語間などでは、機械翻訳

は実用 レベルに達 していると言われ、海外ではすで

に導入が進んでいる。こうした海外での機械翻訳の

普及状況を考えると、競争の激化するグローバル市

場で生き残ってい くためには、日本の翻訳市場でも

機械翻訳を 「使 うかどうか」ではなく、「いかに使

いこなすか」ということが今後は重要な鍵 となって

くると考えられる。

もちろん、機械翻訳エンジンをただ使用するだけで

は、マニュアルなどの翻訳に使用できる十分な品質

を得ることは困難な場合が多い。しかし、ポイン ト

をおさえたワークフローを構築することで、マニュ

アル翻訳においても、人による翻訳と同じレベルの

品質を保ちながら、コス ト削減と翻訳期間の短縮を

図ることは十分に可能である。

層機械翻訳を使いこなすポイン ト

機械翻訳を使 って、「人と同 じレベル」の品質を保

ちながら、コス ト削減や翻訳期間短縮を実現するた

めには、次の3つ のポイン トをお さえてワークフロ

ーを構築することが重要である。

① 品質基準の設定

② 翻訳品質向上のためのプ リエディット

③ 最適な機械翻訳エンジンの選択

ここからは、それぞれのポイン トについて詳述 して

いく。

① 品質基準の設定

1つ 目のポイン トは 「品質基準の設定」である。機

械翻訳のワークフローを構築するにあたって、まず

重要となるのが 「翻訳対象のコンテンツに期待する

品質」と 「機械翻訳によるアウトプットの品質」と

い う2点 を把握 してお くことである。

なぜこの2点 を把握 しておくことが重要か という

と、この2点 の品質の差が機械翻訳のワークフロー

で埋めなければならない 「品質ギャップ」となるか

らである。そ して、この 「品質ギャップ」の大小に

より、機械翻訳処理の前後のワークフローでどうい

ったタスクを行わなければならないかとい うこと

が決まってくる。

もちろん、翻訳対象のコンテンツによっても目標 と

する品質基準は様々なため、品質ギャップの大きさ

も異なってくる。

以下の図は、コンテンツの種類による目標の翻訳品

質 レベルと品質ギャップをまとめたものである。

高

゜uo

L驚 ・

14

技 術者向け説明書.,

社厳 書1謙

低

1オ ンラインサポー ト1

回

}
 人 の手 によ る.

   酬訳.,

}
  機樋酬訳

  による出力
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上 の 図 の場 合 、 「オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト」 は 、 目標 と

す る の が 「書 か れ て い る 内容 が 正 確 に 伝 われ ば 良

い」 とい う品 質 で あ り、機 械 翻 訳 に よ る ア ウ トプ ッ

トとの 品 質 ギ ャ ップ もあ ま りな い た め 、機 械 翻 訳 処

理 前 後 の タ ス ク と い うの は あ ま り必 要 が な い と言

え る。

一 方
、 「取 扱 説 明 書 」 は 、 「人 と 同 じ レベ ル 」 の 「わ

か りや す く、正 確 な 」品 質 が 求 め られ るた め 、 品質

ギ ャ ップ を埋 め るた め に 「プ リエ デ ィ ッ ト」や 「ポ

ス トエ デ ィ ッ ト」 とい っ た タ ス ク を行 う必 要 が あ

る。 しか し、 この 品 質 ギ ャ ップ を埋 め るた め に、通

常 の 人 に よ る翻 訳 よ り も工 数 が か か っ て しま っ て

は 、機 械 翻 訳 を導 入 す る意 味 が な い と い うこ とに な

る。

そ の た め 、機 械 翻 訳 を 導入 す る前 に 、必 ず 「品 質 ギ

ャ ップ 」を埋 め る た め に 、ど うい った タ ス クが 必 要

で 、どれ く らい 工 数 が か か るの か とい うこ と を把 握

して お く こ とが 重 要 で あ る。

品 質 ギ ャ ップ を埋 め るた め の 方 法 と して 、代 表 的 な

作 業 が 「ポ ス トエ デ ィ ッ ト」 で あ る。

「ポ ス トエ デ ィ ッ ト」は 、機 械 翻 訳 エ ン ジ ン に か け

た 後 の 文 章 を、求 め る 品質 に応 じて リラ イ トし、仕

上 げ て い く作 業 で あ る。ポ ス トエ デ ィ ッ トにつ い て

も、 目標 とす る 品質 に合 わせ て 、以 下 の よ うな三 段

階 の レベ ル を使 い 分 け る こ とが 多 い。

1) ラピッ ドエディッ ト

原文の意味が正確に訳文に反映されているか、とい

う観点で修正する。訳文の読みやすさは考慮せず、

読みづらくても意味 さえあっていれば修正は行わ

ない。

2) ミニマムエディッ ト

意味の正確さだけでなく、読みやす さという観点で

も修正する。社内研修用のマニュアルや、現場の技

術者が参照程度に見るものであれば、このレベルで

もよい可能性がある。作業負荷 としては人の手によ

る翻訳の50%～80%と 想定される。

3) フル エ デ ィ ッ ト

意 味 の 正確 さ と読 み や す さに加 え て 、用 字 用 語 の 統

一 や ス タイ ル の 統 一 とい う観 点 で も修 正 す る
。 ポ ス

トエ デ ィ ッ トと して は作 業 負 荷 が 一 番 高 く、 人 の 手

に よ る翻 訳 の70%～100%と 想 定 され る。

一 般 消 費者 に 渡 る製 品 の マ ニ ュア ル や
、操 作 を 誤 る

と使 用 者 に 不利 益 を 与 え か ね な い 製 品 のマ ニ ュ ア ル

につ い て は 、 この レベ ル で の ポ ス トエ デ ィ ッ トが 求

め られ るだ ろ う。

② 翻訳品質向上のためのプ リエディッ ト

2つ 目のポイン トは、「翻訳品質向上のためのプリエ

ディット」である。「プ リエディッ ト」とは、機械翻

訳にかける前に、機械翻訳エンジンが理解 しやすい

ように原文文書をリライ トす る作業である。特に英

語から複数言語に多言語翻訳するような場合は、原

文の品質が悪いと、その品質が翻訳言語にも影響す

るため、翻訳する言語数の分だけ、機械翻訳処理後

のポス トエディットの工数が増加することになる。

そのため、機械翻訳にかける前の英文を機械翻訳に

適 した形に リライ トしておくことが工数削減に効果

的である。

プリエディッ トの代表的なルールとしては、次のよ

うなものが挙げ られる。

・ 短文化でシンプルにする

  (1文 は15ワ ー ド以下にする、など)

・ 一文一義を原則 とする

・ 表記統一を行 う

なお、プ リエディットは 「機械翻訳のための中間生

成物を作る」という目的で行 うこともあるが、より

効率的に行 うためには、「機械翻訳にかけやすい文体

にしつつ、原文文書をブラッシュアップしていく作

業」であることがより望ま しい。つまり、プ リエデ

ィット後の文章は、原文のマニュアル としてそのま
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ま使 用 され る品 質 を 目指 す とい うこ とで あ る。そ う

す る こ とに よ り、そ の マ ニ ュア ル に将 来 改 訂 が入 っ

た 場 合 に も 、 改 め て プ リエ デ ィ ッ トを 行 う こ と な

く、 そ の ま ま機 械 翻 訳 に か け て い く こ とが で き る。

③ 最 適 な機 械 翻 訳 エ ンジ ン の選 択

3つ 目の ポ イ ン トは 、 「最 適 な機 械 翻 訳 エ ン ジ ンの

選 択 」 あ る。

翻 訳 エ ン ジ ンの 種 類 と して は 、 「統 計 ベ ー ス 」、 「ル

ー ル ベ ー ス 」
、 そ して そ の 両 方 を組 み合 わせ た 「ハ

イ ブ リッ ド」と い っ た もの が あ る が 、エ ン ジ ン ご と

に 得 意 な言 語 や 分 野 は異 な る。 ま た 、導 入 ・運 用 コ

ス トや 対応 す る フ ァイル 形 式 、ユ ー ザ ビ リテ ィ もエ

ン ジ ン に よ っ て 異 な る た め 、そ れ ぞ れ の 翻 訳 エ ンジ

ン の メ リッ ト ・デ メ リッ トを よ く比 較 した上 で、プ

ロ ジ ェ ク トに 合 っ た 最 適 な 翻 訳 エ ン ジ ン を 選 択 す

る こ とが重 要 で あ る。

Excellent

Good

Medium

Poor

ポス トエディット不要

文法、構文が正 しく、訳文を読めば、

原文の意味が正確に理解できる

部分的にポス トエディットが必要

文法、構文に多少のエラーは含まれる

が、原文の意味が正確に理解できる

ポス トエディットが必要

文法、構文に多少のエラーがあ り、原

文の意味が正確に理解できない

再翻訳が必要

文法、構文に重大なエラーがあ り、原

文の意味が理解できない

■ プ ロジ ェ ク ト事 例

で は 、これ ま で述 べ て き た3っ の ポ イ ン トを お さえ

て 機 械 翻 訳 を使 い こ なす こ と に よ って 、品 質 、コ ス

ト、納 期 に 対 して どの よ うな影 響 が あ るの か。英 語

か らフ ラ ンス 語 、イ タ リア 語 、 ドイ ツ語 、スペ イ ン

語 へ の 翻 訳 プ ロ ジ ェ ク トの 事 例 を紹 介 す る。

プ ロ ジ ェ ク トの 概 要 は 以 下 の 通 りで あ る。

[翻 訳 対 象]

エ ン ドユ ー ザ ー 向 け 製 品 の 取扱 説 明 書

[ボ リュー ム]

75,000ワ ー ド(約370ペ ー ジ)

[コ ー パ ス(統 計 ベ ー ス使 用 時)]

約45,000分 節(約500,000ワ ー ド)

機 械 翻 訳 の品 質 の 評 価 につ いて は 、各 言語 の ネ イ テ

ィ ブ 翻 訳 者2名 が 、 分 節 ご と に"Excellent"、

"G
ood"、 Medium"、"Poor"と い う四 段 階 で 分 類 した。

各 分 類 の 定 義 は 次 の 通 りで あ る。

① 品 質 基 準 の設 定

今 回 の プ ロ ジ ェ ク トは 翻 訳 対 象 が エ ン ドユ ー ザ ー

向 け の 取扱 説 明 書 の た め 、 目標 とす る 品 質 基 準 は

「人 に よ る翻 訳 と同 じレベ ル 」に設 定 した。 ポ ス ト

エ デ ィ ッ トに つ い て も 「フル エ デ ィ ッ ト」 で 、 「正

確 さ」、 「わ か りや す さ」 に加 え て 、 「用 字 ・用 語 、

表 現 の 統 一 」 とい う観 点 で も修 正 を 実施 した。

② 翻 訳 品 質 向 上 の た め の プ リエ デ ィ ッ ト

翻 訳 対 象 の英 文 に 、 「長 文 が 多 くわ か りに くい 」 な

どの 問 題 が 見 られ た た め 、プ リエ デ ィ ッ トを 実施 し

た。

次 に 示 す グ ラ フは 、統 計 ベ ー スエ ン ジ ン を使 用 した

際 に 、プ リエ デ ィ ッ トを行 う前 と行 っ た後 の翻 訳 品

質 の 変化 を 示 した もの で あ る。

全 言 語 平 均 す る と、"Excellent"お よび"Good"の 全

体 に 占 め る パ ー セ ンテ ー ジは 、プ リエ デ ィ ッ トを行

うこ とで 「平 均29ポ イ ン ト」 も上 昇 した 。 こ う し

た結 果 か ら も、プ リエ デ ィ ッ トに よ り翻 訳 品 質 を 向

上 し、ポ ス トエ デ ィ ッ トに か か る負 荷 を軽 減 で き る

こ とが わ か る。
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③ 最 適 な機 械 翻 訳 エ ン ジ ン の選 定

次 に 、今 回 の プ ロ ジ ェ ク トで使 用 す る最 適 な エ ン ジ

ン につ い て 、価 格 面や 普 及 の度 合 い な どか ら見 て 、

比較 的導 入 しや す い と思 われ る以 下 の3種 類 の エ ン

ジ ン の 中 か ら選 定 した。

エ ン ジ ンA:

  海 外 で も有 名 な ル ー ルベ ー ス エ ンジ ン

エ ン ジ ンB:

  Mosesベ ー ス の 統 計ベ ー ス エ ン ジ ン

エ ン ジ ンC:

  海 外 企 業 が 独 自に 開 発 した 統 計 ベ ー ス エ ン ジ

  ン

統 計 ベ ー ス の エ ン ジ ン につ いて は 、 コー パ ス を読 み

込 ませ た 上 で翻 訳 を行 っ た。 各 エ ン ジ ンの ア ウ トプ

ッ トを評 価 した結 果 、"Excellent"お よび"Good"と 評

価 され た 分 節 の 全 体 に 対 す るパ ー セ ン テ ー ジ を エ

ン ジ ン別 に ま とめ た の が 、 次の 表 で あ る。

フ ラ ンス

イ タ リア

ドイツ

スペイン

エンジ ンA

ルリルペ ース

65%

76%

61.6%

68.5%

エン」 ンB

統計 ペ ース

90%(11.5%)

95.5%(13.5%)

89%(11%)

97%(19%)

エンジ ンC

統 計 へ㌧ ス②

75%(83.5%)

96.7%(77%)

96%(62%)

68%(84%)

  ※ 括 弧 内 の 数 字 は 、統 計 べ 一 スエ ン ジ ンに お い

    て コー パ ス を読 み 込 ん だ 後 の結 果

今 回の プ ロ ジ ェ ク トで は 、同 製 品 群 の コー パ ス が あ っ

た た め 、それ を利 用 す る こ とで 、ル ー ル ベ ー ス よ り も

統 計 ベ ー ス で の ア ウ トプ ッ トの 方 が 品 質 が 良 く な っ

た。 た だ し、統 計 べ 一 スの トレー ニ ン グ前 の 結果 と比

べ る と、ル ー ル ベ ー ス の 方 が 品 質 が 良い 言 語 もあ るた

め 、大 量 の コー パ ス が 準 備 で き な い とい う場 合 は ま ず

は ル ー ル ベ ー ス で機 械 翻 訳 を 導 入 す る とい うの も選

択 肢 の 一 つ と して 考 え られ る。
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今 回 の プ ロ ジ ェ ク トで は 、全 言語 で 平均 して 品 質 が

最 も 良 か っ た 「エ ン ジ ンB」 の統 計ベ ー ス エ ン ジ ン

を プ ロ ジ ェ ク トに使 用 す る こ とに した 。

機 械 翻 訳 を使 用 す る こ とで 、「従 来 翻 訳 」に比 べ て 、

翻 訳 コ ス トにつ い て は 「20.9%」 、翻 訳期 間 に つ い

て は 「48%」 も短 縮 す る こ とが で き た。

●コス ト削減 ・翻訳期間短縮効果

ここまで説明 してきたとお り、以下の3つ のポイン

トを適用 したワークフローを構築 して機械翻訳を

実施 した。

①品質基準を 「人による翻訳と同じレベル」に設定

②英文のプリエディットを実施

③3つ のエンジンの品質比較の上で、最適なエンジ

ンを選定

その場合の翻訳コス トと翻訳期間について、人によ

る 「従来翻訳」におけるコス トと翻訳期間を基準と

して比較 したのが、以下のグラフである。

●翻訳コス ト・翻訳期間の比較

100

90

80

,0

60

50

40

30

20

10

 0

一20
.99'.≪'

OD

gQ

&0

70

60

50

の

3D

20

10

0

1

翻訳コスb

■まとめ

プロジェク ト事例からもわかるように、ポイン トを

おさえたワークフローを構築することで、機械翻訳

を使用 しても、「人 と同じレベル」に品質は維持 し

っ、コス ト削減 と翻訳期間の短縮を実現することは

十分に可能である。

その際に重要になるのは、翻訳エンジン、分野、言

語などの特徴を適切に把握 し、よく理解 して、機械

翻訳を使いこなすことである。機械翻訳を導入する

際には、導入のコス トだけでなく、様々な検討事項

について分析 し、知識に基づいて正 しく検証を行

い、最適な ワークフローを構築 しなければならな

い。

国内でも機械翻訳に注目が集まっているが、今後、

機械翻訳をより普及させるためには、機械翻訳を使

いこなすための知識や ノウハ ウを日本市場により

広めていく必要がある。

■ 幽 ■ ■ 圏 ■ ■ ■ ■ ■ ● ● ■ ■ ■ ■ ■ 昌 層 賜5■ ■ ■66■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■1

一48除1

徳 田 愛(と くだ め ぐみ)

連 絡 先:m・tokuda@science.co.iu

プ ロ フ ィー ル:

機 械 翻 訳 コ ンサ ル タ ン トと して 、日本 企 業 に 向 け た

機 械 翻 訳 導 入 や プ ロセ ス構 築 の コ ンサ ル テ ィ ン グ

を行 う。 多 言 語 翻 訳 を左 右 す る原 文 品 質 を 重 要 視

し、和 文 ライ テ ィン グ 工 程 も担 当 し、機 械 翻 訳 に適

した マ ニ ュア ル 作 成 の コ ンサ ル テ ィ ン グ も実 施 。

 Nell期 間

13



RrojectReport

豊橋技術科学大学における機械翻訳の研究開発

  井佐原均

豊橋技術科学大学

1.は じめに

 国立大学法人豊橋技術科学大学では、「学

内研 究基盤強化 による産業分野向け高度機

械翻訳技術の研究開発」 に対 して文部科学

省 か ら運営 費交付 金特別 経費 の交付 を受

け、平成26年 度 に多言語翻訳研究本部 を設

置 し、プ ロジェク トを開始 した。本稿では、

このプ ロジェク トの概要を述べ る。

2.背 景及び 目標

 Globalizationの 高 ま りの中、企 業の海

外展 開、製 品輸 出、知財貿易な ど、様々な

場面 で産業文書の多言語化のニーズが高ま

っている。 また、第2の デジタルデバイ ド

として、インターネ ッ ト上 に蓄積 された大

量の英 語情報 にア クセ スで き るか ど うか

が、生活の質 に直結す る環境 とな りつつあ

る。翻訳プロセスの効率向上は必須であ り、

機械 翻訳等 のICT技 術の活用が求め られ

る。

 我が国の企業の国際競争力強化の観点か

らは、産業に関す る情報 を表現す る 日本語

をこれ まで以上 に、迅速かつ正確 に翻訳す

ることが重要である。例 えばアジア諸国、

ア フ リカ諸 国ヘ プ ラン ト輸 出 を行 う場合

は、現地の技術者 にも理解可能な現地語(母

語)で のマニュアル も必要 とな り、翻訳を

迅速 にかつ正確 に行わなければ、製品の技

術力以外の部分 で国際競争力が低下 して し

ま う。現地語 でのマニュアル作成 によ り、

海外 の機関等が、 日本 のものづ くり産業が

これ まで培ってきた高度 な技術(日 本ブ ラ

ン ド)を 正確 に活用することが容易にな り、

日本ブラン ドに対す る需要 が増 え、生産性

の向上にも寄与す ることが可能 となる。

 本プ ロジェク トでは、これ までの研究成

果 を活 か し、文理融合を促進す ることに よ

り、大学のイ ノベー シ ョン(技 術革新)基

盤 を強化す る。本プ ロジェク トの 目標は機

械翻訳 システムのエ ンジンの開発 ・改良で

はな く、機械翻訳 をツール として活用 し、

情報発信 における翻訳過程 を効率化 ・高品

質化できるよ うにユーザを支援する枠組 み

を構築す ることであ る。我が国が遅れてい

るサー ビス科学の研究 として、産業分野の

各種マニ ュアル等の翻訳 を短時間かつ正確

に行 う高度な機械翻訳機能の技術開発 ・運

用を行 うことを 目指す。

3.情 報発信 と機械翻訳

 情報伝達には、多言語情報検索か ら翻訳

につながるGoogle型 の情報受信 と、ビジネ

ス文書 の多言語化 といった情報発信 とが考

え られ る。情報発信型の場合、著者の母語

か ら非母語への翻訳 とな り、著者には翻訳

文の良否が判断で きない ことが ある。また

日本か らの情報発信 を考えた場合、 日本語

か ら他 の言語へ の翻訳 となるが、 日本語 の

解析の難 しさか ら、 日本語 を原文 とす る機

械翻訳 の品質は、他 と比べ て劣 る。 このよ

うに 日本語か らの多言語情報発信には困難

が伴 うが、その一方で、情報発信型翻訳の

有利な点 として、翻訳対象 となる文章 をコ

ン トロールす ることが可能 であることが挙
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げ られ る。企業に とってみれ ば、 自社 内で

社員教育を行 うことによ り原文作成時 に文

体等 を制約す ることが可能であること、翻

訳対象が限定 され ているので、事前に対訳

辞書を整備できることが挙げられ る。

4.情 報発信を支える機械翻訳

 製品の取扱説明書や企業活動のノウハ ウ

文書等を機械翻訳 システムを活用 して翻訳

す る場合 、訳文の精度 を向上 させ るチ ャン

スは翻訳前、翻訳 中、翻訳後 と3か 所 にあ

る(図1)。

 翻訳前 には、書 き手の協力 を得 て、入力

文 をコン トロールす ることが可能 である。

入力文へ の制約(制 限言語)は 、機械翻訳

の出力を向上 させ る とともに、人 間の理解

容易性 を低下 させ ない ように設計す るべき

であ る。 この よ うな制約 に基づいて文書作

成 を行 うことによ り、国内向けに 日本語 で

作成 した文書を同時に機械翻訳の入力文 と

して利用できる。筆者 らは既に 自動車関連

企業での実証を行い、ISOで の国際標準化

を進めている。

鑑霜

 翻訳中、つま り機械翻訳システ ムの出力

の理解容易度を直接向上する手段 として、

対訳用語辞書の充実が挙げ られ る。 重要な

語句が適切 に翻訳 されているか どうかは、

読み手の評価に直結す る。 ここでは重要 な

語句 を取 り出す技術、その翻訳 を定める技

術、人手による確認 ツールが必要 となろ う。

筆者 らは 自動車や楽器 のマニュアル か ら、

翻訳に有効な長 い語句(単 語や複合語 だけ

ではなく、意味のあるひ とま とま りの語句)

を取出す技術の開発 を行った。

 翻訳後は、後編集 と呼ばれ る過程 となる。

プ ロの翻訳者 による後編集 はコス トが高い

が、翻訳者 ではないが、その分野の知識が

あ り、出力言語 を母語 とす る人を活用す る

ことによ り、安価 な後編集 が可能 となろ う。

豊橋技術科学大学では大学の英語 ウェブペ

ー ジに機械翻訳 システムを設置 し
、留学生

によるクラウ ドソーシング後編集 の実証を

行 った。

 これ らを踏まえて、本プロジェク トでは

人 間に理解 しやす く、かつ コンピュー タが

翻訳 しやす い制限言語の開発 を行い、 さら

に制限言語の国際標準化 を進 める。機械翻

            ツ  ≡

ノ 篠 翻畑1
                 ウ    膠

 _⇒ 醸
                     :

   呂質

鰯 ～△

図1:翻 訳プ ロセ ス と翻訳 品質の向上
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訳で用い る対訳語句集 を比較 的容易 に構築

できるよ う、半 自動 の用語句抽 出システム

と訳語選択 システムの開発を行 う。そ して

知識 と意欲 を持つボランテ ィアによる後編

集の枠組み を構築す る。

 以上ま とめると、制限言語 に基づ く入力

文作成 と、専門用語お よび句の辞書を用い

た機械翻訳によ り、高精度の翻訳を実現 し、

後編集 の負担を軽減す る。 スポー ツや趣味

などの翻訳の場合 にはボ ランテ ィアベース

の後編集 も可能 となる。

5.コ ンソー シアム

 機械翻訳システムを活用 した翻訳プ ロセ

スの構築 に、その分野の知識 を持っていれ

ば誰で も寄与できるとい う視点は企業か ら

世界への情報発信 を促進す る足掛か りとな

ろ う。 この よ うな考 えの下、多言語化 した

い文書 を持つユーザ企業 と、翻訳プ ロセス

に関わる企業 とを結ぶ多言語情報発信 コン

ソーシアムの構築 を目指 してい る。 ここで

は海外の翻訳用デー タ共有組織 との連携 を

予定 している(図2)。

 この コンソー シアムの下、豊橋技術科学

大学は翻訳(個 人 あるいは会社)と 文書作

成(ユ ーザ企業)と が連携 して翻訳 プロセ

スの効率 向上を図 ることを支援す る。ユー

ザ企業の持つ対訳デー タな どの資源 を共有

し、さらにはそのよ うな資源か ら対訳用語

集 な どの翻訳用デー タを抽出す る ことを検

討 してお り、この コンソー シアムの参加者

を募集す る予定である。

 この活動 を通 して、翻訳会社 とユーザ企

業 との連携 が双方の利益 につながることを

示す ことが本プ ロジェク トの 目的である。

具体的な成功事例 を示す ことで、よ り多 く

の翻訳会社や企業が参加 して くれ ることに

なろ う。デー タ共有 の利益についての国内

企業の理解が深まることを期待 している。

6.国 際 標 準 化 へ の 動 き

 本 稿 で 述 べ た 翻 訳 支 援 に 関 連 す る 国 際 標

準 化 の 動 き と し て は 、ISO TC37に お い

て 、 以 下 の 標 準 化 が 進 め ら れ て い る 。 制 限

言 語 に 関 し て は 、SC4に お い て 、24620・1

Language resource management‐Con-

trolled natural    ・: ・・Part 1:Basic

concepts and general principlesが 標 準 化

に 向 け て 進 行 中 で あ る 。 筆 者 は 、 こ の プ ロ

ジ ェ ク ト リ ー ダ ー を 務 め て い る 。 辞 書 に 関

し て は 、SC3に お い て 、 ISO 30042:2008

Systems to manage terminology, know-

ledge and content--TermBase eXchange

(TBX)が 国 際 標 準 化 さ れ て い る 。 後 編 集 に

関 し て は 、SC5に お い て 、18587 Translation

services --Requirements for machine

translation(MT)and post edition levels

が 標 準 化 に 向 け て 進 行 中 で あ る。

f
 国外の
憺力機関

/
父

豊橋技術科学大学
  他大掌等

ノ===::    __

綴 藁)(蕪 う一
    、

一

図2:多 言語情報発信支援 コンソーシアム
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一
機械翻訳事始 め[IV]

    坂本義行

アジア太平洋機械翻訳協会理事

 機械翻訳の研究で、最 も衝撃的 な出来事

は、1960年 代に発表 されたALPACレ ポー

トの発表で した。今回は この内容について、

報告 したい と思います。

1. .. レポー トの発 表

 米 国 National Research Council,

National Academy of Sciences of Division

of Behavioral Sciencesに 設 置 さ れ た

ALPAC(Automatic Language Processing

Advisory Committee)が 、1966年 米国政 府

にお い て 翻訳 を機 械 化 す る 目的 で推 進 され

て いた機 械 翻 訳 開発 へ の研 究 費 援助 の継 続

に関 して審議 した結果 に よる勧 告 で ある。1)

 ALPACレ ポー トは 、米 国政府機 関にお け

る翻 訳 お よび機 械 翻 訳 に 関 して 広範 囲 な 調

査 ・検 討 を行 いそ の結果 を15個 の項 目にま

とめて い る。 さ らに、各 項 目に 関す る詳 細

な考察 お よびデー タを19個 の項 目にま とめ

て付 録 と して付加 して い る。

2. ・. レポー トの詳細

 この レポー トについて、 日本電子工業振

興協会機械翻訳 システ ム調査専門委員会が

1989年 度に行った調査に基づいた報告書が

出ている。2)

 この報告書によると、

a)人 間翻訳(Human Translation)

 〈主張〉

  翻訳者の選択、環境の整備 、翻訳の方

 法の工夫により、翻訳作業の効率向上が

 図れ る。

  〈概要 〉

   人間が行 っている翻訳作業について

  分析す ると、次の点が指摘で きる。

  1)人 が翻訳する場合、よい翻訳 をす る

   には、① 目標言語についての十分な

    (good)知 識、②翻訳対象について

   の理解能力、③原言語についての適

   当な(adequate)知 識、を有す る人

   がお こな うのがよい。

  2)人 が翻訳する場合、よい翻訳 を得 る

   には、よい辞書 と参考文献が必要で

   ある。

  3)人 が翻訳す る場合 、ツール と して

   は、口述録音機(dictating machine)

   や タイプ ライタを使 うが、これ らで

   は、図、式な どを挿入 した最終稿が

   出力できず、更に別の工程が必要で

   ある。それでも費用は翻訳に一番か

   か る。

  4)Rapid dictated翻 訳(意 味 をつかん

   で 同時通訳的 に 目標言語 で表現す

   る)とfull翻 訳 との比較実験におい

   て、前者は品質がほぼ同程度 で時間

   的には114で 済む。

b)翻 訳者の雇用形態(Types of Translator

 Employment)

  〈主張 〉

  翻訳者の雇用形態は、当時存在 した形

 態のどちらも、一長一短で雇用者側 が満

 足できるものではない。

 〈概要〉

  翻訳者の雇用形態は、IN-HOUSE(社
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  内 で か か え る 正 社 員 翻 訳 者)と

  CONTRACT(フ リー ランサー)、 の2

 種類である。

  1)IN・HOUSE(正 社員翻訳者)

   翻訳側 からみた利点:

    正社員 として保証 されている。

   雇用側か らみた利点 ・欠点

  利点:

    ① 必要時にその場で翻訳 して貰え

    る

    ② 依頼者/翻 訳者間のよ りよい協

    力体制

    ③ 必要時に迅速なサー ビスが受 け

    られる

    ④ 保持が容易

  欠点:

    ⑤ コス トがかかる

    ⑥ ワークロー ド調整が時に困難

    ⑦全ての分野に精通 した翻訳家 を

    揃 えることはできないので、一貫

    した良い翻訳は得 られに くい

  2)CONTRACT(フ リー ランス翻訳者)

   翻訳側か らみた利点:

    自由に仕事 を選ぶ ことができる。

   希少言語 で広 い分野 がカバーで き

   れば収入 も高い。

   発注側か らみた利点 ・欠点

   利点:

   ①その場です ぐ翻訳を依頼できない

   ②機密保持が困難

c)科 学言語 としての英語(English as the

 Language of Science)

  〈主張〉

  英語母国語者 に とって翻訳 の需要 は

 それほ ど大きくない、

  〈概要〉

  英語で書 かれ た学術論文 が圧倒的 に

 多いため、アメ リカを始めとす る英語圏

 科学者が母国語以外 の言語 で書 かれた

 論文 を読ん だ り翻訳 した りす る必要性

 は他の母国語 よ り低い。

d)科 学者がロシア語を学習す るために必要

 な時間(Time Required for Scientists

 to learn English)

 <主 張>

  AI.PACの 関心事は、ソ連の科学技術

 文献 を効率よく理解 し、翻訳す ることに

 ある。 ロシア語翻訳を頻繁に行 う者は、

 元の文書 を読 め るよ うにす るほ うが簡

 単で経済的である。政府職員向けには既

 に ロシア語科 学文献 を読むための教育

 コースがあるので、これを活用すべきで

 ある。

 <概 要>

  ALPACは 、ある場合には、ロシア語

 翻訳 をよ く利用す る者 が文 書を原語の

 まま読 めるよ うに学 習 した方 がよ り簡

 単で経済的であると確信する。ある論文

 は、科学者が2時 間クラスを8な い し

 16回 受講す る間に、関心のあるロシア

 語文献を判別できるよ うになる、と指摘

  している。数式、図表、グラフか ら必要

 事項 を抜 き出す ことができる場合 もあ

 る。また、関心のある文献について 口頭

 の部分訳 で十分な場合 もある。この よう

 に、科学技術系の読者が専門の外国語文

 献 を利用す るために、わずかの外国語の

 知識 しか必要 としない ことは、一般に認

 め られていることである。

  事実、い くつかのよく知 られた研究に

 よって、科学者は200時 間以内に専門分

 野の ロシア語 資料 を読むための知識 を

 得 られ るこ とが指摘 されている。また、

 その程度の知識 を持 ち合 わせ ている科

 学技術者 は増え続 けている。

  ロシア語 テ キス トを読む ための政府
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  職 員養 成 の た め の施 設 が 既 に存 在 して

  い るが、これ ま で大 々的 に利 用 され るこ

  とはなか った。国防言語 研 究所 の西海 岸

  分室 では 、 この 目的 の ため に2種 類(6

  週間 ・10週 間)の 教 育 コー ス とテ キ ス

  トを開発 した。AL、PACは 既 に、国 防言

  語 研 究所 よ り生 徒 の登 録 を歓 迎 す る 旨

  の連絡 を受 けてい る。

e)米 国 政 府 に お け る 翻 訳 の 現 状

  (Translation in the United States

  Government)

  <主 張>

   JPRS (Joint Publications Research

  Service)に よ る人 間翻 訳 と空 軍 の機 械

  翻 訳 システ ム を比較す る と、コス ト、所

  要 時間 、翻 訳 の質 のいずれ にお いて も前

  者 が優 れ てい る。 また 、JPRSは 翻訳 者

  を十分 に確保 してお り、翻 訳 の増加 に も

  十 分対 処で き る。従 って、政府 機 関 にお

  け る翻 訳 の た めに機 械 翻訳 シス テ ム の

  利用 を拡 大す るこ とは不要 で あ る。

  〈概 要 〉

   米 国政府 にお け る翻訳 は、① 業者 へ の

  発 注、② 部 内 での翻 訳 、③JPRS(共 同

  刊行 物調 査事 業)の 利 用 な ど種 々 の方 法

  で行 われ て い る。 ④ 一 部 の機 関 で は 、

 Public Law 480 (Agricultural made

 Development and Assistance Act農 産

 物 通 商開発 援助 法)の 見返 り資金 に よる

 翻 訳 を利用 してい る。ま た、主 と して空

 軍 で 、⑤ 機械 翻 訳 システ ム(後 編集 付 き)

  の利 用 が行 われ て い る。さ らに 、⑥NSF

  (National Science Foundation)の 援

 助 に よ る雑誌 の翻 訳 も行 われ てい る。

0米 国政 府 にお け る翻 訳 者 の数(Number

of伽ve㎜ent L曲 めrs)

  〈概 要 〉

  政 府 内部 の翻訳者 の正確 な数 は不 明。

   政府内での職制分類の 「翻訳者」の地

  位が低いため職種 として 「翻訳者」が敬

  遠 されている。

g)翻 訳のための予算(Amount of Spent for

  恥an81ation)

  〈主張〉

   政府 が翻訳 に使 ってい る金額 は非 常

  に少ない。

  〈概要 〉

   翻 訳 を安全 にす るた めに用 い られ て

  いるいろいろな方法 を考 える と、軍関係

  が 翻 訳 に さ ま ざ ま な 異 な っ た 代 価

  (1,000語 あた り9ド ル～66ド ル)を 支

  払 ってい るこ とは驚 くべ き ことではな

  い。

   最初の会合で、翻訳にかかる金額の見

  積 も りがあれ ば役 に立つ であろ うとい

  うことになった。以下がその見積 も りで

  ある。

  政府機 関が翻訳に使った金額は、(1963

  ～65会 計年度で、13.07百 万 ドル)

   これ か らわかるよ うに、政府の研究、

  開発 を援 助 してい る多 くの事業 と比べ

  ると、政府 が翻訳 に使 っている金額 は非

  常に少 ない。

   商業的翻訳は、アメ リカ翻訳協会の理

 事 によれば、約750万 ドル である。

 他 に政府 以外 のインハ ウスの翻訳者 に

  よるものが約200万 ドル と見られ る。従

  って翻訳に使 われる金額の見積 もりは、

 合計で約2,200万 ドル とい うところで

  あろ う。

b)翻 訳者あるいは翻訳の供給量は不足 して

 い る か (Is There a Shortage of

 Tran81ator or Tran81ation8?)

  〈主張 〉

  翻訳者 あ るいは翻 訳の供 給量は不足

  していない。したがって、機械翻訳 の研
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 究 が 必 要 で あ る とい う議 論 には 結 び つ

 か ない。

  <概 要>

  ALPAC委 員 会 は、翻 訳者 あ るい は翻

 訳 の供給 量 は、多言語 か ら英語 へ の翻訳

 で 見 る限 り、不 足 して いな い とい う結論

  に達 した。 これ は以 下のデ ー タに よる。

  1)翻 訳者 へ の報酬 は1,000語 あ た り6

   ドル とい う安 い金 額 であ る こ と、お

   よび 翻 訳 者 た ちへ の イ ン タ ビュ ー

   の結 果。

  2)JPRS(Joint Publications Research

   Service)は 、約4,000人 の翻訳 者 と

   契 約 して い るが、月 平均 で はわず か

   300人 た らず が仕 事 を してい るにす

   ぎ ない。

  3)NSF(National Science Foundation)

   で翻 訳 してい る雑 誌 の種類 と量。

   1964年 度 で は30種 類 の雑 誌 を、一

  誌 あた りた った200コ ピー配 布 した だ

  け で あ った。 ま た 、米 国議 会 の 下 院 に

  設 け られ た 委員 会 に よ り、主 に政府 系

  の45機 関 に対 す る調査 が行 われ た。回

  答 の あ った25件 の うち、翻訳 者 は不足

  して い ない と してい るの は7件 で、不

  足 して い る と してい るの は9件 で あっ

  た。 しか し、そ の9件 も原 因 は翻 訳者

  の待 遇 が 良 くな いせ い だ とい う意 見 が

  大部 分 であ った。

D翻 訳 さ れ た 文 書 へ の ア ク セ ス

  (Regarding a Possible Excess of

 Trallslation)

  〈主 張 〉

  現在 、翻 訳 は、ユ ーザ ーの声 に関係 な

  く行 われ てお り、ユ ーザ ーの 実際 に必要

  とす る文 献 の翻訳 に、支 障 をき た してい

  る。 これ に対す る解 決策 と して は 、現在

 の ところ 、ユー ザー の要 求す る文 献 を如
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何に素早 く、高品質で、経済的に、供給

す るかを検討すべきである。

〈概要 〉

 委員会 の見解 として、翻訳の不足の心

配はなかったが、翻訳の過多の可能性の

心配は、確かに存在 した と述べている。

ハ ッキ リと した読者の存在 しない文献

を翻訳す るのは、無駄 であるばか りでな

く、翻訳や情報 の流れを詰ま らせ る。片

端か ら翻訳を行 うのは、確実に観覧され

る文献に限 り、更に翻訳 を追加す る場合

は、特に要求 のあった場合 に限るべ きで

ある。ユーザーの声 として、機械的に翻

訳 を行 うよりも、実際にユーザーの要求

のあ る追加 の翻訳を急 いで欲 しい と云

 う声 もあった。

 また、機械的に翻訳を行った場合 、原

稿の質や、新 しさか ら、必ず しも、その

有用度 が高い とは言えない。 具体的 に

は、ソ連の雑誌か ら取った論文を翻訳 し

た場合、アメ リカの雑誌に採用できるも

のが、3分の1以 下になる場合 もあった。

 更に、 この不要な翻訳量の多 さより、

本 当に必要 と読者が思い、要求 している

論文は、かな りの時間を経過 しない と、

翻訳が手に入 らないのが現状である。

 これ に対す る対策 として、

 1)文 献の要求のみの翻訳の作成

 2)あ る分野全体の現状の報告の作成

 3)個 々のユー ザーの 要求に敏 速 に対

  応す る仕組み作 り

といった対応策を挙げる者 もいるが、委

員会 としては、

 1)全 て の技術 論文 を翻 訳す るの は価

  値がないが、

 2)ど の文献 が字際 に必要か を予測 し

  ようとして も無駄であるので、

現在 は、要求 され る文献を如何に素早 く、



高 品質 で 、経 済 的 に供 給 す るか に集 中す る

べ きで あ る とい うのが 、 委員 会 の 結論 で あ

る。

j)翻 訳 に関す る重 要 な問題 点(The Crucial

 Problems of Translation)

  〈概 要>

  1)品 質

   ・翻 訳の 品質 は 、requesterの 要求 に

   十 分 耐 え うる も の で な けれ ば な ら

   な いが 、多 くの場 合 十分 な 品質 の翻

   訳 がな され てい ない。

   ・翻訳 の品 質 の評 価 実験

   ・ 評 価 尺 度  intelligibility

   informativeness

   ・人間訳 すべ てが 、機械 訳 よ り優 れ て

   い た。

   ・概 して、機械 訳 は 、最 も良い訳 か ら

   最 も悪 い 訳 ま で の 評 価 点 の ほ ぼ 中

   間 に位 置 して いた。

   ・翻訳 の 品質 とコス トの関係 は、精密

   には分 か らない。

  2)速 度

  ・翻訳 のlag timeは ま だ改良 の余 地が

   あ るが 、現状 は以 下の よ うに なって

   い る。

  ・平均 的 な文書 に対 す るlag time

    FTD の Automatic Language

    騒anslator 109日

    (AN/GSQ-16(XW-2))

    外部のサー ビス会社(JPRS)65日

  ・lag timeの 中には 、 当然 、翻訳 そ の

   もの だけ でな く、ポ ス トエ デ ィ トや

   出版 等 にか か る 日数 も含 ま れ て い

   るが 、FTDの 機 械 翻訳 に は さ らにマ

   シー ンに か け る た めの 時 間 が か か

   ってい る。

  3)コ ス ト

  ・機 械翻 訳 は 、高 品質 を要 求 され る外

   交 文書や文学 の翻 訳 には向か ない

   が、科学文献等の翻訳を支援できる

   であろ う。

   ・政府が どのよ うな翻訳形態を採用す

   るかは、結局は コス トによる。

   ・翻訳 コス トの算出が示 されている。

   ・米国においては、露英翻訳が中心で

   あり、この先 もそれが変わる見通 し

   はない。

   ・露語の文献 を現状 の頻度で用い るな

   らが、人材の露語教育にカを入れた

   方が良い。

k)機 械翻訳の現状(The present State of

 Machi皿e Tran81ation)

  〈主張 〉

  機械翻訳は、後編集な しでは役に立た

 ず、後編集をすると人手による翻訳 よ り

 非経済的になる。

  <概 要>

  1)翻 訳が非常に限 られてい る。

    簡単でかつ選別 された文章の初期

   の機械翻訳(10年 前のジ ョージタウ

   ン ーIBMの 実験)は 励 ま しになった

   が 、一般科 学技術 文献 の機械 翻訳

    (宇宙生物 学 に関す るロシア語記

   事の4つ の異なるMTシ ステムの翻

   訳例)は 落胆的である。

  2)品 質が悪 く、後編集な しでは役 に立

   たない。

    科学技術文献の生の機械出力 は、

   ほぼ判読できるが、時々誤解をまね

   き、また間違い もある。そ して、読

   むのが遅 く苦痛になる。

    FDT機 械翻訳 システ ム と人 間が

   翻訳 した、物理学及び地学の ロシア

   語文書の読む速 さ、正確 さ、理解度

   の比較で、MTの 生出力は10～29%

   劣 り、後編集 された出力で も3～23%
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   劣っていた。

    問題 の多 くは、構文 と語順の不 自

   然 さにある。

  3)後 編集 をす る と人 手に よる翻訳 よ

   り非経済的になる。

    現在 の機械翻訳は後編集な しでは

   役 に立たず、後編集をすると人手に

   よる翻訳 より非経済的 となる。

  4)機 械翻訳 の レベル を高め るには機

   械が 「理解」することが必要である

   が、技術的な見通がない。

  5)機 械 翻訳 は現在 それ ほ ど必要 でな

   いので、そのよ うな研究の必要性 を

   感 じない。

1)Mamlle血 およびLuxembourgに おけ

  る機 械 援 助 の 翻 訳(Machine・Aided

 Translation at Mannhe血  and

 Luxembourg)

  〈主張〉

  専門用語集な どの翻訳支援 システム

 は翻訳の生産性向上に役立っている。一

 方、後編集の コス トな どの評価はできな

 かったが、後編集付の機械翻訳の質は通

 常 の人 間翻訳 よりも質が悪 い とい う結

 果になった。

 〈概要 〉

  当面は完全な 自動翻訳の実現が難 し

 いことか ら、翻訳支援システムへの関心

 が高まっている。ここでは翻訳支援シス

 テムに関係する事項を紹介 してい る。

  1)翻 訳支援 システム例

    The Federal Armed Forces

   Translation         Agency

    (MANNHEIM, GERMANY)で の

   実験では、適切な専門用語集 を用い

   る ことに よ り翻訳 の生産性 が向上

   す ることが示 された。

    英語の技術文献を ドイツ語に翻訳
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  す るのに、以下の2つ の方法、

 ① 一般の辞書、参考文献を参照 した

   り専門家 の意見 を聞い て翻訳 を

   す る従来の方法

 ② テ キス トに出現す る専門用語集

   (対訳 付 きで出現順 に リス トさ

  れたもの)だ けを参照 して翻訳を

  す る方法

  を比較 してお り、後者の方が5割

  以上 も効率が良 く、翻訳 ミスが3分

  の1に なっている。

2)後 編集

  通常の(人 による)翻 訳 と、機械

 翻訳 の出力 を後編集す る方法 との

  比較実験 を行っている(ロ シアがか

  ら英語へ翻訳/被 験者23名)。

 後編集 の難 しさや コス トについては

結論を出せなかった としているが、実験

結果は以下の ようになる。

 ① 後編集 の難 しさに関 しては意 見

  が分かれた。興味のある点は、翻

  訳速度 の速い翻訳者の方が、後編

  集 は難 しい と感 じて いる点 であ

   る。

 ② 翻訳者 の3分 の1は 、後編集す る

  ために原文が必要であるとし、他

  の翻訳者 の多 くは どち らとも云

   えない としている。

 ③ 機械翻訳の後編集は、翻訳速度が

  速 い翻訳者 に とって は妨 げ とな

   り、翻訳速度が遅い翻訳者に とっ

  ては手助けになる傾向がある。

 ④ 通 常の翻 訳の速度 と後編集 の速

  度 は、平均 してほぼ同 じである。

 ⑤ 翻 訳者 に とっては後編集作業 は

  退屈だが、翻訳の際に役立ってい

   ることもあるようだ(特 に専門用

  語 に関 して)。



   ⑥ 翻訳者 は修 正 を容易 に行 える環

    境が必要 と感 じてい る。

  3)ポ ス トエデ ィ ト付 き機械 翻訳 と通

   常翻訳の品質比較

    JPftS  ( Joint  Publications

   Research Service)とFTD(Foreign

   Technology Division Translations)

   による翻訳の質の比較(FTDの 翻訳

   は後編集付 きの機械翻 訳)し た結

   果、JPRSの 翻訳の方がFTDの もの

   よりも質が良かった。

m)自 然言語処理 と計算言語学(Automatic

 Language     Processing     and

 Computational Linguistics)

 〈主張〉

  機械翻訳 の開発 に資金 を投 資 したが

 成果が出ない。これは機械翻訳の基礎技

 術であ る言語 学が未 熟であ ることが原

 因である。そこで言語学者用に、言語デ

 ータの整備 、言語理論検証用のコンピュ

 ー タ支援 ツール を開発 す ることが重要

 である。

 〈概要〉

  政府 は過去10年 間に200万 ドル を機

 械翻訳の研究に投資 した。これは1年 間

 に政府 が翻訳に支払 う金額 よ りも多か

 った。

  一方政府援助 は少なかったけど、コン

 ピュー タ産業界 は この間マシー ンの開

 発 に重点をおき、電子化出版技術 も発展

 させた。これ は、マーケ ッ トが明 白なた

 めであった。

  機械翻訳の研究は、コンピュータハー

  ドウェアの進展 にはあま り寄与 しなか

 ったが、コンピュータソフ トウェアには

 多大な影響 をあたえた。何にもま して重

 要な機械翻訳研究の成果は、言語学に与

 えた影響である。
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 計算言語学 を研究すれば、自然言語の

研究に革命を与えるであろ う。現在、理

論 をデー タと付 きあわせ るた めには計

算機 のサポー トを要求 してい る言語学

者が急増 している。一世代まえに一生か

かっていた作業は今では数週間できる。

この言語学の革命 は、単に機械翻訳や解

析技術 の研究によるものではないが、こ

れなくしては考え られ なかった。

 コン ピュータは言語 学者 に多 くの挑

戦をつきつけたが、この挑戦に立ち向か

うことによ り、多 くの分野に重要な貢献

をもた らす こ とがで きるだ ろ う。例 え

ば、

1)外 国語 を教えた り、

2)言 語の本質を教えた り、

3)令 や交信に 自然言語を使 った り、

4)特 殊 目的の人工言語を使 った り、

5)人 間の言語能力、思考等の心理学実

 験 を した り、

6)翻 訳 とか検 索の支援 に コン ピュー

  タを利用 した り、

に貢献 できる。

 これ らのための言語学の研 究には、コ

ンピュー タが不可欠である。 しか し、コ

ンピュー タが言語 デー タを容 易に扱 え

る一般的 な方法はまだ開発 され ていな

い。従って今後重点的に行い、サポー ト

していかなけれ ばな らない研究分野は、

1)言 語データを扱 うための基礎研究

2)言 語学者の言語理論 を記述 し、それ

  を検証 す るため のコン ピュー タ利

 用法

の2点 である。

プ ログラミング言語 と言語学 との関係

く主張 〉

 プ ログラ ミングは言語学 に とって実



際的なモデルであ り、言語学はプ ログラ

ミング言語 の設計 に理論的 な方策 を与

えてお り、将来 も互いの影響が予想 され

る。

〈概要>

1)言 語学か らプ ログラ ミングへ

①FORTRAN以 前

  プログラ ミングは機械語で行 われ

 てお り、言語学の影響を受ける余地

 はなかった。

②FORTRAN～ALGOL(1960)

  言語学から文法を構文を借 りて設

 計 された。

③ALGOL60～ALPAC発 表当時

  数理言語学理論 とその記法お よび

 技法 を借 りている。

  プログラ ミング言語 の設計は、数

 理言語学 のため に以前 よ り理論 的

 な手続 きでお こなわれ るよ うにな

 った。

2)プ ログラ ミングか ら言語 学へ の影

 響

   プログラミングは、言語学に"実

  際的な"モ デルを提供 し、言語 理

  論に対 し計算に関す る課題(表 現

  の効率性や計算速度)を 与 える。

3)プ ログラ ミングと言語 学の将来 へ

 の影響

  あるプログラミングは、言語で書

 かれた プ ログラ ミングの実行 は何

 を意味す るか、とい うプ ログラ ミン

 グ言語 の意 味論 に注 目が集 まるだ

 ろ う。また、自然言語理論 にお ける

 意 味論の研 究か らの数理 言語学 的

 モデルへ の影 響 も生 じよ う。 それ

 は、プ ログラミングに影響 を与 える

  ことにな る。
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機械翻訳 と言語学

〈主張〉

 コンピュー タの出現によ り、大量デー

タに よる言語理論 の検証 が可能 になっ

た。機械翻訳 による検証は、従来の言語

理論が不十分であることを指摘 した。し

か し、コンピュータを得た ことにより、

今後、言語学 の大 きな進歩が期待で き

る。

〈概要>

 ALPACレ ポー ト提出の10年 前にはほ

とんどの言語学者は、「syntaxと は語順 、

活用、機能語、イン トネーシ ョン、句読

法のような表層構造だけを考察するもの

である」 と考えていた。 コンピュータの

出現によ り、大量データを使って従来の

理論 を検 証す るこ とがで きるよ うにな

り、それまでに得 られていた文法で構文

解析実験を行 った。 これにより、多 くの

言語学者 は初期の構文に対する考え方が

不十分であることに気がついた。

 このよ うに、コンピュータは理論を確

認す る上で不可欠な ものである。言語学

の最近 の多 くの変化は、理論的進歩 とと

もに コン ピュー タに よる実証 実験 によ

るところが大きい。ま さに、「コンピュ

ー タは 自然言語 の解析 の水準を変 ええ

ることができる」と云えよう。事実、以

前 よ り多 くの言語 学者 が コンピュー タ

の支援 を求めている。

 機械翻訳は上記2つ の側面を持つ も

のである。一つは、言語学的研究の側面

であ り、一つは研究によって得 られた方

法を実験によって検証する側面である。

この検証 に よ り機械翻 訳はいろいろな

否定的結果 を持 ったが、この ことが従来

の理論 の不十分 さを言語学者 に指摘 し

た。



n)翻 訳 改 善 へ の 旅 程(Avenues to

 Impmvement of Translatio11)

 〈主張 〉

  有益な機械翻訳 を実現す るには、まだ

 長期的な研 究開発 を必要 とする。機械の

 助けは、人間翻訳にも、マシンエイデ ッ

  ドの翻訳に も重要な要素である。翻訳作

 業その ものだけでな く、文書処理、印刷

 等の、付随的業務に も改善の余地があ

  り、それ らの研究開発 も重要である。目

 標 とす る品質 に よ り、翻訳 作業の内容

 も、コス トも大幅に変わる。研究開発投

 資の方針 としては、現実的で、比較的短

 期的な 目標 に対 して、引き締 めた投資を

 すべきであると考える。

 〈概要〉

  一般の科学技術文献 につい てのマ シ

 ンエイデ ッ ドな翻訳はできるが、有用な

 機械翻訳は実現 されていない。

  機械翻訳が貢献 したのは、第一に言語

 学 に対 してで あ り、次いで コン ピュー

 タ ・プ ログラムに対 してである。翻訳は

 重要であるが、その需要は、小規模 なが

 ら有能な人々の活動に よって満た され

 ている。しか し、翻訳の業務には改善の

 余地があ り、それ に向けての活動 を提唱

 する。翻訳の品質が重要であ り、目標 と

 す る品質に よ りコス トは大 幅に変動す

 る。したがって、正確 さと品質について

 の客観 的な評価 を達成す るこ とが重要

 である。

  機械の助 けは、人間翻訳 にも、マ シン

 エイデ ッ ドの翻訳 にも重要 な要素で あ

 る。FTD(USAF Foreign Technology

 Division)の データによると、製作費(最

 終原稿の複製や製本の費用)が 非常に大

 きい。翻訳ジャーナルにお ける遅れ は、

 翻訳 よ りも製作の方に起 因 してい るよ

  うだ。

   マシンエイデ ッ ドの翻訳はよ り良く、

  早 く、安い翻訳への重要な一つの道か も

  してない。人間の助けとして何が最 も良

  いであろ うか?一 専門用語の選択、単

  語の辞書 引き、あるいは租訳 において

  か、どの ようにして、多段階の工程の遅

  れ を無 くす こ とが できるのか?ど のよ

  うに して 製 作 費 を切 り下 げ られ るの

  か?

   マシンエイデ ッ ドの翻訳に とって 自

 動文字認識 が重要だ と云われるが、FTD

  のデータではその効果 は僅かであ り、情

 報検索や郵便業務な ど、その技術が もっ

  とも有効な分野において、その研究開発

  は、支持 されればよい。

  翻訳の改善のための研究開発 に、いか

  ほ どの投 資をすべ きか?う ま く運んで

  いる比較的小 さなビジネスに、法外な投

 資 をす る理 由はない。重要で、現実的で、

 比較的短期的な 目標 に対 して、引き締め

 た投資 をすべきであると考える。

o)勧 告(Recommendations)

  〈主張 〉

  第 一に計算言語学 を 自然科学 の分野

 の一つ と見倣 し、科学的に研究すべ きで

 ある。

  第 二に翻訳 業務 の改善 を抜本的 に行

  うべ きである。

  (直接言及 していないが、工学的 アプロ

   ーチでの機械翻訳 の研究には資金援

   助は しない。)

 〈概要 〉

  本委員会 は以 下に述べ る二つの異な

 った領域 に資金 を投入す る ことを勧告

 す る。まず第一に言語学の一分野 として

 の計算言語学である。これは、機械の支

 援 を受 ける受 けないにかか わ らず翻訳
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 の実験を含め、パージング、文の生成、

 構造、意味論、統計、計量的言語デー タ

 の研究である。言語学は自然科学 と見倣

 すべきであ り、実用的な翻訳にたい して

 す ぐ目に見えるよ うな貢献 をす るもの

  と判断 してはいけない。また具体的な提

 案事項は現代の言語学的研究の成 果を

 正 しく見極め られ、しか も科学的な価値

 観に従ってこれ を評価 できるよ うな人

 材に よって検討 され るこ とが重要であ

  る。

   も う一つの領域 は翻訳業務 の改善で

 ある。その研究対象 として以下のよ うな

  ものが挙げ られ る。

  1)翻 訳 を評価 す るた めの実用的 な方

   法

  2)人 手に よる翻 訳作業の能率 ア ップ

   を計 る手段

  3)様 々の方法に よる翻訳の品質 とコ

   ス トの評価

  4)一 度 も 目を通 され るこ との ない よ

   うな不要な翻訳 を阻止す るこ とを

   目的 とした翻訳の利用実態調査

  5)雑 誌 と個別 の文書の両方 の翻訳対

   象 として、全翻訳過程にお ける遅延

   の研究 と、その改善策の研究

  6)様 々な種類の機械支援翻訳 の相対

   的な速度 とコス トの評価

  7)翻 訳の実施過程お よび編集過程 の

   機械化促進

  8)翻 訳過程全般に関する研究

  9)今 、主に機械翻訳 中の自動辞書引 き

   のた めに用意 されてい る用語集 の

   改良作成を含め、翻訳者のための適

   切な手引き書の作成

 上記の研究はすべて容認 できる品質の程

度の仕様化 、お よび翻訳の迅速化、低価格

化を 目指すべきである。

 この勧 告 を受 けて 、1960年 代 後 半か ら、

1970年 代 にか けて、我 が国 で は、政府 が 「機

械 翻 訳」 に関 す る プ ロ ジェ ク トに 予算 をつ

け る こ とはな か った。 それ につ い て は、 次

号 に。
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機械翻訳を支援ツール として使 う英語学習法

   平田 周

三田教育研究所LLP

  Unfortunately people's credit to MT is very poor in Japan. It is necessary to show that even

state of the art MT is practically useful. We studied an application of MT to English learning.

This is based on our earlier finding that conversion of natural Japanese sentences to English like

Japanese(EJ)reduces errors of MT as low as five percent or less. We found that business people

could correctly write a-mails in English by assistance of MT. The practice of EJ editing as well as

proof-reading of English translated by MT can help business people's Enghsh sk皿training. We

expect that this will never fail to enhance creditability toward MT among Japanese people.

1.は じめ に

 残 念 な が ら 、MTに 対 す る 人 々 の 信 頼 は き わ め

て低 い。state of the artのMTで あ っ て も、 そ の

実 用 性 が 人 々 の あ い だ に広 く認 識 され る な ら ば 、

MTの 開 発 や 利 用 に 拍 車 が か か る だ ろ う と 考 え

る。

 一 般 に 、研 究 開 発 には 、基礎 研 究 の ご と き無 限 の

目標 を め ざすexploratoryの ア プ ロー チ と、一 定 の

目標 を 実 現 す るdisciplinaryな 研 究 ア プ ロー チが

あ る。筆 者 は 、後 者 の 立場 か ら、イ ン タ ー ネ ッ ト上

に提 供 され て い るMTで も十 分 に 実 用 性 を 発 揮 で

き る アプ リケ ー シ ョンの 開 発 を進 めて きた 。

2.問 題の所在

 まだわが国のMT開 発が黎明期だった1984年 に

筆者は1冊 の本を出 した。 『日本語で英語を書く』

(東洋経済新報社)【5】というこの本で、思考実験

から、もし和文英訳のMTが 完成 し(若 干の誤訳が

あり得る)、 大量にコンピュータが翻訳するように

なった場合、誰がその誤訳を訂正するのだろうか

とい う疑問を提示 した。 当時からプリエディティ

ングとポス トエディテ ィングはMT翻 訳モデル と

して必須 とされていた。 しか し、コンピュータが

訳す英文でもって完結 としなければ、商業的にな

り立たない というのが筆者の主張だった。

 同時に1つ の実験を行った。女子大英文科の生

徒の手 を借 り、1つ のグループには私のところに

届いていた海外からの英文のレターを高校生にな

ったつ もりで 日本語に直訳 してもらい、もう1つ

のグループにはその日本語を英訳 させた。その結

果、原文に使われていた重要な英単語を参考に付

しておけば、ほぼ元通 りの英語 になることがわか

った。

 翻訳すべき日本語を英語的な構造の 日本語に直

せば、 コンピュータは正 しく英語にできる。そ う

確信 して、当時のMT開 発者に提案 したが、聞き

入れられなかった。わが国の翻訳業界では、翻訳

依頼 された 日本語に手を加えることはタブー とさ

れてお り(今 日も続いている)、 一方開発者は困難

な 日本語の 自然言語処理の夢を追 っていた。以

後、MTか ら手を引いた。

 しか し、2000年 代に入って文法解析をべ一スと

するMTの 困難 さが認識 され、コーパスの時代へと

移っていった。コーパスは、観光や医師と患者との

会話など特定の場面に絞ればかなりに実用性があ

る。しか し、一般的な文書の翻訳にはあまり適さな
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い。対訳文例を限りなく増や していけば翻訳の精度

は上がるであろうが、はるか先のことである。また、

一般にテンプレー トで書いた文章に心が表れない

ように、コーパスでどこまで微妙な心情が表現でき

るか疑問でもある。

 再び、日本語 を英語的構造のものに直 してか ら

MTで 翻訳す るモデルの可能性を追った。その結

果、一定の成果を得て、EJ・TRANS SYSTEMと 名

づけた。

 図1に 示すよ うに、コンピュータを中心に、英

語的 日本語(EJ)に 直す前処理工程と、訳された

英語を自然な英語に直す後処理工程に分けた。前

処理工程(EJエ ディティングと呼ぶ)は 、中学高

校程度の英語力で可能であり、後処理工程の英文

エディティングはバイ リンガルのネイティブを必

要としないため、コス ト面での有利さがある。この

モデルは、翻訳者が脳内で行っている思考を工程

化 したものである。

図1 EJ・TRANS SYSTEMの 概 念 図

【日本語原文】

 メーノレしでぐださったニュース、大変勲茱僻

児 しま したが、さら〆ご謬 し〃、ことを知 クたρと,蟹

〃岐 ナので、諦 を勿る〆ごぱどラす物徽 ρか教

え τ〃リ色だンプまぜんでしょラか。

 こ れ を そ の ま ま コ ン ピ ュ ー タ に 訳 させ る と次 の

よ うな 間 違 い だ ら け の 英 語 に な る(Yahoo)。

 Isaw it, but I should do what, or, the news that

Ie-mailed, would you tell me a more detailed

thing very with fascination because I think that I

want to know it to know the details?

 そこで、元の日本語を次のようにEJエ ディティ

ングする。

【EJ】

 あなたのメールの中のニユースに私な興咲を持

ちました. このニュース〆ごつρ、で私〆まよク諦 を

知 クノを〃㌔ その諦 を知 るための旙 を私に助ぎ

Lで 下さ嬬

TRADITIONAL

IRAN～LAT10N

EI-?BANS
SYSTEM

匡ヨ ー総'一{亟 ヨ

Original

Japanese

Oed穐 納9

Conndied

加 ㎎～e

FI目Mre… ,
   i

黒

動g紐由

English

editing

M絶(haハkai

transiatiat

 EJ・TRANS SYSTEMを 使 っ て20冊 の 単 行 本 を

1人 で約3カ 月 間 で 英 語 に した(全 訳 で は な く、

115縮 訳)。 この 結 果 、 十 分 に これ が 翻 訳 に実 用 可

能 な こ と を確 認 した。

 こ れ を 自動 翻 訳 さ せ る と 、 次 の よ う に 文 法 的 に

ほ ぼ 正 し い 英 語 に な る 。

 (Yahoo) Iwas interested in the news in your

      email. I want to know the details

      about this news more. Please

      advise me by a method to know the

      details.

3.EJエ ディティング

 自然な 日本語の文章を英語的構造の日本語EJ

に直す作業 「EJエ ディティング」が、どれほど効

果的なものか、次に例文をもって示す。

(Excite)

(Google)

Igot interested in the news in your

mail. I would like to know details

more about this news. Please

advise me on the method for

getting to know the details.

Iwas interested in news in ,your

mail. I want to know more about

this news. Please advise me how

to get to know the details.
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 英語的構造の日本語 とい うだけではいかにも曖

昧である。その変換のルールが求められる。英語

に翻訳 しやすい 日本語のルールづ くりについては

すでにいくつかの研究があ り、中でもAnthony

Hartleyら の研 究 【1】は、同様の考えに基づく

controlled languageの ルールを体系化するという

試み として注目される。 また、Junko Matsuiら

[2】は、88人 の英語学習者を対象に、6つ の注意事

項を参考に しながら、MTを 使 って各自が書いた

日本語を英語に訳させる実験を行い、成果を報告

している。

 MTの 翻訳精度 を上げるために必要、あるいは

有効として、前者で10、 後者では6つ のルールが

提示されている。 これ らは概ね正 しいが、これだ

けを守れば、MTが 間違いな く翻訳することを保

証するものではない。多くの文例か ら帰納的にま

とめられた原則にすぎず、これを使ってもなお正

しく訳 されないケースは数多い。

 筆者は、これ以外にも多くのルールを用意 した

が、その中には、上述の研究にはあげられていな

い 「1つ の文中で使 う動詞は出来 るだけ少な くす

る」といったものがある。これ らのルールはノウハ

ウに類するもので詳細の公表は控えるが、これ ら

のルールへの過度の依存を避 け、セマンティック

な視点か ら日本語文をEJに する方法を重視する

のが筆者の立場である。 ロジカルな日本語の文章

にすることがMT翻 訳を容易にする。 しか し、正

しく訳 され るよ うEJエ デ ィテ ィングを行 うに

は、変換に熟練を要す ることがわかった。

 上述の研究論文に用いられている文例は、紙面

の都合 もあろうが、いずれも短 く、比較的単純な

内容の ものであることが気になった。少々長い引

用になるが、筆者が行った長文のEJエ ディテ ィ

ングの例を表1に 示す。

の実用性を実感 させるには、別の方法が必要 と考

えた。 これを英語学習法として利用す ることに着

手 したのは2012の3月 であった。

ビジネス界では、グローバル人材育成の急務が叫

ばれている。グローバル人材に必要な資質の トップ

にあげ られ るのは常 に外国語力である。 しか る

に、どの研修コースを見ても、英語抜きである。

一方、英語指導は、依然 として英会話 中心であ

り、基本的には学校における英語教育メソソドの

延長で しかない。

 企業あるいは公的機関において、英語ができる

従業員はきわめて数少ないのが現実である。わが

国の世界からの孤立を避 けるには、海外部門だけ

でなく、ビジネスに携わる人たちの3分 の1以 上

が、英語が"で きる"必 要がある。また、英会話

が重視 されているが、海外とのコミュニケーショ

ンの主体は、とりわけビジネス界にあってはeメ

ールに移行 している。 日本人の発言力が求められ

ているが、ビジネスの実務においては日常英会話

では役に立たない。仕事上で自分の考えを英語で

表現するには、高度の内容が必要であ り、英語を

「書 く力」が要求される。

 しか し、多忙なビジネスマン、とりわけ管理職

には英語学習にあてる時間もなく、実務に直結す

る英語力を身につけることは絶望的である。そ こ

で、eメ ールをMTを 使って書 く技術を教えるこ

とを考えた。

 文法的に正 しい翻訳をMTに させ るには、 EJ

エデ ィティングの技法を習得せねばな らない。そ

れは、日本語から日本語への変換であるから、 さ

したる英語的知識は要らない。基本的には、英語

の基本5文 型 がわかっていれば よい。そのこ と

は、EJ・TRANS SYSTEMで すでに実証済みだっ

た。

4.英 語 学 習 へ の 応 用

 EJ・TRANS SYSTEMを 翻 訳 サ ー ビス に 応 用 す

る こ とは 十 分 可 能 で あ るが 、 一 般 の 人 た ちにMT

5.MTを 用いる英語学習の効果

 日常、社内に出すeメ ールをMTで 英語にす る

演習を行った。24回 の添削指導により、受講した
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表1 長文のEJエ ディティングの文例

【オ リジナ ル の 日本 語 】

今 回 の 研 究 で は 、2012年 の研 究 で 見 出 した 自閉 症 ス ペ ク トラ ム障 害 群 の 行 動 お よび 脳 活 動 の 特徴 が 、 オ キ シ トシ

ンの 点 鼻 ス プ レー 投 与 に よ っ て 改 善す る か否 か を 検 証 しま した 。 東 京 大 学 医 学 部 附 属 病 院 にお い て40名 の 自閉症 ス

ペ ク トラ ム 障 害 の 成 年 男 性 を対 象 と して 二 重 盲 検 な ど最 も客 観 性 の 高 い 厳 密 な 方 法 で 医師 主 導 臨 床 試 験 を行 っ た結

果 、 オ キ シ トシ ン投 与 が 自 閉症 スペ ク トラ ム 障 害群 に お い て 元 来 低 下 して い た 脳 活 動 を有 意 に上 昇 させ 、 それ と共 に

対 人 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の 障 害 が 有 意 に 改 善 され る こ とを 世 界 で 初 め て 明 らか に しま した。

IEJI

われ わ れ は 、2012年 に 、 自閉 症 スペ ク トラ ム 障 害 群 の 行 動 お よび脳 活 動 の 特 徴 を 見 出 した。 今 回 の われ わ れ の 研

究 目的 は 、 これ らの 特 徴 が オ キ シ トシ ン に よ っ て改 善 され るか ど うか を検 証す る こ とで あ った 。 わ れ わ れ は、 オ キ シ

トシ ン を 患 者 に 点 鼻 スプ レー に よ って 投 与 した。 実験 は 、 東 京 大 学 医学 部 附属 病 院 に お い て 行 わ れ た。40名 の 自閉

症 スペ ク トラム 障 害 の 成 年 男 性 が 臨 床 試 験 の 対 象 に選 ばれ た 。 二 重 盲検 を含 む 、 最 も客 観 性 の 高 い正 確 な 方 法 を わ れ

われ は採 用 した。 この 臨床 試 験 は 医 師 た ちが 主 導 した。 そ の 結果 、 われ われ は オ キ シ トシ ン投 与 が 、 自閉 症 ス ペ ク ト

ラ ム障 害群 の 低 下 して い た 脳 活 動 を上 昇 させ た こ と を確 認 した。 それ か ら、対 人 コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの 障 害 が 有 意 に

改 善 され た。 これ は世 界 で初 め て の発 見 で あ る。

【EJのMT英 訳 】

We found characteristics of an action of the autistic spectrum disorder group and the brain activity

in 2012. Our study purpose of this time was to inspect whether these characteristics were improved

by oxytocin. We gave oxytocin to a patient by nasal drop spray. The experiment was conducted in

University Tokyo Hospital.40 adulthood men of autistic spectrum disorder were chosen as an object

of the clinical trial. We adopted the exact method that had highest objectivity to include double-blind.

Doctors led this clinical trial. As a result, we confirmed that the oxytocin dosage significantly raised

the brain activity that decreased of the autistic spectrum disorder group. Then, an obstacle of the

interpersonal communication was significantly血proved. This is the first discove】ry in the world.

10人 全員がほぼ意味が通じる英文にすることがで

きるようになった。英語的構造の 日本語EJを 書く

こと自体が、英語の学習 になることが確認 され

た。 さらに、MTが 訳 した文法的に誤 りのある文

章を受講者自身が正 しい英語に直すことも英語力

を高める。とくに、 自分が書いた英語を教師か ら

直されるのではなく、MTが 訳 した英語を受講者が

添削す るとい う立場は心理的優越感 を与えるた

め、英語学習への興味を高める効果がある。

 MTの 翻訳能力が完全でないがゆえに、英語学

習にこれを役立てることができるとい うのはいさ

さか皮肉だが、利用者にMTの 利用価値 を認識 さ

せ、何よりも英語学習に大きく貢献することの意

義は大である。

 この英語学習法をEdeMと 名づけた。英語教育

の専門家の中には、これ を批判する向きもある。

しか し、明治以来の辞書と文法をツール とする英

語学習法に、MTと い う新たな支援ツールが加わ

るのは画期的なことである。電子辞書が許され る

のだから、MTも それに準 じるもの としてよいの

ではなかろうか。

6.英 語脳をMTで つくる

 さらに大きな発見があった。英語的構造の日本
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表2 英語力評価基準(平 田周考案)

分類

英語に 自

信はない

あ る程度

英語がで

 き る

英語に 自

信 があ る

レベ ル

Al

A2

B1

m

C1

C2

英語 ができる内容

英文を読むこともないし、話す こともない。外国人の話 していることはほとんど理解できない。英語

の文章を読めと言われても、たどたどしい読み方 になる。

外国人から話 しかけられたら、片言英語 で答 える。英語の文章 を声に出して読めと言われれ ば、

発 音はかなりひどいがなんとか読める。いくつかの会話 の表現を知っている。

街 で、外国人から英 語で道を聞かれたら、簡単 に教 えてあげる。辞書を片手なら、英 語の文書を

読んである程度理解できるが、英語でメールは書けない。パーティ等で簡 単な会話ならできる。

ほぼ正 しく英 文メール が書 ける。外国 人と日常会話ができる。ビジネス文書や レポー トを、辞書を

引きながらであれば 、読んでほぼ理解できる。

英 語で書かれた雑誌 記事やビジネス文書をさっと読んで理解 できる。報告書を英 語で書 ける。外

国人との会 合で話 し合いができる。講演を聞いておおよそ理 解できる。

聞いたり読んだりしたほぼ全てのものを、理解できる。自然で流暢かつ正確 に自己表現ができる。

国際会議で、質疑応答 、ディスカッションができる。

語EJは 、 英 語 脳 に相 当す る も の で は な い か 。 中

津 燈 子 お よ び 国 広 哲 弥 が 「中間 日本 語 」 【6】と呼 ん

だ も の に 近 い。 英 語 熟 達 者 は 、 英 語 を話 す と き 、

自然 な 日本 語 で は な く、 英 語 的構 造 の 日本 語 で 思

考 す る。 そ の 英 語脳 が な けれ ば 、MTが 誤 訳 す る

よ うに 、 い く ら英 語 の 文 法 や 語 彙 を 覚 え て も 、 ネ

イ テ ィブ に通 じる 英語 に は な らな い。

 こ の英 語 脳 は 、 普 通 に は 、 英 語 の 上 達 と と も に

つ く られ て い く。 学 校 で は 教 え な い 。 だ が 、EJ

エ デ ィテ ィ ン グ に よ っ て 、 日本 語 で 英 語 脳 を つ く

る こ と が 可 能 に な る。 英 語 的 セ ン ス の 文 章 に な っ

て い る か ど うか をMTが 実 証 す る。 そ の 意 味 で は 、

MTは イ ン グ リ ッシ ュ ・ネ イ テ ィブ な の で あ る。

 一 般 に英 語 教 育 界 で は、oral Englishとliteral

Englishに わ け て 英 語 教 育 法 を考 え る。 しか し、

脳 の はた らきか ら い えば 、 図2に 示 す よ うに 、 「書

く」 と 「話 す 」 は脳 か らの信 号 伝 達 回 路 と して1つ

の もの と考 え るべ きで あ る。

 い ま だ に 、 英 会 話 信 仰 は強 い。 世 間 で は 、 英 語

を話 せ る よ うに な りた い と い う願 望 が圧 倒 的 に 多

い 。 しか し、 書 く こ とは 、 正 確 な 英 語 表 現 力 を 養

うと と もに 、 英 語 学 習 者 の 英 語 の 間 違 い を 訂 正 す

る場 合 、 は るか に容 易 で あ る。

図2 脳の信号伝達回路

「書 く」 と 「話す 」は脳 か らの同 じ信 号回路

一 一 く1二:II:

一 一 く1∴

7.英 語 力 評 価 基 準

 「英 語 が で き ます か?」 と聞 かれ て 、yesかno

と答 え る基 準 は ま っ た く明確 で な い。TOEICの 点

数 が 人 気 だ が 、300点 で も英 語 が で き る と して よ

い のか ど うか 判 断 で き な い。この テ ス トに は 「書 く」

「話 す 」は含 ま れ て い な い 。EUで は 、 CEFR【11】

と い う 「英 語 で 何 が で き る か 」 を 基 準 と した6段

階 の評 価 基 準 が あ る 。 わ が 国 で も、 これ と同 様 の

も の を つ く ろ うと 、 文 部 科 学 省 と大 学 が研 究 を進

め て い る。 しか し、 現 在 、 試 案 と して 発 表 され て

い る もの は 学 校 教 育 向 け の もの で あ るの と、 非 常
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に 複 雑 で あ る 。 組 織 に お け る 全 員 の 英 語 力 を

調 べ る に は これ は使 え な い の で 、独 自の案 を つ く

っ た(表2)。 この 中 で 、 「あ る程 度 英 語 が で き る」

のB2の 条 件 に 「ほ ぼ正 し く英 文 メ ール が書 け る 」

を入 れ た 。 こ の条 件 を満 たせ る人 は少 な く、大 部

分 は、A2かB1に ラ ン ク され る で あ ろ う。 しか

し、MTを 使 って も よ い とい うこ とにす れ ば 、現

在A2の 人 で も、 一 気 にB2に 上 が る。

 ま だ調 査 準 備 中だ が 、 一 般 的 な会 社 で は 、A1

かA2が70%程 度 と想 像 され る 。 しか し、 MT

を ツ ー ル と して 使 う こ と を 教 えれ ば 、 そ の うち の

30%が 一 気 にB2に 上 が る 可 能 性 が あ る。 英 語 が

"で き な い"国 民 を
、 短 期 間 に 英 語 が"で き る"

国 民 に 変 え る こ とが で きれ ば 、 わ が 国 の グ ロー バ

リゼ ー シ ョン へ の 貢 献 は 大 で あ る。 さ ら に英 語 が

で き る 人 で あ っ て も 、 海 外 に 向 け て の 情 報 発 信 力

を高 め 、 英 語 で積 極 的 に 意 見 を 述 べ る こ とに 役 立

つ で あ ろ う と思 う。
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一
法令工学の言語処理

      島津 明

北陸先端科学技術大学院大学JAIST

1.  は じめに

 私たちが住む社会 は,税,年 金な どの多

数の社会制度に より支 えられ ています.税

や年金な どの制度 は,法 令 として定め られ

る とともに,法 令 に基づいて法令施行情報

システ ム と して実現 され運用 され てい ま

す.メ デ ィアな どにおいて話題 となる企業

の法令順守や内部統制,イ ンターネ ッ トに

お ける情報倫理 な ども,組 織や個人の行い

を規定す る法令や社会規範 の問題 です.近

年,工 業技術な ども世界的 な標 準化が進ん

でいますが,こ れ も社会を規定す るもの と

言えます.

 変化が速 く,グ ローバル化が進む社会に

対応するためには,適 切な制度が設計 され,

タイム リーに法令が制定や改定 されなけれ

ばな りません.法 令に基づ く電子社会は安

心安全 でなけれ ばな りません.住 み良い社

会であるためには,法 令,情 報倫理,技 術

標 準な どが適切 に作 られ運用 されなけれ ば

な りません.

 法令工学 は,「 法令 は社会の仕様書」,「法

令 は社会 を動かす ソフ トウェア」 とい う立

場 から上記 の課題 に対応 する新 しい学問で

す[3,4].法 令が言語によ り記述 されている

ことか ら,言 語処理 の役割 が大 きくな りま

す.法 令 工学やその言語処理について,第5

回産業 日本語研 究会 ・シンポジウム(平 成

26年2月27日 開催)に おいて紹介 しま し

た.発 表資料は産業 日本語研究会 のホーム

ページ(http:〃www .tech-jpn.jp/)に あ りま

す.以 下では,シ ンポジウムにおいて発表

しま した内容の概要を報告 します。

2.  法令工学 とは

 法令 は,各 条文が矛盾 なく全体 として整

合性 を持 ち,制 度や政策 を過不足な く正確

に記述 していることが求められます.昨 年,

所得税 に関す る法律 に記述 ミスがあ り,日

本政府はかな りの税収 を失 った と報道 され

ま した.大 きな法令 文書 であれ ば,そ の作

成修正作業は多大な もの とな ります.法 令

は他の法令 とも矛盾や不整合があっては困

ります.日 本政府の法令は,7000程 度 ある

とされます か ら,既 存法令 との関連 を調べ

る労力 も大変大 きなもの とな ります.こ の

ために,法 務担 当者 の労力は大変 なもので

ある と言 われていますが,社 会 の変化は速

く,変 化 に対応 した制度や政策 の実現のた

めに,タ イム リーな法令の制定や改定が期

待 されています.

 法令 は,こ のよ うな状況にある と言えま

すが,情 報 システムの ソフ トウェアの設計

開発にお けるよ うな方法論や システムが欠

けています.法 令工学は,こ の よ うな問題

認識 と立場か ら,法 令のタイム リーな制定

や改定 を支援す る系統的方法論,安 心安全

な法令施行情報 システムの設計開発 のため

の方法論,組 織の規則や技術標 準な どの作

成,利 用,運 用な どを支援す る方法論な ど

を明 らかにすることを目的に します[3,4】.

 法令工学は,21世 紀COEプ ログラム 「検

証進化可能電子社会」 (2005～2009)[11]

において提案 されま した.当 初の研究にお
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いて,法 令 の矛盾検 出・除去の基本原理が示

されま した[2,3]。 それ は,法 令文書 を論

理 ・形式表現に変換 し,形 式推論 によ り矛

盾や不完全性 の検出を行 い,問 題 箇所 を除

去あるいは変更 し,内 容 を確認 し,新 たな

法令文書 を求めるとい うサイ クル か らな る

とい うものです.こ の考 え方に基づいて,

法令 を1階 述語論理表現 で記述 し,矛 盾 を

定義 して,定 理証明技術 に基づいて矛盾検

出を行 うシステムが提案 されま した【2].実

際,こ のシステ ムが実装 され,富 山県庁 の

協力のもと,富 山県の電子化条例な ど関連3

条例を対象 に,矛 盾検出が試み られ ま した.

この他,条 文の論理 ・形式表現への変換法,

法令施行情報 システムのアカ ウンタビリテ

ィ機構の提案 と実証,法 令 ドメイ ンの形式

記述 と検証 、企業の内部統制 の形式記述 と

検証な どの研究が これ までに行われていま

す【4,13】.

 法令 は民主社会 の規則ですか ら,誰 にで

も理解 できることが望 まれますが,法 令文

書 には長文 が多 く,複 雑で理解 しにくい と

ころがあ ります.こ の点につ いては,法 令

文書の可読性の向上が課題 とな ります.こ

れについては,次 節に紹介 します.

3.法 令工学の言語処理

 法令工学 によ り,矛 盾 ・不完全性の検 出

除去,法 令文書の作成支援,法 令施行情報

システムの設計開発の支援,組 織な どの活

動の適法性 の判定,法 令や判例 に特化 した

高度検索,法 令や判例についての質問応答,

法令文書の機械翻訳,法 令や判例の要約な

どが可能 とな ります.こ れ らの処理は法令

文書の法令構造に基づいて行われます.法

令構造は,当 該法令における法律行為,法

律行為に係わ る要件効果構造,法 律行為間

の関係,当 該法令 における対象や法律行為

に関す るオン トロジー などに より定義 され

ます.そ こで,法 令 工学の言語処理は,法

令文書か ら法令構造やその一部 を求めるこ

と,法 令構造か ら論理 ・形式表現な ど応用

に向けた表現 に変換す ること,法 令構造に

基づいて,文 書作成支援,高 度検 索,質 問

応答,翻 訳,要 約等を行 うこととな ります.

 法令文書は一定の様式で書かれ,十 分に

吟味 されてい ることか ら一般のテキス トよ

りも扱い易い と期待 され ますが,そ れで も

自然言語表 現 として多様 であ り,省 略や曖

昧性 もあ り,既 存技術 がそのまま適用でき

るわけではあ りません.北 陸先端科学技術

大学院大学では,こ れ までに条例,年 金法

な どを対象 に,要 件効果構造の解析[8,14L

条文等の論理式への変換[7,9】,条 文間の照

応関係の解析[15L号 の条文への埋込み[5],

法令 の検 索や 修正 の ため の該 当箇所 探索

[10],条 文の翻訳 【1],質問応答【16],条項の

構造的書換 え[12】,オ ン トロジーの作成,判

例の構造化【6】な どを研究 してきま した.

 上記の中で要件効果構造の解析は様 々な

処理の基盤 となるものです.要 件効果構造

は条文が適用 され る要件 と条文が適用 され

た ときに働 く効果 とか らなる構造です.条

項 は一般 に複数の条文 か らな り,そ れ らが

複数の要件効果構造を表現 しますが,条 文

と要件効果構造 とは複雑 な対応 を していま

す.こ のよ うな現象に対 して,規 則ベース

の方法【14】と機械学習ベースの方法[8]を研

究 しています.国 民年金法 を対象に した実

験では,規 則ベースは100ほ どの規則数 と

な り,解 析結果の曖昧性 が課題です.機 械

学習ベースでは,要 件効果構造の要素か ら

なる重み付 きグラフを作 り,線 形計画法で

構造 を認識す る方法を提案 しま した.国 民

年金法を対象 に した実験 では,要 素の認識

が74%、 構造の認識 が83%,全 体で62%の
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結果を得ています.デ ー タ量や素性 の考慮

に より精度 は向上す ると期待 されます.こ

の よ うな解析 に,号 の埋込み,照 応解析,

格構造解析,条 項の役割や 関係の解析 な ど

を加 えることにより,法 令構造の内容が よ

り豊富な ものにできます.

 要件効果構造は,こ れ を照応解析,質 問

応答 、翻訳 な どに適用す るこ とに よ り,そ

れ らの性能が向上す ることも期待 され ます

[1,15,16].

 要件効果構造は,条 項 の可読性 向上 にも

利用で きます.所 得税 法や年金法の条項に

は長文が多 く,中 には5000字 を超 えるよ う

な もの もあ ります.ま た,長 い埋込み文や

括弧に よる挿入文 も数多 くあ り,可 読性 が

大変低 くなっています.そ の ような条文に

ついて,要 件 として どのよ うな条件が並ん

でお り,効 果は何かが明示的になるだけで

も読み易 さが違います.要 件や名詞句の並

列 も多 く,そ れ らを分か り易 く列挙するこ

とで も読み易 さが変 ります.こ のよ うな点

を考慮 した規則 を作 り,実 際 に国民年金法

の被保険者 に関す る条項(年 金法全体の3

分の2程 度)を 構造的に書換えま した【121.

社 労士に検証 して もらい,誤 った解釈 のと

ころを修正 した上で,非 専門家 を被験者 と

して読解実験 を行 いま した.条 項を8っ 選

び,15人 の被験者には元文を,別 の15人

には構 造的書換え文 を読んで もらい,そ れ

ぞれの条項 に関す る質問を正解す るまで答

えてもらう実験 を して もらいま した.結 果

は,構 造的書換 えの グループが より早 く正

答するとい うもので した.

4.お わ りに

 情報処理 の歴史において,テ キス トが電

子化 され るとともに,テ キス ト作成 を支援

するソフ トウェアが作 られ,多 くの人が電

子テ キス トをたやす く作 り利用す る時代 と

な りま した.ソ フ トウェアを利用 しないオ

フィス業務 は考 えられない時代 とな ってい

ます.法 令が民主社会 を支える基盤 である

にもかかわ らず,そ こには ソフ トウェア科

学の恩恵 が驚 くほ ど少ない と言 わざるをえ

ません.法 令工学 は,法 務 に従事す る人 々

はもとより,一 般 の人々に も恩恵 をもた ら

し,安 心安全な社会の構築 に貢献す るもの

と思います.
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一

      TAUS Tokyo Executive Forum 2014-ASway of Innovation

                               (www.taus.net)

          Jaap van der Meer

TAUS(Translation Automaton User Societv)

  The fourth TAUS Executive Forum

was held on April 10 and 11, again hosted

by Oracle Japan. We are delighted to

share here a snapshot of the sway of

innovation entering the global translation

from Japan. It takes just a day of

wandering in Tokyo as a non-Japanese

speaker to understand why translation

innovation starts at this side of the world,

and much less so in the western part of

the world. Both visitor and host are

totally helpless and hopeless when trying

to talk to each other. That is much less the

case in Europe and North America where

English  often  becomes  the  `langue

vehicule'for tourists and business men.

  In January I called the acquisition of

Systran by the Korean company CLSi a
"hazard   troublant"   (a   troubling

coincidence), happening  at the  60th

anniversary of MT, but now I must admit

that I fully understand. The needs have

shifted to a new economic epicenter of the

world, where the language barrier is

challenging the global expansion perhaps

more than anywhere else. Jean Senellart

and Dong-pil Kim presented the newly

created translation technology company

with  an  unequalled  energy  and

confidence.

  It is not official yet, but the new

company is likely to get the name Systran

International. Systran International is

probably   the  largest  independent

translation technology company in the

world now with ambitions to serve the

needs of consumers(through apps on

among others Samsung phones)and

businesses. Plans were announced at the

TAUS Tokyo Forum for the extension of

the product portfolio into translation

management systems. We were proud to

have the premiere.

  In the Innovation section of the TAUS

Tokyo Forum we were thrilled to hear also

from QR Translator, a Japanese start・up

with an idea so simple and yet so

powerful, making you think"why did

nobody else come up with this yet?"QR,

Translator issues a special QR code that

bridges the language barrier. Scanning

the QRT code‐acombination of a QR

code and icons representing available

languages‐leads the smart phone user to

atranslation. The company obviously has

registered patents now.

遍 ・.

隈!

回.≒

 回 〔灘ミーfr∂ft51atOf

 ,穂 ●1■■:●:■■
・  ■8■ 繧■::■

   ■ 網 運 ■ 霊

37



  You will find these QR codes with

language flags in the Shinkansen (the

Japanese trains), taxis, museums and

who knows how many other public places.

Translations  are  crowdsourced  or

machine translated. It is very simple to

create a QRT code. The benefits are

obvious. The user is able to separate

creative works from the translation task,

save space and there is no need to change

the signboard after you found some

mistakes in the translation. The company

has registered patents now.

  Another example of true innovation

came from NTT DOCOMO. The audience

voted for the NTT DOCOMO presentation

of the Translation Glass as the mos七

innovative presentation at the TAUS

Tokyo Forum, making NTT DOCOMO the

winner of the 2014 TAUS Excellence

Award. Translation Glass is a simple

eyewear device that lets users read a

restaurant menu in a language of choice.

  Wearing a Translation Glass an

English speaking visitor in Tokyo can for

instance glance over a Japanese menu

and  read  the  English  translation

displayed on the inner screen of the

glasses. Translation Glass is already

available in various combinations of

Japanese, Korean, Chinese Simplified

and  Traditional,  Indonesian,  Thai,

Vietnamese and English.

  Translation Glass is the result of a

major engineering effort combining

character recognition with language

processing. The character recognition had

to work for text printed vertically and
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horizontally  and  written  in  both

directions, and of course the character

recognition should not be hindered by

colors and backgrounds. Making these

applications available through a web API

to the developers community, NTT

DOCOMO is driving innovation in

translation.

S㏄ial Translation

  The Asian translation industry has

generated a unique new translation

platform that we refer to as `social

translation', a form of innovation born out

of necessity. When Naoki Yamada

returned to Tokyo from his studies in Los

Angeles, colleagues and friends kept

asking them to translate something, a

sentence, a letter, an email, anything. He

saw the business opportunity and started

developing a social translation platform.

What he had in mind was to find the

hundreds  or  perhaps  thousands  of

Japanese students who had studied

abroad or at least people like himself had

enough knowledge of English to help

others. Not a professional translation B2B

service, but more like a community where

volunteers get rewarded l or 2 cents per

word for helping someone else with the

translation of a love letter or an eBay add

for the sale of a bicycle.

  Finding these volunteer translators

was the biggest challenge when he

launched the business in 2009. He printed

flyers and handed them out at metro

stations in Tokyo. Now Conyac‐that's the

name of the platform‐brings together



15,000translation volunteers and it has

received about half a million translation

requests varying from one phrase to a

page or a bit more.

   Conyac does not stand on its own as an

innovative social or community based

translation platform. There is also Gengo

with a similar history and background.

Gengo was founded by Matt Romaine and

Robert Laing who as bilinguals living in

Tokyo had the same experience as

Yamada. Different from Conyac, Gengo is

also targeting business customers. Both

Gengo and Conyac are funded by

investors.  Gengo  has  attracted

investments of$14 million, Canyon a

much more modest amount of$1 million.

  Rob  Laing  sees the translation

industry as an industry just waiting to be

disrupted. The  traditional LSP  is

entrenched in bureaucracy, complex

workers roles, fragmentation and working

with outdated technology. They know it‐

the traditional LSPs‐but they can't help

it. It's like a car accident in slow motion.

You see it's happening, but you can't stop

it. He compares Gengo's disruptive

potential for the translation industry to

what Amazon has done to book

distribution, to what DuoLingo is doing to

ftosettaStone in the language training

sector and to what Uber is doing to the

taxi sector. Not every business may be

inclined to trust their translations to

volunteer translators so quickly, but

socially oriented companies will find

themselves more naturally attracted to

the social translation platform.
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   TripAdvisor  and  Eventbrite  fbr

instance both use Gengo for their

translations. The investors behind Gengo

and Conyac wish that the car accident

wasn't that slow-motion, but if they lose

their patience there are a bunch of others

still, and all from Japan and Korea again,

lined up to carry the innovation forward.

We have had Miori Sagara from Baobab‐

from Tokyo‐presenting at TAUS events

in 2012 and we look forward to also

meeting One・Hour Translation, OneSky

and Flitto. Who knows, by the time we are

back in Tokyo in April 2015, there will be

new Japanese innovators with a promise

to disrupt the old-fashioned translation

industry.

  The TAUS Tokyo Forum provided for a

good insight in this new emerging social

translation model with presentations by

Conyac,  Gengo,  Eventbrite  and

TripAdvisOL

  Mark  Seligman from  Spoken

Translation presented at the TAUS Tokyo

Forum the latest developments in

speech-to-translation     and     he

demonstrated its actual workings through

his mobile phone and.... his wristwatch.

Agreat prelude to the TAUS Annual

Conference on October 27 and 28 in

Vancouver where speech translation will

be one of our key focus areas and where

Alex Waibel will be our keynote speaker.

  Exciting was also to hear from Toppan

Printing(the largest printing corporation

in the world)that automated translation

is now becoming a focal point for strategic

growth in the company. Mr. Masanobu

「



Ogata presented a wide scope of use cases

where Toppan in partnership with the

Kyoto-based research institute NICT is

developing customized MT solutions.

Human Science gave the audience a deep

insight in their experience with applying

pre-editing on source texts before starting

the MT process.

  Three  European  based  vendor

organizations ‐ Yamagata Europe,

Hunnect and Pangeanic‐all three with a

strong service presence in Japan joined

the TAUS Tokyo Forum to share their

experiences with machine translation. We

were thrilled also to hear the presentation

from Mike Tian-Jian Jiang from Yaraku,

another translation technology company

born in Japan with global potential. We

will cover this company in another article

later.

  The host of the TAUS Executive Forum

‐Oracle‐was represented by their Vice

President Aiman Copty who is responsible

for the Worldwide Translation Group that

manages all of Oracles global translation

activities. Aiman shared insights with the

audience on how the world of`big data'is

starting to influence translation decisions.
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一
TKE(Terminology and Knowledge Engineering)2014報 告

      影浦峡

(東京大学 ・大学院教育学研究科)

 TKE(Terminology and Knowledge Engineering)

2014は 、2014年6月19日 と20日 、 ドイ ツ標 準化

機 構 で開 催 され た 。 参 加 者 は約70人 。 大 学 関係 者

と産 業 関 係 者 、標 準 化機 構 やEU関 係 機 関 の 関係 者

が参 加 して い た 。会 議 は2セ ッシ ョン並 列 で進 め ら

れ 、発 表 は 招 待 講 演 を除 い て23件 。Proceedingsは

http://tke2014.sciencesconf.org/conference/tke2014/eda

_en.pdfで 公 開 され て い る。参 加 者 は8割 以 上 がEU

圏 。 報 告 者 はTKE 1996に 参 加 した こ とが あ る が 、

あ る と きか ら査 読 を強 化 した こ と もあ って か 、参 加

者 の 数 は 大 幅 に 減 って い る。

 私 が参 加 した セ ッ シ ョ ン の 発 表 は 、 大 き く、 状

況 ・実践 報 告 系 、資 源 構 築 系 、枠 組 み(シ ス テ ム ・

基 準)提 案 系 に 分 け る こ とが で き る。 以 下 、そ れ ぞ

れ を簡 単 に(一 部 は 報 知 的 に 、一 部 は 指 示 的 に)紹

介 しよ う。

築、とい う4っ の レベルにわけて説明がなされた。

技術的な側面では、現在のター ミノロジーをオント

ロジー体系 と統合することが重要な課題 として示

された。東アジア言語圏でも同様の組織 と実践が望

まれる。

 "Terminology Management Systems and its Role in

the Development of the Language Industry in

Colombia."コ ロン ビア の 言語 産 業(翻 訳 ・通 訳 ・技

術 文 書 執筆)に お い て、用 語 管 理 シ ステ ムが どの程

度 活用 され て い るか の調 査 報 告 で あ る。コ ロン ビア

の 言 語 産 業 は 中 小 企 業 及 び フ リー ラ ン ス が ほ と ん

どで 、106の 調 査 対 象 の うち用 語 管 理 シ ステ ム を利

用 して い る の は8カ 所 の み との こ とで あ る。27%は

国 際 的 な協 力 関係 を持 っ て い な い 。世 界 的 な マル チ

ラ ンゲ ー ジ ベ ン ダ ー が 各 国 で シ ェ ア を 延 ば して い

る が 、コ ロン ビア の産 業 は 今 の と こ ろ地 元 の 言 語 産

業 に か な り依 存 して い る との こ とで あ っ た。

状況 ・実践報告系

 "Combine EU Terminology with Communication and

Ontology Research."EUタ ー ミノ ロジ ーIArEはEU

の 法律 や 関連 文書 を翻 訳 す る プ ロセ ス で構 築 され 、

そ の プ ロセ ス に組 み 込 まれ た か た ち で 管理 され て

お り、EUの24言 語 を対 象 と して い る。確 定 され た

用 語 約800万 は 一 般 か らア クセ ス で き るが 、 検 討

中 ・討 論 中 の もの は別 扱 い で あ る。構 築 され た ター

ミノ ロ ジー を どの よ うに 公 開 し、利 用 に供 し、そ こ

か ら フ ィー ドバ ック を 得 て 活 用 して い く か に つ い

て 、(a)組 織 内 の方 針 、(b)関 連 組 織 間 で の共 有 、(c)

国際 的 な機 関 との 協 力 、(d)大 学 や 一 般 との 関 係 構

 翻 訳 関係 の実 践 報 告 が2件 あ っ た。"Assisting the

Use and Usefulness of KRCs in Translation:Towards a

Protocol"は 、 KRC(Knowledge Rich Context)を 翻 訳 者

に示 す こ との 有 用 性 を め ぐ る 実践 で 、既 往 の 翻 訳 支

援 環 境 に近 い 環 境 を構 築 して 、実 験 を進 め て い る。

参 照 行 動 の ロ グ を取 るだ けで な く、研 究 協 力 者(学

生)へ の 聞 き取 り等 を含 め てKRCの 有 効性 を検 証

しよ うと して い る。教 育 へ の応 用 は 次 の ス テ ップ と

の こ と 。"TemWise:Leveraging Big Data fbr

Terminological Support for Legal Translation"は 、 法律

分 野 を 対 象 に 、有 効 な 翻 訳 デ ー タ を翻 訳 者 に提 示 す

る た め の 知 識 抽 出 ア ル ゴ リズ ム と サ ー バ ベ ー ス の

ツ ール を 開発 した との報 告。学 生 お よび ベ ル ギー 法
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務省の翻訳者が評価を行っている。

資源構築系

 "Concept System Analysis of the ThirdPlaceLearning

Theory."認 知 言 語 学 的 な ア プ ロ ー チ を使 っ て 対 象

領 域 の概 念 関係 を反 映 した用 語 集 を構 築 して い く

方 法 の 報 告 で 、方 法論 よ り もむ しろ 、教 育 プ ロセ ス

で 領 域 の 全 体 像 を示 す た め に こ う して 構 築 され た

用 語 集 を利 用 して い る との 指 摘 が 興 味 深 い。用 語 集

の 規 模 は120語 程 度。

 "A Combined Taxonomic-Frame Approach to

Terminological Verb Collocations."FrameNetの 枠 組 み

を 用 い た 専 門 動 詞 の 記 述 に 関 す る 報 告 。 最 近 、専 門

用 語 と し て 形 容 詞 や 動 詞 な ど 、名 詞 以 外 の 品 詞 を 扱

う研 究 が 増 え て お り 、 そ の 一 つ で あ る。

枠組み(シ ステム ・基準)提 案系

 TBX(TermBase eXchange)関 係 の 報 告 は3つ あ っ

た 。

 "TBX-Min:ASimplified TBX-Based Approach to

Representin Bilingual Glossazies."大 多 数 の 用 語 デ ー

タはExcelな どの ス プ レ ッ ドシー トで 管 理 され て い

るが 、CSVは や は り扱 え る情 報 の範 囲 に 限界 が あ る。

一 方
、 ほ とん ど の翻 訳 者 に とっ て は 、 完 全 なTBX

(TermBase eXchange)仕 様(ll7デ ー タ カ テ ゴ リ)

は 必 要 で は な い 。 実 際 、 あ る 用 語 ベ ー ス で 、TBX

の ど のデ ー タ カ テ ゴ リー が 使 わ れ て い るの か は わ

か りに くい。 そ うした 状 況 か ら24カ テ ゴ リー か ら

な るTBX Basicが2009年 に 提 案 され た が 、 これ で

もま だ複 雑 す ぎ る。 報 告 す るTBX-Minは 、 TBXの

コア構 造 を維 持 しな が ら、簡 単 に利 用 で きる よ う、

さ らに簡 略化 した枠 組 み で 、エ ン コー デ ィ ン グは デ

フォ ール トでUTF8、 ス プ レ ッ ドシー ト形 式 やUTX

へ の変 換 も容 易 で あ る。RDFと の 互換 性 も検 討 され

て い る。TBX-Minは 二 言語 を扱 うもの で 、複 数 言

語 を扱 うと き は複 数 の フ ァイ ル が必 要 で あ る。コ ン

バ ー タ はhttp:〃tbxinfo.netに あ る。 実 際 の利 用 が ど

の よ うに分 布 して い る のか 、そ の 中 でTBX-Minが

ど の よ うに位 置 づ け られ る か を め ぐ って 多 くの 質

疑 が な され た 。一 つ の 意 見 は 、翻 訳 支 援 シ ステ ム は

TBXを 提 供 して い る の で 、 そ の 一 部 を使 えば そ れ

で よ いで はな い か とい うもの で あ った。 ま た 逆 に 、

個 人 翻 訳 者 はExcelで 情 報 を管 理 して お り、そ れ が

実 態 で あ る とい うもの で あ る。二 言 語 対 に 限 る用 語

管 理 か 、多言 語 の用 語 管理 が 必 要 か につ い て も、議

論 が あ った。

 TBX関 係 の 他 の 二 つ の 発 表 は 、 デ ー タ フ ォ ー マ

ッ トの 変 換 と 互 換 性 を 中 心 と し た も の で 、"TBX

Goes TEI-Implementing a TBX Basic Extension for

the Text Encoding Initiative Guidelines."は 、 人 文 学 の

テ キ ス トに お け る 用 語 管 理 と い う課 題 を 通 し て 、

TEI(Text Encoding Initiative)とTBXの 関 係 を 論 じた

も の 。"TBX between Termbases and Ontologies"は 、

TBXとRDFと の 完 全 な 変 換 を 中 心 に 論 じた も の で

あ る 。

 TBXを めぐる発表は、それぞれの視点が微妙に

異なるようだが、発表の中でその部分は明らかにさ

れない。視点の際をもたらす、想定されている利用

の場やニーズといった重要な点については主に質

疑でカバーされている。

 "AModel and Method to Terminologize Existing

Domain Ontologies."は 、 ISO TC46の 用 語 記 述 の 枠組

み とWOLで 記 述 され た オ ン トロ ジー と を メ タモ デ

ル を使 って 接 続 す る提 案 で 、枠 組 み と手 続 きを 示 し

て い る。TBXそ の もの につ い て で は な い が 、 関 連

は 深 い。 異 な る記 述 枠 組 み を摺 り合 わせ る課 題 は 、

情 報 の 統 合 的 利 用 や リ ン クデ ー タが 注 目 を浴 び て
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い る 中で 、重 要 な も の と位 置 づ け られ て い る の だ ろ

う。

 "Tangled Web of Concept Relations. Concept

Relations for ISO lO87-1 and ISO 704."はISOの 専 門

用 語 に関 係 す る基 準 を 、特 に 概 念 間 の 関 係 に関 して

論 じた もの で 、専 門用 語 管 理 に 関 す る二 つ のISO基

準 に お け る概 念 間 の 関係 を検 討 し、改 善 を提 案 して

い る。

著 な貢 献 を した個 人 に 与 え られ る 賞 で 、今 回 の 受 賞

者 は韓 国KAISTのKey-Sun Choi教 授 で あ った 。 言

語 処 理 の領 域 で広 く名 前 を 知 られ て い る が 、ター ミ

ノ ロ ジー の領 域 で も、韓 国 専 門用 語 協 会(Korte㎜)

を設 立 し、韓 日中 の 用 語 管 理 や 国 際 的 な 専 門 用 語 調

整 活 動 に精 力 的 に 関 わ っ て き た。今 回 、Choi教 授 の

こ う した 功 績 に対 して こ の 賞 が 与 え られ た こ とは

大 変 喜 ば しい。

 2日 目(最 終 日)セ ッシ ョンの最後に、2件 の

Industrial Talkが 行われた。全体に、言語処理技術の

点からはそれほど最新のものはないが、発表の多く

が、技術そのもので も、言語学者が言 う抽象化され

た言語でもなく、人間の言語利用 ・言語実践の場に

見られる課題を扱 うことから発生 した専門用語を

めぐる問題に関するものであり、言語処理系の学会

よりも応用 ・実践への関心は高い。EU諸 国では全

般に言語実務や言語産業と技術、標準化 との関係が

密接である。

 色 々 な 人 と 興 味 深 い 話 を し た が 、WIPOの

Geoffrey Westgate氏 との話 は一 般 に も関 心 が 高 い と

思 われ るの で紹 介 しよ う。WIPOで は 、 日本 語 ・中

国 語 ・韓 国 語 の 専 門 用 語 を強 化 す るた め に 、 毎 年 、

修 士 レベ ル で の イ ン ター ンを 募集 して い る。中国 と

韓 国 か らは 多 数 の応 募 が あ る が 、日本 か らは 昨 年 度

3名 、今 年 度 はゼ ロ で 、イ ン ター ン の手 続 き(オ ン

ライ ン の 試 験 お よび そ れ に 合 格 した 場 合 イ ン タ ビ

ュ ー が あ る)を 送 るか ら 、ぜ ひ 広 め て欲 しい とい う

もの で あ る。英 語 力 の 壁 に加 えて 、技術 翻 訳 及 び 関

連 領 域 に つ い て大 学 レベ ル で の 教 育 体 制 が 確 立 し

て い な い こ とが 、日本 か らの応 募 が少 な い背 景 に あ

る と思 われ る。

 会 議 の 最 後 にEugen Wuster Terminology Prizeが 発

表 さ れ た 。3年 に1度 、 タ ー ミ ノ ロ ジ ー の 領 域 で 顕
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一
機械翻訳とデザイン思考

(株)東 芝 研究開発センター

   鈴木 博和

 2014年8月26日 、27日 に工 学院 大学 新

宿 キ ャンパ スに てテ クニ カル コ ミュ ニ ケー

シ ョン シンポ ジ ウム2014(以 下TCシ ンポ

ジ ウム)が 開催 され た。 本 年 度 の テー マ は

「TCが 起 こす イ ノベ ー シ ョ ン デ ザ イ

ン ・シ ンキン グ」。 モ ノづ く りの 現場 にお い

てTCを 考 え る際 に、デ ザイ ン思 考 に よ りユ

ー ザの視 点 を見 直 し、TCに イ ノベ ー シ ョン

を起 こそ う とい うテ ー マ で あ った。 本 レポ

ー トで は 、聴 講 したパネ ル デ ィス カ ッシ ョ

ンの 内容 を簡 単 に紹 介す る とと もに 、機械

翻 訳 にお け るデザ イ ン思 考 の 可能 性 を考 察

す る。

基調講演 「デザイ ン ・シンキングによりTC

が起 こすイ ノベーション」

 慶磨義塾大学大学院メデ ィアデザイ ン研

究科 奥 出直人教授に よる基調講演 は、デ

ザイ ン思考 とはなにか、それ をマニュアル

作成に どのよ うに活用す るかな どに関 し、

実際のデザイ ン思考のプ ロセスを詳細 に解

説 され なが らの非常に分 か りやす い講演で

あった。デザイン思考においてはエ キスパ

ー ト(TCで はマニュアル作成担当者)と 素

人(ユ ーザ)と のギャップを考える必要が

ある。 そのギャップを捉 えるためには、①

どうや って使 っているのか観察 し、②そ こ

か らパ ター ンを抽 出、③ コンセプ トに落 と

しこんで、④試作 、とい う流れでプ ロ トタ

イプを作成 し検証 を行ってい く。 コンセ プ

トをユーザの 「メンタルモデル」 と如何 に

一致 させ るかが非常に重要なポイン トで あ

るが、 これはア ンケー ト等で明文化 され る

わ けではないので、プ ロ トタイプによる検

証が必須 とい うことであった。

パネルデ ィスカ ッシ ョン 「コミュニケー シ

ョンを大き く変 える機械翻訳」

 (株)川 村イ ンター ナシ ョナルの森 口功

造氏が コーデ ィネーター を務 め られた同パ

ネルデ ィスカ ッシ ョンを聴講 した。パネ リ

ス トには凸版印刷(株)緒 方雅信氏か らは

電子版 コミックの翻訳 における機械翻訳の

活用に関 して、(株)PIJINの 高岡謙二氏か

らはQRコ ー ドを活用 した翻訳 ビジネスに

関 して、(株)NTTド コモの三井力氏か らは

Docomoが 展 開す る機械翻訳サー ビス戦略

に関 してそれぞれ紹介が あ り、将来的 な機

械翻訳の活用方法な どについてのデ ィスカ

ッシ ョンが行われた。印象深 かったのは新

しい競争軸 として提案 された新 しい概念で

ある。従来の翻訳 ビジネスの競争軸は品質、

コス トの二軸 で表 され ることが多かった。

今後 はユーザの ビジネ スに如何 に統合 しや

すいか とい うintegratabilityも 重要になる

とのことで、これまでシーズ ドリブンであ

った機械翻訳 ツール の開発 も今後はニーズ

ドリブ ンに行 う必要があるとい う示唆が得

られた。

パネ ル デ ィ スカ ッシ ョン 「ユー ザ の ス トー

リー をっ かむ 」

 ヤマハ(株)の 大石 浩 史 氏 が コー デ ィネ

ー ター を務 め られ た 同セ ッシ ョンで は
、ユ

ーザ のニ ー ズを突 き止 め るた めに如何 に行
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動観察 を活用す るかがテーマであった。例

えば近年のスマホの普及 であるが、ネ ッ ト

でいつ でも簡 単に調べる方法が提供 され た

ことによ り、ユーザは深 く探す ことか ら今

す ぐできることに価値観が シフ トしている

点が指摘 された。 「今す ぐ」できるとい うこ

とはユーザの置かれているコンテ キス トが

重要 になっていることを意味 し、ユーザの

コンテ キス トに合わないアプ リは使われ な

くなっている。従 って今までのUIは 構造を

重視 して作 られて きたが、今後 は 「手順」

を重視する必要があるとい うことである。

この 「手順」 について、開発者は 「自らの

思考プ ロセ ス と行動 を容易に説明できる」

と思 っているがそれ は思い込みであ るこ と

が多 く、実際には行動 をよく観察 しないと

わか らないことがある。 そのため行動観察

が注 目を集めているとい うことである。

 我 々機械翻訳 の開発者 はこれまで、ユー

ザのニー ズを調査す る手法 としてアンケー

トを多用 していた。 しか し真のニーズを明

らかにす るために行動観察 を行 う必要があ

るのか もしれ ない。実際にユーザが機械翻

訳 システム を使用 している場面を観察する

機 会はほとん どない とい う現状 を打破 し、

機械翻訳にイノベーシ ョンを起 こすには ど

うすれば よいのかいろいろと考 え させ られ

たセ ッシ ョンだった。

パネル ディスカ ッシ ョン 「異文化理解 と発

信のス トラテジー ～TCや 広告 にお ける

日本 と海外の違い～」

 (株)エ レク トロスイスジャパ ンの中村

哲三氏がコーデ ィネー ター を務 める同セ ッ

シ ョンでは文化 の違 いが どの よ うなコ ミュ

ニケーシ ョンの違 いを生み、 どのよ うな注

意点があるのか、 どの ように情報発信すれ

ば よいのかにつ いて議論が行われ た。 日本

はハイ ・コンテキス ト文化 の言語 として知

られ てい る。情報 をすべ て伝 えな くてもあ

うんの呼吸でコ ミュニケー シ ョンが とれて

しま うとか、 自分の意見 をはっきりと伝 え

るよ りも周 りに合わせ た発言 をす るこ とが

求 め られ る、な どと言 われ る。 それ に対 し

て英語は ロー ・コンテキス ト文化 であ り、

言 いたい ことをはっき りと明示す る文化で

あるとされ る。

 さて、「あなたの同僚が遅 くまで仕事 を し

てい ることに気づいた時、あなたは どのよ

うにア ドバイ スす るか?」 とい うア ンケー

トに対 して、国に依 る違いはあるのだろ う

か?も ちろん ある。 しか しそれ は私が思 っ

てい るの とはだいぶ違 っているよ うだ。例

えば 日本人で あれ ば、欧米人 はこの よ うな

場面では 「早 く帰 ったほ うがいい」 と直接

的なア ドバイスをす るだ ろ うと思って しま

うのではないだろ うか。 実際 には全 く逆で

やんわ りと間接的 な表現でア ドバイスをす

る。逆 に同 じ質 問を 日本人 に した場合 、娩

曲的にア ドバイスす るものだ と思って しま

うがこれ も回答 は逆で、直接的なア ドバイ

スが多い とい う。意外 に も思 えるこの結果

は相手 と自分 の 「領域」 を考 える と説明 し

やすい。即 ち欧米人は 自分の 「領域」に関

わることは しっか り主張す るが、相手の 「領

域」に関す るこ とになる とそれ に敬意を払

い踏み込 まない よ うにす るとい うことだ。

先 ほどの例 で言 うと、同僚が仕事 を してい

るのは同僚がそ う選択 した とい う意志であ

り相手の 「領域」であるため、それに意見

を述べ るときには間接的な物言いになる と

い うことであ る。欧米人に対す るステ レオ

タイプな考 え方 しか持 っていない と、異文

化 コミュニケーシ ョンにおいて失敗 して し

ま う可能性があるとい う警鐘であった。

 このよ うに異文化 コミュニケーシ ョンに
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お ける注 意 点 を 、 日本翻 訳 連 盟 理事 の 田中

千鶴香 氏 、慶 磨義 塾大 学井 上逸 兵教授 、(財)

ニ ッポ ン ドッ トコム のPeter Durfee氏 のデ

ィスカ ッシ ョンに よ り提 示 され た。

機械翻訳 とデザイ ン思考

 TCシ ンポ ジウムへ はパネ リス トとして

2回 参加 してお り、今回3回 目の参加 であ

ったが、機械翻訳業界の盛 り上 が りを感 じ

たシンポジ ウムであった。前回2回 の参加

の際には機械翻訳 に関す る基本的な知識や

注意点な ど、主に機械翻訳初心者に向けた

内容 を意識 していた。 しか し今回は より実

務的 ・ビジネス的な観点での発表 となって

お り、同 じ業界に属す るもの として非常 に

興味深 く聞かせて頂 いた。特 に 「デザイ ン

思考」に関す る考 え方は注 目に値す る。例

えば大阪ガス行動観察研 究所(株)の 越野

孝史氏の話は興味深かった。同氏がある高

齢者の歯磨 きについてインタ ビューを行 っ

た時の話 であるが、その高齢者は先端 にラ

イ トが付 いている歯ブ ラシを しき りに薦め

ていた とい う。磨いている歯が よく見 える

ので非常 に使 いやすい とい うことであった

が、実際 に歯磨 きを している ところを観 察

す ると、何 とその方は 目を 「瞑 って」歯磨

きを していたのだ。本人 もその ことに気づ

いていなかった とい う。 この時の越野氏の

言葉が印象的である。 「ユーザは嘘をついて

いない。思い込んでいるだけである。」

 我 々機械翻訳の研究 ・開発者 も思 い当た

る点はないだ ろ うか?例 えばア ンケー トや

イ ンタ ビューな どで 「こ うい う機能が欲 し

い」 と言 われ、その通 りの機 能 を作 ること

が果た してユーザの真のニーズに応 えてい

ることになるので あろ うか。ニーズにはア

ンケー ト等で分か る明示的なニーズ と、ユ

ーザは意識は しているが言葉になっていな

い潜在的ニーズ、ユーザ 自身 も気づいてい

ない未知のニーズが存在す る。 これ までの

機械翻訳 ツールの開発において、上記の3

つのニーズの中の 「明示的なニーズ」のみ

を追い求めすぎていた気が してな らない。

しか しこれか らの グローバル競争の時代 で

は、「潜在的ニー ズ」 「未知のニーズ」を追

求す ることが重要である。それ には行動観

察な どか ら得 られ る知見 を使 い、プ ロ トタ

イ ピングを通 して検証 を行 う以外 に方法は

ない。

 どの業界 にもイ ノベー シ ョンが求め られ

る昨今、この よ うな視点 を持 ち古い 「機械

翻訳業界」 に新 しい 「イ ノベー シ ョン」 を

起 こさな くてはな らない と痛切 に感 じた、

今回のシンポジウムであった。
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一
「ISO17100と 日本 にお け る翻 訳 職 業 教 育 の将 来 」

    パ ネル デ ィス カ ッシ ョン参 加 報告

          機械翻訳課題調査委員会

ISO17100 Translation Services ‐ Requirements for

translation servicesは 本年 に は 制 定 され るべ く検 討 が進

め られ て い る。 この規 格 に は職 業 翻訳 者 の認 定基 準 の

一 つ に 翻訳 の 学位 保 持 者 で あ る こ とが盛 り込 まれ る予

定 で あ る が 、 日本 国 内 に は この基 準 を満 た す学 位 を授

与 で き る教 育機 関 が存 在 して い な い。2014年6月 に ド

イ ツの ベル リン で開 催 され たTC37:Terminology and

other language and content resources総 会 の 参加 者 に よ る

最 新 情 報 を 共 有 す る のみ な らず 、 日本 に お け る職 業 翻

訳 者 育成 の仕 組 み を考 え る た め に 日本 翻 訳 連 盟(JTF)

に よ り掲 題 の パ ネ ル が 開 催 され た 。JTF理 事 会 、 JTF

内[SO検 討 会 を 中心 に 、 AAMT課 題 調 査委 員会 も参 加

の招 待 を受 け た。

まず株式会社翻訳センター社員であ り、ISO TC37国

内委員である田罵奈々氏による 「TC37ベ ル リンでの

議論」 と題 した出張報告が実施された。この報告にお

いてベル リン総会でもた らされた大きな変更点が紹介

された。「第3章:翻 訳者の要件」において挙げられて

いた4項 の内の1つ 「政府認定の資格」が削除された

とのことだった(そ の他3項:「 翻訳の学位」、「翻訳以

外の学位+翻 訳経験2年 」、「翻訳経験5年 」)。日本に

は政府認定の資格がないため政府以外の機関を認める

よう以前か ら要請 していたが、他国から受け入れ られ

なかった。しか しベル リン総会ではISO適 合性評価委

員会が介入 し、該当項を完全に削除することで最終的

に決定 したとのことであった。

そ して 、 以 下 の メ ンバ ー に よ るパ ネ ル デ ィ ス カ ッシ

ョンが 開 催 され た 。

  ・Tony Hartley(英 リー ズ 大 学 翻 訳 研 究 所 教 授)

  ・武 田 珂 代 子(立 教 大 学 異 文 化 コ ミュ ニ ケー シ ョ

   ン学 部 ・研 究科 教 授)

  ・田罵 奈 々(㈱ 翻 訳 セ ン ター 、ISO TC37国 内委

   員)

  モ デ レー タ:影 浦 峡(東 京 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究

   教 授)

先生方の大学または大学院での 「翻訳」に関連する課

題お よび今後取 り組むべき多くの事項について紹介さ

れた。

  ・有資格の指導者不足

  ・翻訳学位の形骸化に対する危惧など日本の大

    学または大学院で翻訳学位プログラムを創設

    する上での課題

  ・形だけになりつつあるISOに ついてなどの制

    度的 ・枠組み的側面

  ・翻訳教育におけるTM(翻 訳支援ツール)1MT

    (機械翻訳システム)導 入の必要性と問題

  ・専門分野における知識の重要性

この他にも参加者からパー トナー企業の必要性、単価

についてなど翻訳者が直面する現実的な質問が挙げら

れ、熱のこもったパネルとなった。
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一 「第24回JTF RR祭」のお知らせ

                 一般社団法人日本翻訳連盟

              理事 ・翻訳祭企画実行委員長 中尾 勝

〈 「第24回JTF翻 訳 祭 」 開催 の ご案 内 〉

 日本 翻 訳 連 盟 では 、来 る11月26日(水)、 東 京

の アル カデ ィ ア市 ヶ谷(私 学 会 館)を 会 場 と して 、

恒 例 の 「JTF翻 訳 祭 」 を 開催 い た しま す。 AAMT様

は じめ各 関 連 団 体 よ り後 援 を いた だ い てお ります 。

 今 年 掲 げ るテ ー マ は、 「2020年 へ 新 翻 訳 時代 の

幕 開 け～Break The Paradigm, Shape The Future～ 」で

す 。分 科 会 形 式 に よ る 「講 演 ・パ ネ ル デ ィ ス カ ッシ

ョン」 及 び 「プ レゼ ン ・製 品説 明 コー ナ ー 」(全30

セ ッシ ョン)、 「翻 訳 プ ラザ(展 示 会)」、 「交 流 パ ー

テ ィー 」な どの催 し物 を用 意 して お りま す。交 流 パ

ー テ ィー で は 参加 者 同 士 の 交 流 促 進 や 情 報 交 換 の

場 と して ご活 用 い た だ け れ ば 幸 い で す 。

 翻 訳 祭 は 翻 訳 者 、翻 訳 会 社 、 ク ライ ア ン ト、翻 訳

支 援 ツー ル メー カ ー 、翻 訳 ス クー ル 等 の 業 界 関係 者

が 一 堂 に会 す るイ ベ ン トで す。翻 訳 祭 を通 して 、参

加 者 の 皆 様 に新 た な人 脈 形 成 や ビ ジ ネ ス機 会 が 生

まれ る こ と を願 って お りま す。

 翻 訳 祭 に 是 非 と も ご出 席 賜 りま す よ う、よ ろ しく

お 願 い 申 し上 げ ます。

★ ☆ ★ 第24回JTF翻 訳祭 ★ ☆ ★

【日時 】

2014年ll月26日(水)9:30～20:30(開 場9:00)

【場 所 】

「ア ル カ デ ィア 市 ヶ谷(私 学 会館)」

※JR・ 地 下鉄 「市 ケ谷 駅 」 よ り徒 歩2分

【主催 ・運営】

一般社団法人日本翻訳連盟

第24回JTF翻 訳祭企画実行委員会

【後援 ・特別協力】

日本翻訳者協会(JAT)

【後援】

経済産業省・アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)他

【概 要 】

 今 年 翻 訳祭 は24回 目を迎 え ます 。1991年 に 産 声

を あ げ た この イベ ン トも、ま も な く誕 生 か ら4半 世

紀 が 経 と う と して い ま す。年 々規 模 は拡 大 、昨 年 は

824名 の参 加 を数 え る に至 りま した。 会 場 も初 期 の

マ ツ ダ ホ ール か らアル カ デ ィア 市 ヶ谷 に移 し、マ ル

チ セ ッ シ ョン式 で7会 場 を 同 時進 行 させ る まで の

規模 へ と成 長 して い ま す。

 来 る2020年 に 開 催 が 決 定 した 東 京 オ リン ピ ッ

ク。この 大 きな イ ベ ン トに 向 けて 日本 中が 激 しく揺

れ 動 い て い ます 。言 葉 の 世 界 も また 揺 れ 動 い て い ま

す。 今 年 の 翻 訳 祭 の テ ー マ は 「2020年 へ 新 翻 訳

時代 の幕 開 け 」。昨 年 は 「大 翻 訳 時 代」 と位 置 づ け、

い ま だ 参 入者 の い な い未 開 拓 の 市 場B且ue Oceanを

探 りま した が 、今 年 は時 代 の胎 動 を感 じさせ る 「新

翻 訳 時 代 の幕 開 け 」 と名 付 け ま した。そ して サ ブ テ

ー マ を 「Break The Paradigm
, Shape The Future」 と

し、 「既 成 概 念 を壊 して 、新 しい 時代 を創 っ て い こ

う」 と高 らか に 目標 を 掲 げ ま した。

 この テ ー マ の 元 に24の 講 演&パ ネ ル ・デ ィカ ッ

シ ョン、6つ の プ レゼ ン ・製 品 説 明 コーナ ー 、30社

あ ま りが 出展 す る 翻 訳 プ ラザ(展 示 会)が 用 意 され

ま す。 セ ッシ ョン終 了後 の交 流 パ ー テ ィー に は300

名 の 翻 訳 者 、翻 訳 会 社 、業 界 関 係 者 も集 い ま す。 情

報 交 換 を し、ビジ ネ ス チ ャ ンス の 開 拓 に も とて も有
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効です。

 飲み物 コーナーも充実 させ、より寛げる雰囲気

も。今年の翻訳祭にぜひご参加いただければと思い

ます。

 今年の翻訳祭では、AAMT様 にパネルディスカッ

ションを企画 していただきました。

16:30～18:00(90分)

「いまさら聞けない機械翻訳

 ～動作原理から上手な活用法まで～」

〈パネ リス ト〉

秋元圭氏(AAMT機 械翻訳課題調査委員会委員)

内山将夫氏((独)情 報通信研究機構主任研究員)

山田優氏(㈱ 翻訳ラボ代表、麗澤大学 ・青山学院大

学ほか兼任講師)

〈モデレーター〉

井佐原均氏(豊 橋技術科学大学教授、AAMT理 事)

【総来場者数(見 込み)】

850名(前 年度実績824名)

【プ ロ グ ラ ム 】

・開 場/受 付 開 始 9:00～

・ トラ ッ ク1～6[6会 場 】9:30～18:00

全24セ ッ シ ョ ン

・プ レゼ ン ・製 品 説 明 コ ー ナ ー

9:30～17:00 全6セ ッ シ ョ ン

・翻 訳 プ ラ ザ(展 示 会)

9:00^'17:30

・交 流 パ ー テ ィ ー

18:30～20:30(120分)

【お 申 し 込 み 】

下 記 サ イ トか ら お 申 し込 み く だ さ い 。

htta://www. itf.ia/

●翻訳プラザ(展 示会) 出展33社

翻訳プラザは、翻訳業界の企業が参加する展示会で

す。来場者 と出展企業が交流 し、情報交換する場で

す。AAMT様 も出展されます。どうぞ3階 の展示会

会場にお立ち寄りください。

〈展示内容 〉

・翻訳支援ツールメーカーの製品デモ

・翻訳会社 との翻訳相談(翻 訳発注 ・翻訳者登録等)

・翻訳学校の翻訳講座紹介

・出版社の翻訳書籍販売

● プ レゼ ン ・製 品説 明 コー ナ ー

今 年 も展 示 会 に 隣接 して 「プ レゼ ン ・製 品 説 明 コー

ナー 」 を併 設 します 。 プ ロジ ェ ク ター ・ス ク リー ン

を備 え た特 設 会 場 とな っ て い ます 。

・1セ ッシ ョン60分/6セ ッシ ョ ン

・翻 訳 プ ラザ に 隣 接 した 特 設 会 場 にて 、各 社 の プ レ

ゼ ン発 表 を受 講!

・プ レゼ ン コー ナ ー を増 設 し、65名 収容 可能!

※翻 訳 プ ラザ 、プ レゼ ン ・製 品説 明 コー ナ ー へ の 参

加 は 無 料 です(事 前 登 録 不 要)。

●交流パーティー

情報交換を行い、これからの業界の展望などを語 り

合 う機会とな ります。昨年に続いて 「ほんや く検定

1級 合格者の表彰式」を行います。お仕事のための

人脈作 りや最新の業界の動向をつかむためにぜひ

ご参加 ください。

〈ボ ラン テ ィア ス タ ッ フ募集 中!〉

募 集 内 容 は 、 「受 付 」 「会 場 司 会 」 「会場 ア シ ス タ ン

ト」 「書 記 」 「写 真 」 です 。 ボ ラ ンテ ィア ス タ ッ フに

ご協力 い た だ く方 の 「講 演 ・パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ

ン 」参 加 料 は無 料 です(パ ー テ ィー は 有料)。

【お 問 い合 わせ 】

一 般 社 団 法 人 日本 翻 訳 連 盟 事 務 局

http://www.jtf.jpE-mail:info@jtf.jp
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一
昔語構造が大きく異なる言語間の長文を対象 とする統計的 械翻 の実用 ヒ

(独)情 報通信研究機構多言語翻訳研究室

   内山将夫 隅田英一郎

1.は じ め に

 本稿では、第9回AAMT長 尾賞受賞 を記

念 して、(独)情 報通信研究機構(NICT)

にお ける 「語順変換 と訳語選択 の独立実行

による統計的機械翻訳(SMT)技 術の研 究

な らび に複数企業への技術移転 【1]【2】[3][4】

による高性能機 械翻訳 システムの実用化」

に関 して解説す る。

2.NICTに お ける長文対象のSMTの 開発

 SMTの 開発には、対訳 コーパスとアル ゴ

リズムの双方が重要である。本受賞に関す

るSMTの 最初 の開発 は10年 以上前に遡

るため、その開発に影響 した ことを順 に紹

介す る。

3.対 訳 コーパ ス の開発

 まず、2000年 には、 日英大規模 対訳

コーパスは存在 しなかった。2000年 の

頃は、フレーズベースSMTが 世界的に研究

されだ した頃であった。 当時は、英仏 の大

規模 対訳 コーパスはあったが、 日英の大規

模対訳 コーパスはなかった。 この背景の中

で、2001-2003年 度科学技術振興

調整費若 手任期付研 究員支援 「言語横 断文

検索」(内 山将夫)の 成果 として、「日英新

聞記事対応付けデータ(JENAAD)」 を作成

し、一般公開 した[5]。

5年 後 の 、2005年 にな っ て も、 まだ 、

大 規 模 日英 対 訳 コー パ ス は 存 在 しな か っ

た。 しか し、2006-2010年 度 科 学

技 術 振 興 調 整 費 重 要 解 決 型 研 究 等 の 推 進

「日中 ・中 日言語 処理 技術 の 開発研 究」(代

表 者井 佐 原 均)に お い て 、前 半 部 で300

万 文規 模 の 英 日対 訳 コー パ ス を作成 し、全

体 を通 じて 、100万 文規 模 の 日中対 訳 コ

ー パ ス の構 築 を進 めた
。 なお 、本 プ ロジェ

ク トで作 成 され た対 訳 コーパ スは 、現在 、

ASPECコ ー パ ス[6】として公 開 され ていて 、

そ れ を利 用 した ワー クシ ョ ップWATが 開

催 され た[7】。

 2007年 頃 に な って 、 日米 特許 対訳 コ

ー パ ス が 作 成 され た 。 そ の き っ か け は 、

NTCIR・6に お い て、 日米 の特許10年 間分

が研 究利 用 可能 にな った こ とで ある[8】。 こ

れ を利 用 す る こ とに よ り、 日米 同時 出願 特

許 か ら180万 文 規 模 の対 訳 コーパ ス を作

成 した[9】。 これ に よ り、初 めて 、英仏 等 と

同等規模 の 日英対 訳 コーパ ス がSMTの 研

究 に利 用 可能 とな った。

 NTCIR・7で は 、 この対訳 コー パ スを活用

して、特許翻 訳 タス クが開催 され た[10]。 そ

の結 果 、規則 ベー スのMTの 優位 性 が確 認

され た 【10]。

4.長 文翻訳精度の向上

 SMTで は、英 日 ・日英翻訳など構造の大

きく違 う言語間の翻訳精度 は、低かった。
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 MCTで は 、旅 行 会話用 の 音声 自動翻 訳 エ

ンジ ン の開発 を進 めて い て、2008年 に

は 実用 化 して い たが 、そ のエ ンジ ンは フ レ

ー ズベ ー スSMTを 改 良 した もの で
、 日英 ・

英 日の長 文翻 訳 の精度 は低 か っ た。 また 、

NICTで は、2010年 ごろに、アパ レル等

の特 定分 野 向け のSMTエ ンジ ンを開発 ・実

用化 してい た が 、 これ は分 野 の特 徴 を利 用

した語 順 の並 べ 替 えに よ り高精 度 化 を図 っ

て い たた め 、一 般 的 な長 文 の翻 訳 精度 は低

か った。

 更 に 、NICTだ け でな く、SMT全 体 にお

い て も、 日英 ・英 日翻 訳 にお け る長 文翻 訳

精 度 は低 か った。

 この よ うな背 景 の 中、NTCIR-9,10で 、英

日SMTの 精度 向上 が確 認 され た 【11】【12]。

 まず 、NTCIR・9で 、日本語 がHead Final

で あ る こ とを利 用 して、 前 もって 英語 を 日

本 語 に近 い語 順 に変 換 し、 それ をフ レー ズ

ベ ー スSMTで 翻訳 す る方式[13]の 精度 が、

ル ー ルベ ー ス の英 日翻 訳 と匹敵 か少 し上 回

る性 能 を達 成 した。

 次 に 、NTCIR・10で 、 同手 法 を採用 した

英 日SMTの 精 度 が、ル ール ベー スの 手法 の

翻訳 精度 を明確 に上 回 った。

 NICTに お いて は 、同手法 にイ ンス パイ ア

され て 、多 言語 に適 用 可能 な 語順 変 換 の 手

法 を開発 した[141。

  そ の方 法は 、

(1)入 力文 を構 文解析 して2分 木 にす る

(2)2分 木 の各 ノー ドにお い て子供 の ノ

ー ドを入 れ かえ るべ き ノー ドを同定す る

とい うもの であ る。

上 記 の 方 法 は 単 純 な も の だ が 、 複 雑 な 語 順

変 換 も サ ポ ー ト 可 能 で あ る 。 た と え ば 、

「FIG. 3C is a graph illustrating a

simulation that includes the effects of

resonance, cyclic clocks, and a change in

logic current.」 に つ い て 、 上 記 の 手 法 を

適 用 す る と 、 「FIG.3C_va1_resonance of

effects    cyclic clocks    and logic

current in change _vat_ includes that

simulation  _vat_  illustrating  graph

is.」 の よ う に 日本 語 風 の 語 順 に 変 換 さ れ

る の で 、 そ れ をSMTへ の 入 力 と す る と 、 「図

3Cは 、 共 振 に よ る 効 果 、 環 状 の ク ロ ッ ク 、

お よ び 論 理 電 流 の 変 化 を 含 む シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン を 示 す グ ラ フ で あ る 。」 の よ う に 機 械 翻

訳 さ れ る 。 な お 、 「_va1_」 や 「_va2_」 は 、

日 本 語 の 助 詞 に 相 当 す る も の を 語 順 変 換 の

後 で 挿 入 し た も の で あ る 。

 こ の 手 法 を 入 力 に 適 用 し た あ と で 、 フ レ

ー ズ ベ ー ス のSMT手 法 を 適 用 す る こ と で
、

翻 訳 性 能 が 質 的 に 向 上 し た 。 具 体 的 に は 、

英 日 特 許 翻 訳 に つ い て 、2010年 以 前 の

翻 訳 精 度 と 現 在 の 翻 訳 精 度 を 比 べ る と 、 以

前 は 、 端 的 に 言 っ て 、 意 味 不 明 な 翻 訳 が 多

か っ た 。 一 方 、 現 在 は 、 対 訳 コ ー パ ス が 十

分 に あ れ ば 、 意 味 が 分 か る 翻 訳 文 を 出 力 す

る こ と が 可 能 に な っ た 。

5.み んな の 自動翻 訳@TexTra●

NICTで 開 発 したSMTエ ン ジ ン は 「み ん な の

自 動 翻 訳@TexTra⑬ 」 サ イ トに て 一 般 公 開 さ

れ て い る 。

(https://mt-auto-minhon-mlt. ucri. jgn-x

並)

本 サイ トでは次 の よ うに してNICTのSMTエ

ン ジン をカ ス タマイ ズ で きる。
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① 自分で用意 した用語や対訳データを登録

Qu 翻tt;i

②登録 したデー タを用いてSMTを カスタ

 また、英 日に限 らず、SMT一 般の問題 の

解決 も重要である。

7.謝 辞
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③作成 したSMTエ ンジンを利用

9⑭騨
また、登録 した対訳データか らオ リジナル

のSMTエ ンジンを作成可能である。

6.今 後 の展 開

 SMTの 技術 は、頭打 ちには程遠 い状況に

あ り、今後、ます ますの精度向上が望め る

と確信 している。

 英 日SMTの 精度向上は、言語構造の違い

を構文解析に より克服す ることによ り達成

された。一方、日英SMTは 、改善の余地が

大きい。

 その理 由としては、 日本語 には、文脈か

らわかることは表現 され ない とい う特徴が

あるこ とと思われ る。今後は、 このよ うに

必ず しも表出 され ない単語等の翻訳 をど う

するかが重要であると考える。

NICTの 技術 を評価 し実用化 して くだ さ

ったATR-Trek、 FEAT、 KDD

I、 株式会社バオバブ、 日本特許情報機構、

日本発 明資料株式会社、川村イ ンターナシ

ョナル株式会社、凸版印刷株式会社、株 式

会社 ロゼ ッタの関係者 に深 く感謝す る。
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一
自治体文書の多言語化を支援する枠組み とシステム環境の研究

東京大学大学院 教育学研究科

  宮田 玲

図書館情報学研究室

 この度は、2014年 度AAMT長 尾賞学生奨励賞を

頂き、大変光栄に存 じます。私の専攻 している 「図

書館情報学」という、機械翻訳から一見離れた分野

でなされた研究をこのように評価 していただいた

ことを大変嬉 しく思 うと同時に、本受賞を励みにこ

れか らも地道に研究に遭進 していきたいと思いま

す。また、今回受賞対象となった修士論文 「自治体

ウェブサイ ト文書の多言語化を支援す る枠組みと

システム環境の研究」を執筆するにあたり、指導教

員の影浦峡先生、本研究の出発点となったアイディ

アを下さったAnthony Hartley先 生をは じめ、多く

の方にお世話にな りま した。この場をお借 りして、

お礼を申し上げます。

 ここで、図書館情報学とい う分野からなされた本

研究の立場について少 しだけ説明 します。図書館情

報学は、伝統的には図書館 という社会機関や、図書

(本)・文書(ド キュメン ト)と いった物理的にパ

ッケージされた媒体を主な研究対象 としてきま し

た。近年はテキス トの電子化を背景に、章 ・節 ・段

落 ・単語 ・形態素 ・文字と分析の粒度 を上げ、ゆる

やかに自然言語処理 ・計算言語学と関係を保ちなが

らも、テキス トの存在様態をあくまで現実的な社会

に位置づけられたものとして捉える視点を、意識的

にせよ、無意識的にせよ、設定してきたといえます。

そ して、そのような視点に立つと、これまで自然言

語処理 ・計算言語学が主に進めてきたような文法規

則と語彙集合の公理的な組み合わせによる、言語表

現の強力な生成 ・変換処理 とは別に、図書 ・文書 ・

テキス トの側から言語表現を定位 していくことは、

極めて自然な流れであり、それが本研究に通底する

視座となっています。あえて単純化 し図式的に言い

換えると、下から言語を組み上げつつ、上からその

可動域をおさえることで、「現実的にありうる」表

現範囲を捕捉 しようとするものです。

 とはい うものの、図書(あ るいはさらに視点を外

にずらして社会 ・文化)と い うレイヤーからいきな

り個々の言語表現に接近することは容易ではあり

ません。そこであくまで形式的に操作可能な文字テ

キス トに踏みとどまり、「文書」 という情報ユニッ

トに着 目し、そこに見 られる言語表現を観察 し、そ

の振れ幅を記述 していくことにしました。そして、

いかにして機械翻訳 とい う強力なテクノロジーを

その中に位置づけ、制御 し、活用していけるのかを

見定めたい、と無謀にも意気込んでいました。

 この修士論文を通 じて、社会に織 り込まれたテキ

ス トの複雑な布置の中では、「私たちは驚 くほど、

自由には書くことができない」ということを、まざ

まざと思い知らされました。そ して、この 「不自由

さ」を少 しでも言葉にかえて解きほぐしていきたい

とい う問題関心のもとで、様々な研究分野に手を出

し、視界不良の中でじたばたしながらも、何かを掴

んだ手触 りとその切れ端は確かに残ってお り、まと

ま りがなく、得体のしれない修士論文の中から、そ

の断片を丁寧に拾い上げ、評価 していただけたこと

は、この上なく感謝すべきことだと感 じています。

 前置きが長くなって しまいましたが、本稿ではま

ず受賞対象となった修士論文の概略を述べます。限

られた紙面の中では、指示的な要約に留まる箇所 も

多くなって しま うため、後半では、改めていくつか

の要点を取 り出 し、背後にある問題関心に立ち戻 り

つつ、本研究の位置づけ ・意義を説明します。そ し

て、最後に本研究を超えた先の、長期的な課題と展

望を示 したいと思います。
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1. は じ め に

1.1. 研 究 の 背 景

自治 体 は、 日本 語 を母 語 と しな い 外 国 人 住 民 に 対

して も 、生活 や 命 に 関 わ る情 報 を 、漏 れ な く正 確 に

か つ 効 率 的 に 提 供 す る こ とが 求 め られ る。正 確 な 情

報 伝 達 を担 保 す る上 で は 、ま ず 文 書 の 構 造 化 と効 果

的 な情 報 の 配 置 とい っ た 文 書 構 造 レベ ル の 設 計 が

必 要 で あ る。 「どの よ うな 情 報 を どの よ うな 順 序 ・

構 造 で 配 置 す るか 」とい っ た 文 書 設 計 に 関 す る問 題

は 、一般 的 に はテ ク ニ カル ライ テ ィ ン グ 、情 報 デ ザ

イ ン、情 報 アー キ テ クチ ャ 、 ドキ ュ メ ン トデ ザ イ ン

とい った 領 域 で 扱 わ れ て きた が 、自治 体 ウ ェブ サ イ

ト文 書 とい っ た 個 別 具 体 的 な 文 書 ク ラ ス に お け る

文 書 設 計 の 技 術 は 、現 場 レベ ル で の 暗 黙 知 と して 留

ま りが ちで あ る。

ま た 自治 体 は 、 これ らの 情 報 を 多 言語 で 展 開 す る

こ とが 要 求 され る。 コス ト・時 間 的 な 制 約 か ら、人

手 に よ る高 品質 の 翻 訳 を網 羅 的 に 用 意 す る こ とは

難 しく、機 械 翻 訳(Machine Translation:MT)を 導

入 す る 自治 体 ウェ ブ サ イ トが 増 え て い る。近 年 、機

械 翻 訳 の 精 度 は 向 上 しつ つ あ るが 、日本 語 の 構 造 が

他 の 多 くの 言語 と異 な る た め に 、依 然 と して 実 用 レ

ベ ル に は 達 して い る とは言 い が た い。

これ ま で 機械 翻 訳 の 効 率 改 善 手 法 の1つ と して 、

起 点 テ キ ス トの語 彙 ・文 法 ・ス タ イル に 一 定 の制 限

を か け る 「制 限 言 語(Controlled Language:CL)」 の

ア プ ロー チ が 有 効 で あ る と され て き た(Roturier,

2004)。 制 限言 語 の研 究 は 、 マ ニ ュア ル 等 の技 術 文

書 を 多 言 語 に 翻 訳 す るニ ー ズ に応 じて 、1970年 代

頃 か ら特 に 欧 米 圏 の 産 業 界 の 主 導 で 進 め られ て き

た。 日本語 で も近 年 、 「産 業 日本 語 プ ロ ジ ェ ク ト」

な ど、主 に産 業 文 書(特 に特 許 文 書)の 翻 訳 にお け

る 日本 語 の規 格 化 が 進 め られ てい る(渡 邊,2010)。

しか し、日本 語 に 関 して は 、具 体 的 な研 究 と して の

知 見が 十 分 に蓄 積 され て お らず 、また 評 価 手 法 も定

ま って い な いた め、実 用 レベ ル で の 運 用 事 例 も限 ら

れ て い る。

ま た 関連 して 、翻 訳 の クオ リテ ィ コ ン トロール の

観 点 か らは 、適 切 な情 報 資 源 と 自治 体 固 有 の 用語 の

管 理 を相 乗 的 に考 え る必 要 が あ る(Wright&Budin,

2001)。 自治 体 文 書 に頻 出す る 固 有 表 現 や 専 門用 語

は 、原 文 の 理 解 の み な らず 、翻 訳 品 質 に 決 定 的 な 影

響 を与 え る。そ の た め一 貫 した用 語 の使 用 を 支援 す

る統 制 され た対 訳 用 語 集 の整 備 が 急 務 で あ る。

一 方
、実 運 用 上 の 場 面 で は 、 執 筆 者 が 要 件 に 沿 っ

た 形 で ス ム ー ズ に文 書 を作 成 で き る よ うな機 械 的

な 支 援 シ ス テ ム が 求 め ら れ る(長 尾 ほ か,1984;

Hartley&Paris,1997)。 実 際 に文 書 を作 成 す る の は

現 場 の 人 で あ り、円滑 な文 書 多 言 語 化 の理 念 的 な枠

組 み を構 想 す るだ けで な く、そ れ を 効 率 的 ・効 果 的

に運 用 で き る よ うな 仕 組 み ・ツー ル を提 供 す る こ と

が 重 要 で あ る。

1.2. 研 究 の 問 い

以 上 の 背 景 を踏 ま えて 、 本 研 究 で は 大 き く3っ の

問 い を提 示 した 。

,1

 2

 M

自治体ウェブサイ ト文書の多言語化における

課題は何か。 またその状況を記述、分析、解

決する上で、有効な枠組みは何であるか(枠

組みの検討)

自治体手続きに関する文書を執筆 ・多言語化

する上で、文書構造と言語表現をいかにコン

トロールすべきか(枠 組みの適用)

そのような文書構造 ・言語表現のコン トロー

ルを執筆時に支援するシステム環境はいかな

るものか(工 学的な応用)

また、2)の 問いを、さらに書き下すと以下の2点

にまとめられる。

2-a)読 み手(住 民)が 特定の自治体手続きを確実

  に遂行するために必要とされる情報 とその配

  置をいかに定義 し、文書上で表現できるか

2-b)上 記を満たした上で、そのような情報を起点

  言語でも目標言語でも、正確かつ理解可能な

  形で読み手に提示するためには、いかなる言

  語表現上のコン トロールが有効か
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2. 論 文 の 概 要

2.1. 枠 組 み の 検 討

問 いの1)に 対 応 して 、多言 語 化 の ニー ズ の拡 大 や

機 械 翻 訳 の 導 入 が 進 ん で い る 社 会 的 状 況 を踏 ま え

っ っ 、自治 体 ウ ェブ サ イ ト文 書 に お い て は 、文 書 の

内容 構 成 の 品質 、起 点 言 語 ・目標 言 語 にお け る文 章

表 現 の 品 質 が 、大 き な課 題 で あ る こ と を整 理 した。

続 い て これ ら の課 題 に 取 り組 む た め の 足 場 と し

て 、図 書館 情 報 学 の 立場 を確 認 した。文 書 を把 握 す

る とき に 前 提 とな っ て い る認 識 的 な基 盤 を段 階 的

に点 検 しな が ら、また 知 識 を捉 え る見 方 を図 書 分 類

法 の 考 察 か ら整 理 しな が ら、図書 館 情 報 学 は 、認 知

で も、言 語 で も、論 理 で もな く、人 間 の 知 識 コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン を扱 お うと して きた こ と を指 摘 した。

ま た そ の た めに は 構 造 規 定 的 に 「現 実 的 に 存 在 可 能

な 」知 識(メ デ ィ ア)を 捉 え つ つ 、部 分 的 に 要 素 構

成 的 な 形 式 化 に も踏 み 込 ん で い く こ とが 必 要 で あ

る、 とい う点 を 確認 した 。

この 理 論 的 な立 場 を前 提 と して 、機 能 的側 面 に 着

目 しな が ら文 書 ユ ニ ッ トを捉 え て い く こ と を 宣 言

しっ っ 、自治 体 ウ ェブ サ イ ト文 書 の 課題 に 取 り組 む

上 で 参 照 す べ き先 行研 究 を検 討 した。

最 終 的 に は 、文 書 構 造 レベ ル の枠 組 み と して神 門

(1992)の 提 唱 す る機 能 構 造 と技 術 文 書 のXML標

準 規 格 で あ るDITA(Darwin Information Typing

Architecture)(Hackos,2010)を 主 に 参 照 し、言 語 表

現 レベ ル の 枠 組 み と して 制 限言 語 とテ クニ カル ラ

イ テ ィ ン グ を参 照 す る こ とを 定 め た。

2.2. 文書構造 レベル の研究

問いの2・a)に 対応 して、文書構造レベルの研究と

して、自治体手続き型文書(「転出届の出し方」や

「印鑑登録の方法」など、行政手続 きに関する文書

のこと)の 機能構造を探索的に分析 し、暗黙知に留

まりがちであった自治体手続 き型文書の構造を、文

書の社会的 ・法的な位置づけと関連させなが ら、明

らかにした(図1)。

具体的には自治体国際化協会の 「多言語生活情

      乱鞭 町藤 蕪

A.手続,前A2.対 象者一 一[会 諜 諜

      A3.開 始条件     A31.募 集の有無

      A4.申 請時期     A32.通 知の有無

      A5.事 前準備     A33.予 約の有無

      A6.関 連概念の説  A34.事 前手続 き

      B"必要なもの一[Bl1B12:鵬 類

      Ba購 一T621LB22:奎交以外

一 附轍一 麟 鞭響

      B4.手数料一E離 ・・グ

      騰辮'窪lll無 ・

一{欝 鍵lll欝

一{ll鱒lll鰍1㌔ 響

図1:自 治体手続 き型文書の構成要素カテゴリー

報 」、新 宿 区の 「生 活 情 報 」、 浜松 市 の 「カ ナル ・ハ

マ マ ツ」の ウェ ブ サ イ トか ら、合 計123の 自治 体 手

続 き型 文 書 を選 定 し、修 辞 的 ・機 能 的 な構 成 カテ ゴ

リー(「 対 象者 」「開始 条 件 」 「必 要 な もの 」「申請 者 」

「手 数 料 」 「所 要 期 間 」 等 々)を 洗 い 出 し、 時 系 列

に沿 っ て整 理 しな お した 。 これ に よ り、自治 体 手 続

き型 文 書 に は 、 「どの よ うな 内 容 が どの よ うな 配 置

で 書 か れ て きた か 」につ い て明 示 的 に取 り出 す こ と

が で きた 。そ もそ も 自治 体 文 書 を対 象 と した 機 能 構

造 の分 析 は これ まで な され て お らず 、本 研 究 を足 が
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か りに した さ らな る研 究 が 期 待 され る。

さ らに 、 この 機 能 構 造 を 、 よ り一般 的 な 「手 続 き

型 」 文 書 と して 定 義 され て い るDITAの 「タ ス ク ・

トピ ッ ク」にマ ッ ピン グす る こ とで 、機 能 構 造 分 析

結 果 の 妥 当性 を検 証 す る と同 時 に 、文 書 作 成 工 程 へ

の 適 用 可 能性 を議 論 した。一 定 の 配 置 換 え を す る こ

とで 、D[TA構 造 に 十 分 適合 す る こ とが 明 らか に な

った(表1)。

表1:DITAマ ッピ ン グ の結 果(一 部 省 略)

DITAタ ス ク本 文 機能構造

事 前 条件(prereq) 「A2.対 象 者 」「A3。開始 条

件 」「A4.申 請 時 期 」「A5.事

前 準 備 」

背 景情 報(context) 「A1.手 続 きの 説 明 」 「A6.

関 連 概 念 の 説 明 」「D1.問 い

合 わ せ 先 」

手 順(steps)

 操 作1(step)

 操 作2 (step)

 操 作3(step)

 操 作4(step)

 操 作5(step)

「Bl2.持 ち物 」 を用 意 す る

rB2.申 請 者 」 を指 定 す る

「B3.申 請 先 」 に 行 く

「BlL申 請 書類 」 を書 く

「Bl2.持 ち物 」と 「Bll .申

請 書 類 」 を提 出 す る(必 要

に 応 じて 「B4.手 数 料 」 を

指 示 す る)

期 待 結 果(result) rCL選 考 ・諾 否 」 「C2.所

要 期 間 」 「C31.支 払 い の 有

無 」 「C32.通 知 の 有 無 」

「C33 .受 け 取 りの 有 無 」

実 行例(example) 該 当な し

タ ス ク完 了 後 の 操 「C34.事 後 手 続 き 」 「C4.

作(postreq)   効 力 」 「D2.関 連 手 続 き」

2.3. 言語表現 レベルの研究

問いの2-b)に 対応 して、言語表現 レベルの研究と

して、機械翻訳を前提とした自治体ウェブサイ ト文

書の多言語化の課題に、制限言語の枠組みから取 り

組んだ。

経験的に集積 されてきたテクニカルライティング

の知見を整理 ・再構成することで、起点言語の読み

やす さと機械翻訳の品質を両立 させる制限言語ル

ールの構築を試みた。

 まず文章技術に関す る書籍17冊 から文章作成に

関するルールを47種 類収集 し、それ らの仮評価を

踏まえて、最終的に22種 類の制限言語ルールを定

式化 した(表2)。

続いて、各ルールに対 して、次の3つ の観点から

評価 した。

① 翻訳英文の理解容易度 ・正確性(目 標テキス

   トの品質)

② 日本語文の読みやす さ(起 点テキス トの品質)

③ ルールの実行可能性(運 用場面における使い

  やすさ)

人手による評価実験の結果、日本語の読みやすさ

に対しては大幅な効果が見られ、翻訳品質も部分的

に向上することが明らかになった。例えば、ルール

q(サ 変名詞にはなるべく 「行 う」を付けないでく

ださい。)に より、「行 う」が受動態を使って訳され

た 「is performed」 とい う不自然な表現が、シンプル

な能動態に置き換わることで、翻訳精度が向上 して

いる。また機械翻訳の方式(統 計的機械翻訳かルー

ルベース機械翻訳か)に よって、制限言語の効果に

違いが見られ、両方式において翻訳精度の向上に貢

献 したルールはb,e,p,qの4つ のみであった。本実

験により、機械翻訳の種類や機能構造に応 じたルー

ルの選択とさらなる精緻化が必要であると診断 し、

改善の方向を示 した。

本評価の遂行にあた り、現実の翻訳利用者を見据

えた機械翻訳(制 限言語)の 評価手法を考案 した。

参照翻訳文を用いながら、2段 階で質問し、その評

価結果を4つ の結果カテゴリー、すなわち(1)機

械翻訳文が理解でき、かつその内容も正 しい、(2)

機械翻訳文は理解できるが、その内容が誤ってい

る、(3)参 照翻訳文は理解できるが、機械翻訳文は
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表2:制 限 言 語 ル ー ル とサ ン プル 文

No 書き換えルール 書き換え前 ・後の日本語文サンプル

a

b

C

d

e

f

g

h

,1

.,

k

1

m

n

O

P

4

r

S

t

u

V

一文はで きる限 り70文 字以内におさめ

て ください。それ以上になる場合で も、

100文 字以内にはおさめて ください。

箇条書 きで書 くときは、列挙項 目の前後

の文を完結させて くだ さい。

文の中に、括弧書きで長 い説明を入れな

いで くだ さい。

主語 と述語の関係 を明確 にして くださ

い。

修飾語 と被修飾語の関係 を明確 にして く

だ さい。

「が」を使って文をつなげるのは、「しか

し」の意味を持つ場合だけに して くださ

い
「の で」 の意 味 で 「た め」 を使 わ な いで

くだ さい 。 「ので 」 を使 っ て くだ さい 。

「from」 を意 味 す る とき は 「～ か ら」 を

使 って くだ さい。 「よ り」 は比較 の と き

だ け使 用 します。

1つ の文の中で複数の否定形を使わない

で ください。

可能や尊敬 の意味で 「～れ る」 「～ られ

    わtい で だ い

複数の意味に解釈で きる言葉ではな く、

な るべ く明確な意味を持つ言葉を使って

ください
口語表現の 「～になります」表現を避け

て くだ い
「～ とい う」表現 はなるべ く省 いて くだ

い
「よ うな 」、 「こ と」、 「もの 」 は なるべ く

ノ い て だ さい

1つ の文の中で、同 じ語句や重複 した意

   つ舐   わtい で だ い
「思 われ る」「考 え られ るJは 必要 な と き

' は'い て だ さい

サ変名詞にはなるべ く 「行 う」 を付けな

いで だ い
「～ した り、」 を使 うときは列挙項 目す

べてに 「 た  tiて だ い

項目を並ぺるときは、品詞や表現をそろ

えて ください。

なるべ く標準的な和英辞典に載っている

   って だ い

サ変名詞をつなげた複合語を避 けて くだ

 い

誤字、脱字がないように注意 して くだ さ

い。 また、同音異義語や助詞の抜けにも

注意 して ください

[前】豊橋 の民営クラブの多 くは、昭和50年 代 より保護者同士の助 け合いの中で先駆的に設置

され、平成5年 度に最初の公営 クラブを開設する以前か ら運営が続 けられています。

[後]豊橋の民営 クラブの多 くは、昭和50年 代 より保護者同士の助け合 いの中で先駆的に設置

され ました。平成5年 度に最初の公営 クラブを開設する以前か ら運営が続けられています。

[前]そ の他では、
・総合動植物公園での動物飼育の仕事

・保健所で迷子になった犬、ネコの保護や狂犬病予防に取 り組む仕事

があ ります。

[後】その他では、以下の仕事があります。
・総合動植物公園での動物飼育の仕事

・保健所で迷子になった犬、ネコの保護や狂犬病予防に取 り組む仕事

[前】ゴ ミ袋(40P程 度)を 二重 にして、中に半分程度の水(風 呂の残 り水 を使 うと便利)を 入
れ、玄関などにすき間 なく並べる。

[後】ゴミ袋(40C程 度)を 二重にして、中に半分程度の水を入れ、玄関などにすき間な く並ぺ
る。水 は、風呂の残 り水を使 うと便利です。

[前1音 楽科の1、2年 生 により演奏され、プログラムから演出、アナウンスまですべて生徒が

作ったものです。

〔後】音楽科の1、2年 生によ り演奏 されました。 プログラムから演出、アナウンスまですべて

生徒が作 ったものです。

【前1豊 橋 ・田原地域の地産地消の拠点 として、安全安心で新鮮な地場農産物を販売する東三河

で最大級の農産物直売施設です。

【後1豊 橋 ・田原地域の地産地消の拠点 として、安全安心で新鮮な地場農産物を販売する、東三

河で最大級 の農産物直売施設です。

[前]朝 市ですが、豊橋の どこでいつ開催 されているか詳 しく教えて下さい。

[後】朝市は、豊橋の どこでいつ開催 されているか詳 しく教えて下さい。

【前】地震で地盤が揺れ ると土砂が水 とともに液体のように流れ動 くため、地盤の液状化現象 と

いわれます。

[後]地 震で地盤が揺れると土砂が水とともに液体のように流れ動 くので、地盤の液状化現象 と

いわれます。

[前]平 成2t年 度よ り整備 を進めてまいりました豊橋市南消防署西分署庁舎が、このたび竣工

いた しました。

[後]平成21年 度か ら整備を進めてまい りました豊橋市南消防署西分署庁舎が、 このたび竣工

いた しました。

[前]な お、期限内に手続きを しない と、受給資格があって も手当を受けることができな くなる

場合がありますので、 ご注意 ください。

[後]な お、受給資格がある場合でも、手当を受 けるには、期限内に手続 きをする必要があ りま

すので、 ご注意 ください。

[前]立 っていられず、 ブロック塀が壊れ る。

[後]立 っていることがで きず、ブロック塀が壊れ る。

[前]木 の枝は、60セ ンチ以下に束ねて出しましょう。

[後]木 の枝は、60セ ンチ以下 に束ねて捨てましょう。

[前]自 然史博物館の展示物の中で最大の展示物にな ります。

[後】自然史博物館の展示物の中で最大の展示物です。

[前]1ヶ 月単位で入院費が安 くなるという制度があると聞きました。

[後]1ヶ 月単位で入院費が安 くなる制度がある と聞 きました。

[前]近 くの職場同士で協力 し合うもの とする。

[後]近 くの職場同士で協力 し合 う。

[前]応 募の際には各試験 ごとの募集要綱で確認 して ください。

[後]応 募の際には各試験の募集要綱で確認 して くだ さい。

[前】民間企業 も含め、今後駅前の開発に様々な事業者が関与する可能性 も考えられ ます。

[後]民 間企業も含め、今後駅前の開発に様々な事業者が関与す る可能性 もあ ります。

[前]ま た、願書は、消防本部予防課、中消防署及び南消防署にて配布を行っています。

[後】また、願書は、消防本部予防課、中消防署及び南消防署にて配布 しています。

[前】屋根瓦や トタンがめ くれた り壊れてないか

[後】屋根瓦や トタンがめ くれたり壌れた りしていないか

[前】生徒 ・児童等はあらか じめ学校等で定 められた方法 によって帰宅、又は保護者 に引 き渡

す。

[後]生徒 ・児童等はあらか じめ学校等で定め られた方法によって帰宅 させ るか、又は保護者に

引 き渡す。

[前]ブ ラジル ・パラナ州経済視察団一行が来豊 し、市長表敬 を行います

[後]ブ ラジル ・パ ラナ州経済視察団一行が豊橋市 に来訪 し、市長表敬を行 います

[前]愛 知県内の同システムに掲載参加 している全自治体分を検索機能により見 られます。

[後]愛 知県内の同システムに掲載 ・参加 している全自治体分を検索機能により見 られ ます。

[前]毎 年8月 に中央図書館 にて 「平和を求めて」 と題 して、パネル ・写真展行ってい ます。

[後]毎 年8月 に中央図書館にて 「平和を求めて」 と題 して、パネル ・写真展を行ってい ます。
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日本語文書入力
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機械翻訳

システム

多喬語(英語)文書出力

文書構造レペルの知見

     図2:文 書作成支援システムの全体像

理解できない、(4)参照翻訳文自体が理解できない、

の4つ に分類することで、機械翻訳に関する専門的

な知識を前提とせずに、機械翻訳の有用性を査定す

ることが可能 となった。とりわけ(2)機 械翻訳文

は理解できるが、その内容が誤っている、とい う場

合は、誤 り自体への認識を隠蔽 し、正 しい理解への

回復の契機が閉ざされている点で、より弊害が多い

といえよう。

さらに、第三者による原文書き換え評価実験によ

り、用意した120の 日本語文のうち約90%に おい

て、筆者らが想定 した書き換えが遂行されていたこ

とからも、今回定めた22種 類のルールは一般の執

筆者でも概ね運用可能であることが実証された(た

だし、本実験は22種 類のルールを個別に適用する

限定的な統制条件下で実施された点は留意する必

要がある)。 しかし一方で、ルールに違反 した箇所

の同定に失敗 した事例や、そもそもルールの指示す

る内容を理解 していない事例も見受けられた。ま

た、ルールの説明に用いた 「サ変名詞」といった文

法用語が、執筆者の混乱を招きかねないことも、実

験協力者からのフィー ドバ ックから明 らかになっ

た。

以上の考察を踏まえ、制限言語ルールの一層効果

的な運用のためには、システム面での支援が必要で

あると指摘 した。

2.4. 文書作成支援システ ムの開発

最後に問いの3)に 対応 して、システム環境の側か

ら自治体ウェブサイ ト文書(特 に自治体手続き型文

書)の 作成を支援する方略を考察 した。

既存のシステムの機能 ・インタフェースを整理 し

た上で、「日本語を母語 とし目標言語の知識を前提

としない一般的な自治体職員」を想定しながら、多

言語文書作成を支援す る統合的なシステム環境を

設計した(図2)。 具体的には 「2.2.文書構造 レベ

ルの研究」の成果を構造化テンプ レー トとDITA出

力機能として、「2.3.言語表現 レベルの研究」の成

果を制限言語チェッカーとして部分的に実装 した。

また加えて、 日英対訳の自治体用語集(2027語)

を試行的に構築する中で、可用性の高い言語資源の

あり方を提案 した。

これ らの仕組みはどれもプロ トタイプであ り、今

後の開発 ・評価 ・改善が必要であるが、正砲で漏れ

のない多言語文書を作成する上で有効であると考

えられる。
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3. 本研究の要点

3.1. 翻訳の上流工程のコン トロール

原文(起 点テキス ト)の 執筆から多言語の目標テ

キス トの作成までを、翻訳工程として含めたとき、

主な介入点としては、原文執筆(制 限言語)・ 前編

集 ・機械翻訳 ・後編集を便宜的に挙げることができ、

それぞれ比較的独立した研究として取 り組まれて

きた。この うち、言 うまでもなく、機械翻訳自体は、

継続的に改良され、日々進歩している。また後編集

の研究も盛んであり、機械翻訳系 ・言語処理系の学

会でも多くの研究が発表されている。最終的に読み

手に届く直前のテキス トの品質を高める後編集は、

成果物の品質に直結する工程であ り、現実的なニー

ズも高い。それに対 して、前編集や制限言語は、そ

の後の工程に機械翻訳による処理(さ らには後編

集)が 介在するため、その効果を明確に示すことが

難 しい。また制限言語のように原文執筆工程に手を

加えることは、文書作成のワークフロー全体の見直

しを迫るものであり、導入コス トも比較的高いとい

えよう。

それにもかかわらず、本研究で制限言語などの上

流工程のコン トロールに着目したのは、(1)そ もそ

も原文段階での情報提示やテキス ト品質に問題が

あ り、改善の必要があること、(2)多 言語化の効率

を トー タルで改善するには元 となる原文を統制す

ることが有効であること、を理由として挙げること

ができる。

引き続き、翻訳の上流工程でのコン トロールをよ

り効果的に実現する上で、とりわけ重要だと考えら

れるポイントを3つ 提示する。

3.2. 文書構造 と言語表現

 井佐原ら(2012)は 、機械翻訳を用いた産業文書

の多言語展開を支援するために、用語 レベル、文章

レベル、文書レベルでのアプローチが重要であると

し、翻訳に適 した文書構造に関する議論が不足して

いることを指摘 している。現実の運用場面を見据え

て機械翻訳などの言語処理技術を活用す るために

は 、テ キス ト内 の 言 語 表 現 を フ ラ ッ トに 扱 うの で は

な く、文 書 構 造 上 の 位 置 と対 応 づ け て 処 理 す る こ と

が 有 効 で あ る、 と本研 究 で も強 調 して きた。

 しか し、文 書 構 造 と一 言 に言 って も、章 ・節 ・段

落 や 見 出 し と い っ た テ キ ス トの 論 理 的 構 造 や

HTMLで 定 義 され る よ うな マ ー クア ップ 構 造 だ け

で な く、セ ン テ ン ス 単位 の 局 所 的 な 関係 を捉 え る修

辞構 造理 論(Rhetorical Structure Theory:RST)な ど

の様 々 な タイ プ が挙 が る だ ろ う。 さ らに は 、太 字 、

フ ォ ン ト、一 列 の 文 字 数 、段 組 とい っ た 文 書 の表 示

に 関 わ る構 造 も 、言 語 表 現 に影 響 を少 なか らず 与 え

る こ とは論 を ま た な い。

 本 研 究 で は 、 学 術 論 文 に 広 く見 られ る 【MRAD

(lntroduction, Methods, Results And Discussion)型 式

の よ うな 、特 定 の文 書 ジ ャ ンル にお い て広 く観 察 さ

れ る修 辞 的 ・機 能 的 な構 造(機 能 構 造)に まず 焦 点

を合 わせ 、ジ ャ ンル 研 究 にお け るテ キ ス トの 修 辞 的

構 成 の分 析(Biber&Conrad,2009)や 神 門 の 提 唱 す

る機 能 構 造 分 析(神 門,1992)を 参 考 に、 文 書 の 構

成 要 素 を整 理 した 。 そ の 上 で 、DITAで 定 義 され る

文書 構 造 に重 ね 合 わ せ る こ と に した 。

これ に よ り、 例 えば 、DITAの 「手順(steps)」 要

素(表1参 照)で は 、 日本 語 文 の 文 末 を動 詞 形 に 揃

え る よ うに制 約 をか け る こ と で 、原 文 の ス タイ ル を

統 一 で き るだ けで な く 、命 令 形 を使 っ て訳 す 、とい

っ た 指 定 が 可 能 と な る。 こ の 他 に も 、機 能 構 造 の

「A3.開 始 条 件 」 「A4.申 請 時 期 」 要 素 の よ うに 、

「～ して か ら～ 日以 内 に～ しな けれ ば な りま せ ん 」

と い っ た 形 で構 文 パ ター ン を 明 確 に 定 義 しや す い

文 書 構 造 で は 、あ らか じめ厳 密 な制 限 言 語 ル ー ル を

規 定 す る こ とが 有 効 か つ 可 能 で あ る。

修 士 論 文 で は着 手 す る 余裕 が な か っ た が 、 先 に 述

べ た 見 出 し、段 落 、箇 条 書 き とい った テ キ ス トの 論

理 的 な構 造 も 、機 械 翻 訳 の高 度 な活 用 に は 不 可 欠 で

あ る と考 えて い る。 箇 条 書 き を例 に と って み る。

6ノ 市 役所 、 消防 、 警 察 の 指 示 に 従 い まナ。

とい うセ ンテ ンス をGoogle翻 訳 で 訳 して み る と、
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日本曙文(Japanese Sentence)00

燃 えるゴミにな ります。

.a

ゆ

自 動顕 釈 文(Machine 7Fanslation) MNJH MS

It's been combustible garbage.

折 り運 し圃駅文(Back Translatbn)O        一致度0噛 隠m㎝ 塗Soo噂}

燃えるゴ ミで した。             σ 蔦  .55%

¶文 目:10文 寧

にな り:「 にな ります」衰 現は避けて くだ さい。 脚

図3:制 限 言語 チ ェ ッカー の プ ロ トタ イ プ

1willfollow the instructions 6)City Hall, fire, police.

と先 頭 の 番 号 「6)」 が 、 箇 条 書 き の 番 号 と 識 別 さ れ

ず に 、「6)市 段 所 」の ま と ま り で 訳 出 され て し ま う。

箇 条 書 き と い うテ キ ス トの メ カ ニ ズ ム を 考 慮 す れ

ば 、前 処 理 の 段 階 で こ の よ うな 誤 訳 を 回 避 す る こ と

が 可 能 だ ろ う。 ま た 、 「従 い ま す 」 と い う部 分 が 「1

willfollow」 と ノ(私)を 主 語 と し た 平 叙 文 で 訳 さ れ

お り、 ぎ こ ち な い 英 文 に な っ て い る。

こ こ で 、 例 え ば 、 便 宜 的 に 箇 条 書 き の 数 字 「6)」

を 削 除 し 、 語 尾 を 「～ て ぐだ さ い 」 の 形 に 変 え 、

市 段 所 、 消 防 、 警 察 の 指 示 に 従 っ で ぐだ さ い。

と 書 き 換 え る こ と で 、

Please/b〃OW the instructions C砂 hall,ル ε

department, police.

と 訳 され る 。 こ の 結 果 は 、 参 照 翻 訳 文

6) Follow the instructions of City Hall, the fare

department and the police.

に か な り近 づ い て い る こ とが 分 か る。 こ こで 、箇 条

書 き の番 号 「6力 は後 か ら付 けれ ば よ い し、必 要 に

応 じて箇 条 書 き の文 頭 の 「Please」 は 自動 的 に削 除

す る 、等 の 柔 軟 な操 作 が 可 能 とな る。

3.3. 制限言語 とテクニカルライテ ィング

翻訳の上流工程を原文執筆にまで遡れば、テクニ

カルライティングの領域は自然と視野に入る。起点

テキス ト読者を指向したテクニカルライティング

は 、機 械 翻 訳 向 け の制 限言 語 と、対 象 ・目的 こそ 異

な る も のの 、テ キ ス ト表 層 に現 れ る 言語 表現 へ の操

作 を介 して 、曖 昧 性 が少 な く一 意 に理 解 で き る文 章

を書 く こ と を 目指 して い る点 で は 、共 通 して い る。

例 え ば 、 多 くの テ クニ カ ル ライ テ ィ ン グの 教 本 ・

指 南 書 に は 「1文 を な るべ く短 くす る 」 「修 飾 関 係

を 明 確 に す る」と い っ た執 筆 指 針 や テ ク ニ ックが 記

載 され て お り、これ は制 限 言 語 のル ー ル と して援 用

で き る。

以 前 よ り制 限 言 語 とテ ク ニ カ ル ライ テ ィ ン グ と の

接 点 は 意 識 され て お り、吉 田(1983)は 、制 限 言 語

の構 築 に 際 して 、既 存 の 作 文 技 術 に 関 す る書 籍 を参

考 に して い る。ま た 近 年 大 規 模 に 推 進 され て い る産

業 日本語 も、人 に理 解 しや す く、コ ン ピ ュー タに も

処理 しや す い 日本 語 を 目指 して い る(渡 邊,2010)。

長 尾 ・牧 野(1997)も 著 書 『コ ン ピュ ー タ で 翻 訳

す る』 の 中 で 、 以 下 の よ うに示 唆 して い る。

 人 間 に とっ て 読 み や す い 文 と、 コ ン ピュ ー タ に

 とっ て解 析 しや す い 文 とで は 、多少 の ち が い が あ

 ります 。そ の ちが い は 、現 在 の機 械 翻訳 の性 能 の

 限 界 に起 因 して い ま す。機 械 翻 訳 の性 能 の 向 上 に

 よ っ て 、こ の ち が い は しだ い に少 な くな る は ず で

 す 。(p.123)

機 械 翻 訳 の進 歩 に 相 ま っ て 、 制 限 言 語 とテ ク ニ カ

ル ライ テ ィ ン グの 重 な りは広 が りつ つ あ りが 、そ の
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両立可能性について、原文と翻訳文の品質を定量的

に評価 しながら検証した研究は、筆者 らの研究の他

にほとんどない。なお本研究の結果だけ見ると、テ

クニカルライティングのルールが、機械翻訳の精度

向上に直結 しなかったが、これはテクニカル ライテ

ィングの比較的柔軟なルールに引きず られすぎた

ことが理由であろう。今後は機械翻訳の方式による

差異を考慮 しながら、テクニカルライテ ィングの知

見をより詳細にブレークダウンして統合 したい。

3.4. 文書作成支援 システムの考案

本研究は多言語での文書作成に関する枠組み ・モ

デルを提案するに留まらず、文書作成支援システム

の提案 とプロトタイプの制作まで進めた。

これまで、日本語の制限言語の研究が一定量なさ

れながらも、実用的な成果を出 しきれていないの

は、この応用面でのつなぎが不十分であったためと

考えられる。英語の制限言語に関しては、制限言語

のルールセ ットと同時に、それを実装 したシステム

環境まで開発されていることが少なくない。

理念的 ・規範的に 「このように書けば翻訳 しやす

い ・読みやすい」とい うことが定式化されたとして

も、「実際に人間がそれに従って執筆することがで

きるか」が保証 されるわけではない。何十 ・何百も

のルールを駆使 して、統制された文書を執筆するこ

とは容易ではな く、また負荷もかかる。

特に社会的な背景を踏まえると、自治体において

は、文書執筆のノウハウが うまく継承されていない

ことが課題 とされてお り(安 井,2009)、 専門的なス

キルを持たない一般的な執筆者 を想定 しながらシ

ステム環境を提案することは、極めて有用であろう

(仮に熟練の執筆者であっても、見落としや ミスの

問題は、多かれ少なかれ不可避であり、それをいか

に機械的に解決 していくかは重要である)。

現在筆者 らは、制限言語ルールを実装 したチェッ

カーの開発を進めており(図3)、 これ を改良しつ

つ、各種用語集 と連携 させた上で、文書オーサ リン

グシステムに組み込んでいく予定である。

4. 長期的な課題 と展望

4.1. 枠組みの拡張

 本研究は、大きく3つ の点で限界があり、今後拡

張が求められる。

 一つ目は言語対である。今回、多言語化の問題を

対象に しながら、基本的には日英の言語ペアで研究

を進めてきた。一通 りシステム環境の開発まで進め

ることを優先 してきたが、研究の方向性が見えた

今、徐々に多言語に拡張 していくことが求められ

る。特に、起点テキス トに介入する制限言語のアプ

ローチは、多言語での展開において一層効果を発揮

すると考えられる。またDITAを 組み合わせること

で、多言語文書の管理や再利用も期待できる。

 二つ目は対象文書である。今回は自治体ウェブサ

イ ト文書を対象 としながら、自治体手続き型文書ま

で絞 り込んだ。この文書クラスまで焦点化すること

で、文書一般に成 り立つ議論にまで抽象化せずに、

個別具体的な機能要素をおさえることができた一

方で、自治体文書の一部しかカバーできなかった。

特に、「手続き」以外の 「概念」「ルール」「参照」

といったタイプの文書群に対象を広げていく必要

があるだろう。また自治体文書だけでなく、製品マ

ニュアルなどの技術分野に拡張 してい くことも十

分可能である。

 三つ目は非言語情報である。今回はあくまで文書

要素として、言語情報(文 字列)の みを対象とした。

テクニカル コミュニケーシ ョンや ドキュメン トデ

ザイン(Schriver,1996)の 分野でも、非言語情報は

重要な位置づけを占めている。また多言語サイ トの

オーサリング全体を射程に入れると、アイコンや画

像の入れ替えといった非言語要素の処理は無視で

きない。優先順位 としては、機械翻訳が直接対象 と

する言語情報に取 り組む方が先だが、将来的な課題

として指摘 してお く。

4.2. 関連領域 との接点

断片的にではあるが、本研究の関連領域に言及 し

て締め括 りたい。

62



まず 翻 訳 学 か ら 「機 能 主義 的 ア プ ロー チ 」 を 挙 げ

る。ReiOの 提 案 した 、テ クス トタイ プ 別 翻 訳 理 論 で

は 、 テ キ ス トを そ の機 能 に応 じて 「情 報 型 」 「表 現

型 」「効 力 型 」に 類 型 化 し、訳 出 法 を選 ぶ もの で(藤

濤,2007)、 文 書 構 造 を定 式 化 す る上 で 有 用 な示 唆 を

与 えて くれ る。さ らに この 理 論 を発 展 的 に 継 承 した

ス コ ポス 理 論 は 、目標 テ キス トで 設 定 され る コ ミュ

ニ ケ ー シ ョンの 目的(ス コポ ス:Skopos)に よ っ て 、

翻 訳 方 略 が 変 わ る こ と を理 論 化 した もの で 、機 械 翻

訳 を使 い つ っ 、適 切 に ・効 率 的 に 文 書 を多 言 語 で 提

供 す る状 況 に も適 用 で き る。 例 えば 、 「事 足 りる翻

訳(good enough translation)」 とい う視 点 か ら機 械 翻

訳 を捉 え る こ とが 有 効 で は な い か と指 摘 され て お

り(武 田,2013)、 機 械 翻 訳 の 言 語 学 的 な 精 度 を超 え

た 議 論 が ま す ます 期 待 され る。

さ ら に 、文 書 作 成 の 上流 工程 に着 目 して 、 包 括 的

な 翻 訳 効 率 の 改 善 を 目指 す 手 法 は 、翻 訳 学 に お け る

「ロー カ リゼ ー シ ョン」パ ラ ダイ ムの 中の 「国際 化 」

の 文 脈 で 取 り組 ま れ て い る(Pym,2010)。

最 後 に 元 に 戻 っ て 、 図書 館 情 報 学 に つ い て 、 少 し

だ け言 葉 を付 け 足 した い。 これ ま で見 て き た よ う

に 、本 研 究 で は 「文 書 」 とい う情 報 ユ ニ ッ トを 介 入

点 と して 、機 械 翻 訳 へ の 応 用 を試 み た が 、図 書館 情

報 学 の射 程 の 広 さ と奥 行 きは これ に 留 ま る も の で

は な い 。 「図 書館 」 とい うマ ク ロ な社 会 的 概 念 の側

に も、 「情 報 」 とい うミ ク ロな 数 理 操 作 を喚 起 させ

る概 念 の側 に も開 拓 の 余 地 は残 っ て お り、図 書 ・文

書 ・テ キ ス トを 起 点 に 上 下左 右 に切 れ 込 み を入 れ な

が ら、 「機 械 翻 訳 が 本 当 に ど こ ま で 使 え る の か 」

とい う問 い に答 え るべ く、研 究 を進 め て い きた い。
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一
AAMT機 械 翻 訳 フ ェア(MTフ ェ ア)2014展 示 ブー ス の報 告

 小谷克則

関西外国語大学

は じめに

 去 る6月17日 、AAMT機 械翻訳 フェア

(MTフ ェア)2014が 開催 され ま した。 こ

うした機械翻訳の催 しは、1989年 「翻訳技

術国 際 フォー ラム(日 本電 子工 業振興 協

会)」、1990年 「自動翻訳フェア(日 本翻訳

協会主催)」、1992年 「機械翻訳 フェア(日

本科学技術情報セ ンター主催)」、1993年 「機

械翻訳フェア'93(AAMT主 催)」 と20有 余

年前に遡 ります。

 昨年度 までは 「報告会 ・講演会 ・AAMT

長尾賞授与式 ・懇親 会」 とい う名称で した

が、今年度は、AAMT機 械翻訳 フェア2014

と一新 し、総会 、報告会、講演会、AAMT

長尾賞授 与式、懇親会 な どの恒例行事に加

え、新たに展示 ブースが設け られま した。

 この展示 ブー ス の運 営 を担 当 した委員

(長瀬友樹委員長他)よ り、展示ブースの

概 要 と来年度 以 降の課題 を報 告 いた しま

す。御一読 いただ き、機 械翻訳 フェアの よ

り一層の盛況 に向け、お気付 きの点な どを

是非当協会事務局までお寄せ くだ さい。

展示ブース開催 まで

 これまで当協会では、本会をよ り一層盛

況 にす るために検討 を重ねてきま した。従

来 はご参加いただいた方々に有意義な場 を

提供 す る こ とが検討 の 中心的 課題 で した

が、今回はまだ参加 された ことの無い方 々

にご来場いただ くとい うことが新たな課題

とな りま した。 この課題への取組みの一環

として、展示ブースを設 けることが提案 さ

れま した。

 この展示 ブースの開催は、期待 と不安が

入 り混 じる中、数多 くの関係者の中で検討、

議論が進 め られてきま した。名称 を決める

際 も 「機械翻訳 コレクシ ョン」 を始め とす

る様々な案があった中、議論 の うえ 「機 械

翻訳フェア」に決定 しま した。

 開催 に際 しま して は、関係者並びに当協

会法人会員の方 々の ご支援 を賜 り、第一回

の展示ブースには6団 体(当 協会法人会員5

社、 当協会委員会)に ご参加 いただきま し

た。結果 、当 日は場内大変盛況で、無事、

閉会す ることが出来ま した。

展 示 ブース の概 要

 展 示 ブ ー スへ の 参加 企 業 は、 日本 電 信 電

話株 式 会 社 、独 立 行 政 法人 情 報 通信 研 究機

構 、株 式 会社 シ ュタール ジ ャパ ン、株 式 会

社 高電 社 、株 式 会 社 ク ロス ラ ンゲ ー ジ(順

不 同)で した。 これ らの企 業 に加 え 、 当協

会 の機 械 翻訳 課 題 調 査委 員 会 も参加 しま し

た。

響 ド蝋ド認 黛4饗1         .     !
{
_       .ノ        o

一 繋 説 塗ン'膏 で

         ,,漏
              隔鑓   ㌦

         耀      遍  →写眠

         響,隈 翼 ギ鰯
        難 響∴ 、 糠 麹
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 開催 時 間 は、報 告 会 と招 待 講 演 の間(14

時40分 か ら15時20分 ま で)、AAMT長 尾

賞 ・学 生奨励 賞授 与式 と懇親 会 の 間(17時

20分 か ら18時 ま で)と 二 回 あ りま した。

準備 中(上 図)は 会場 スペ ー ス が広 す ぎた

の で は ない か と不 安 に な りま したが 、 実際

に は 、 下図 の よ うに 、 どち らの 回 に も多 く

の 方 々 が来 られ 、心配 は杞 憂 に終 わ りま し

た。
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黛轟 、

 各団体の展示ブー スの表題 とその要旨は

次の とお りです。

 特許翻訳などの専門的な外国語文書 も

     自然な日本語に!

 ～多言語統計翻訳 プラッ トフォーム～

    (日本電信電話株式会社)

・NTTが 開発 した、世界最高性能の構文解

析技術 と日本語 の特徴 を利用 した事前並

 べ替 え技術 によ り、翻訳精度 を飛躍的に

 向上 させた機械翻訳を用 いて、英 中韓か

 ら日本語への特許文向け機械翻訳 システ

 ムをデモ します。

・対訳データ(過去の翻訳事例の蓄積)か ら翻

 訳規則や翻訳辞書 を自動学習す るため、

対訳デー タを入れ替えれ ば、特定分野向

 けの高品質な翻訳 システ ムを自動で構築

す る事が可能です。

・特許やマニュアル な どの書 き言葉の翻訳

における下訳や外国語文書か らの情報収

集を支援 します。

情報通信研究機構 における自動翻訳研究

  (独立行政法人情報通信研究機構)

・情報通信研究機構 において開発 している

 自動翻訳エンジンについて技術的な解説

 とデモ を します。出展す る翻訳エ ンジン

は、特許翻訳エ ンジン と汎用翻訳エ ンジ

 ンです。

  翻 訳 支援 ツー ルTransit NXT

  (株 式 会社 シ ュ ター ル ジ ャパ ン)

・翻訳 支援 ツー ルTransit NXTに は創 立30

周 年 を迎 え るシ ュ ター ル グル ー プ の翻 訳

会 社 と して の ス キル とノ ウハ ウが 凝縮 さ
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れています。翻訳現場のニーズに則 した実

践的なツール として定評のあるTransitの

最新版 にはプ リ トランス レーシ ョンに代

表 される既存機能の強化 に加 え、字幕翻訳

のための機能な ども実装 されてお り、機械

翻訳へ のアプ ローチにお いても飛躍的な

進化を遂げています。

ノ

.
雨ご

'

劉

    企業向け翻訳 システム

   (株式会社 クロス ランゲー ジ)

・WEB・Transer@Enterpriseは 、翻訳の新

たな仕組 みにより、社内の情報漏洩防止、

翻訳 コス ト削減、翻訳資産の蓄積 と再利

用 ならびに共有化、な どの課題 を解決す

る翻訳プラ ッ トフォームです。
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未来を拓 く!グ ローバル翻訳ソリューシ ョン

     (株式会社高1社)

・ルールベー ス翻訳 に加 えて統計翻訳や用

 例翻訳の技術を取 り入れた「トリプルMT

 メソッ ド」によ り、高電社の機械翻訳 ソ

 リュー シ ョンは 日々進 化 を遂 げてい ま

 す。特許翻訳 ソフ ト、多言語音声合成 シ

 ステム、スマホカメラ翻訳アプ リな ど、

 多種多様のシステム ・サー ビスの中で使

 われ てい る機械翻訳 の活用事例 をご紹介

 いた します。

    、"…   脚

葺緊 魅 ド 離
比

 .炉.β

罰 纒

弦 、

AAMT機 械翻訳課題調査委員会活動報告

 (AAMT機 械翻訳課題調査委員会)

・WG1:中 日基本文テス トセ ッ トを用いた

評価をデモ します。

・WG2:翻 訳祭2013で 実施 した機械翻訳

の利用実態に関するアンケー ト結果 を報

告 します。

・WG3:用 語集形式UTXの 紹介 とデモを

行います。具体的には、UTXス ライ ドを

ご覧いただき、変換 ツールのデモを行い

ます。
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次回に向けて

 今回は会場を狭 く感 じるほ どの盛況 とな

り、嬉 しい悲鳴をあげま したが、同時 に、

今回の課題 を洗い出す必要性 もヒシ ヒシと

感 じま した。そ こで、本会終了後 、出展者

の方 々を対象に、アンケー トを通 じてご意

見 などを頂戴 しま した。 このア ンケー ト調

査の質問項 目と回答例は次の通 りで した。

 質問は次表の8つ の項 目か らな り、回答

は選択式 とコメン トに よる記述式の両方式

です。選択式の回答の うち最多であった も

のにマーク(ゾ)を 付 けま した。

1.今 回の出展に満足 され ましたか?

   ゾ満足

    ふつ う

    改善が必要

2.ブ ースへの来訪者数はいかがで したか?

    ちょうどよかった

   ゾ多すぎた

    少なすぎた

3.開 催時間はいかがで したか?

    ちょうどよかった

    長す ぎた

   ゾ短す ぎた

6.出 展による成果 はいかがで したか?

    大いにあった

    まあまああった

   ノなかった

7.全 体的な運営はいかがで したか?

    良い

   ゾふつ う

    悪い

4.展 示回数はいかがで したか?

   ゾちょうどよかった

    一回 目だけでよかった

    二回 目だけでよかった

5.次 回のMTフ ェアでも展示を希望されま

 すか?

   ●!参加す る

    参加 しない

    わか らない

8.今 後 のMTフ ェア展示について改善すべ

 き点や ご意見をお伺い します。

 (自由記述)

    全般 について

    展示 ブースについて(部 屋サイズ、

    ブースサイズ、配置な ど)

    搬入 ・搬出について(時 間や荷物の

    授受の方法な ど)

    その他(ど の ようなご意見でも結構

    です)

 また、 コメ ン トを通 じて多 くの ご感想 と

ご意見を頂戴 しま した。概略は以下の通 り

です。

質問1:来 場者数が予想以上に多 く、展示ブ

   ースへ の出展は概ね満足 した。

質問2:会 場 スペースや展示時間では対応が

   困難なほど多かった。

問題3:来 場者全員に紹介 しきれなかったた

   め、も う少 し時間は長 くても良かっ

   た。

問題4:一 回だけではな く、二回あってよか

   った。さらに、受付終了後か ら総会

   開始 までの時 間 も活用す るな ど回

   数は増やすべきである。

問題5:次 回 も展示 を希望す る。

問題6:直 接的 な成果は多 くないに して も、

   今後の成果へ契機 となった。

問題7:展 示ブース担当者が総会や懇親会に

67



   参加が困難な場面があった。

 その他 、た くさん有意義なコメン トを頂

戴 しま した。紙面の関係上、その一部 をご

紹介 させていただきます。

・来年 も出展できるのであれば対応人員 を

増やすべ く検討 します。

・総会終了か ら懇親会開始 まで、撤収作業

の時間を考慮 いただきたかったです。

・デスクは もう1周 り大きい とあ りがたい

です。集客が多かったため、部屋が小 さ

 く感 じられま した。人が一杯 で後部か ら

は見 えなか った との ご指摘 が あ りま し

 た。

・今回の ように二回か、あるいは、三回 く

 らいが適 当と思います。

・フェア展示 については、 も う少 しスペー

スがあった方が良いと思います。

・お昼の時 間帯な どを利用 して展示ブー ス

を見て頂ける時間 を、増や して頂けれ ば

 と思います。

・ご来場 され る方の特徴な どが事前にわか

っていると、ご説明 しやすいと思います。

・た くさんの方が集 中されたため、満足 に

名刺交換 も行 う事が出来ず にお りま した

ので、展示 ブースでゆっくりご覧頂 ける

環境 を作って頂 けると、 より良い展示会

になる と思います。

・お客様 が集 中 していらっ しゃるため、部

屋サイズはも う少 し広い方がよかった。

・ブースサイズは妥 当だと思います。

電信電話株式会社NTTメ ディアイ ンテ リジ

ェンス研究所)、 目次由美子氏(株 式会社 シ

ュタール ジャパ ン)か ら報告記事 も御寄稿

いただき、重ねてお礼申 し上げます。

 来年度は よ り盛況な展示ブースを開催で

きるよ う、課題 に取 り組 む所存です。 よ り

一層の皆 さまの ご協力をお願 い申し上げま

す。

おわ りに

 展示担 当者 の方 々か ら頂戴 した ご意見 に

よ り、次回の課題 を確認す ることができま

した。本紙面を借 り、 ご回答いただきま し

た担 当者の方々に御礼申し上げます。また、

展示 を担 当され ま した秋葉泰弘氏 ら(日 本
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一

                翻訳支援ツールTransit NXT

株式会社 シュタール ジャパン

     目次 由美子

 2014年6月17日 に 「AAMT機 械 翻 訳 フ ェ ア2014」

が 東 京 都 港 区の ホテ ル ア ジ ュー ル竹 芝 に て 開催 され ま

した 。 「MTフ ェ ア」 と称 され た 同 会 で はAAMT初 の

試 み と して 法 人 会 員 企 業 に よ る展 示 の た め の 時 間 も設

け られ 、 当社 も 自社 開 発 の 翻 訳 支援 ツ ールTransit NX「

を紹 介 させ て い た だ きま した。

 Transitは シ ュ ター ル グル ー プ の ス イ ス本 社 と ドイ ツ

の 専 門 チ ー ム に よ って 開 発 され た 翻訳 支援 ツ ール で あ

り、シ ュ ター ル ジ ャパ ンに て 日本 語 化 し、販 売 とサ ポ

ー トを 行 って い ます
。創 立30周 年 を迎 え る シ ュ タ ール

グル ー プ の 翻 訳 会 社 と して の ス キル と ノ ウハ ウが凝 縮

され 、 翻 訳 現 場 の ニ ー ズ に則 した 実践 的 な ツー ル と し

て 定 評 の あ るTransitの 最 新版 に は機 械 翻 訳 機 能 も搭

載 され て い ま す。 今 回 のMTフ ェ ア で は 、 この機 械 翻

訳機 能 を 中 心 に展 示 させ て い た だ き ま した 。

TermStar く ロシ=ク ト綱 ■}     NOOEICAN

 展示場には多くの参加者が訪れ、翻訳支援 ツールの

概要、翻訳メモリの活用、用語集の利用、機械翻訳機

能 とのインターフェースやオプション、オンライン翻

訳サー ビスとの連携についてなど、多様な質問が熱心

に寄せ られました。MTフ ェア参加者の翻訳テクノロ

ジーに対する感心の高 さが伺える結果 となったと言っ

ても過言ではないと思います。

 参加者からは貴重なご意見も頂戴 し、誠に得難い体

験となりました。来年も展示の機会をいただけるので

あれば、改善事項として是非取 り組みたいと考えてお

ります。

ワ 買 門万圃 レピユー

 c櫛 俄4ミ1朔 糞

 特にこの10年 で 日本の翻訳業界に浸透 してきた翻

訳支援ツールには、今や機械翻訳機能 との連携が求め

られています。Transitに装備された機械翻訳機能の効

果や活用方法など、今後 も紹介 したいと考えています。
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一
特許翻訳な どの専門的な外国語文書も自然な 日本語に!

     ～多言語統計翻訳プラッ トフォーム～

        NTTメ ディアインテ リジェンス研究所

         秋葉泰弘 我妻光洋 荒井和博

 セ キュアな翻訳 クラウ ドを必要 とす る翻

訳会社や企業内翻訳部門向きにNTTグ ルー

プの事業会社等か ら提供す る翻訳サー ビス

の実現 を目指 し、 当研 究所では、弊社で研

究を推進 してい る翻訳技術【1,2,3,4】を コア

に多言語統計翻訳プラッ トフォーム(以 下、

翻訳PFと 呼ぶ)の 開発 を進めています。

 現在 開発 が完了 している翻訳方 向はX日

翻訳(英 語 、中国語、韓国語 か ら日本語へ

の翻訳)で 、統計翻訳 では珍 しくユーザー

辞書 も利用可能です。翻訳PFに よ り、従

来難 しい とされて来た外国語特許な どの専

門的な外国語文書 も自然な 日本語 に翻訳 が

可能 とな りま した。特許やマニュアル な ど

の書 き言葉の翻訳 にお ける下訳や外国語文

書か らの情報収集支援が可能 とな ります。

 AAMT機 械翻訳フェア(MTフ ェア)2014

(2014年6月17日 、ホテルアジュール竹

芝 にて開催)で は、英 中韓か ら日本語へ の

特許翻訳 を題材 に、翻訳PFを 用いた翻訳

デモを ご覧 に入れ ま した。以 下本稿 では、

その概要をご紹介 します。

 統計翻訳では、過去の翻訳例(原 文 とそ

の訳文 の対)の 蓄積(対 訳デー タ、対訳 コ

ーパス と呼ぶ)を 準備 し
、 どのよ うな単語

列 をどのよ うな単語列 に翻訳す るか と言 う

「翻訳規則」や 「対訳辞書」 にあたる翻訳

の統計モデル を対訳デー タか ら全 自動で学

習 し、学習 したモデル を活用 して新 たな原

文を翻訳先言語に翻訳 します。

 統計翻訳は、文構造が比較 的類似 してい

る欧米系の言語同士では、実用 レベル の翻

訳品質に達 し議事録 の翻訳な どで実用 され

るほどですが、英語 と日本語 のよ うな文構

造があま り類似 しない言語同士(例 えば、

SVO言 語 とSOV言 語)で は、訳文の文

構造が原文の文構造 に引 きず られるなど読

み難 く問題 で した。従来の統計翻訳 では局

所的な語順 並べ替 えに留ま り、大局的な並

べ替 えが必要な翻訳は未解決で した。

 この語順 の違 い と言 う課題 を克服す るた

めに、翻訳PFで は、

 1)ま ず 、原文の単語を 目的言語の語順

 に並べ替え、

 2)そ の後、各単語の逐語訳 を行 う

と言 う2段 階の処理で翻訳 を進めます。英

日翻訳の場合、例 えば、「He saw a cat with

along tail.」と言 う原文が入 力 され ると、

「He long tail with cat saw.」 と単語は英語

のままで語順 だけを 日本語風の語順 に並べ

替え、その後 に、 「彼 は 長 い 尻尾 の 猫

を 見た。」 と逐語訳を行います。

 日本語 では非修飾語 は修飾語 よりも後ろ

に必ず位置 しますが(図1)、 英語や中国語

な どでは前に も後 ろに も位置 し得 ます(図

2の 上側)。 日本語風 の語順にす るとは、非

修飾語が修飾語 よ りも必ず後 ろに位置す る

ように原文を並べ替える事です(図2の 下

側)。 この 日本語の特徴を利用 した事前並べ

替え技術は弊社独 自の技術です。
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瞳一
 図1:日 本語 の係 り受けの例

(→:修 飾語か ら非修飾語への矢印)

響脚
2

畢     日本量口の1圏臆こ
       並べ讐え

鞘 淵 欄 糊 徽 獅 猟0嗣 醐蝋 繍 灘 撒 猟 漏 ㎜ 滞鹸櫛 鱒闘 耀 馴 糊 繍 繹

   図2:並 べ替 えの例

  (上:原 文英語の係 り受け、

恥鎧 ith a cat sa凱1

選

  姦 ぷ

下:日 本語風 に並べ替 えた結果の係 り受け)

 この並べ替えを上手 く機能 させ るた めに

は、文を構成す る単語同士の修飾 ・非修飾

の関係 を高精度 に捉 え る必 要が あ ります

が、弊社で研 究開発 した世界最高性能の構

文解近遡(英 語のテス トベ ッ トで評価)

によりこの並べ替 えを可能 としています。

 今回のデモでは、構文的に複雑 な文書の

代表例 として特許文を題材に、英 中韓か ら

日本語へ特許翻訳のデモ をご覧に入れ ま し

た。翻訳の統計モデル を学習す る際に用 い

る対訳データを入れ替 えれば、特定分野 向

けの高品質な翻訳システムを 自動で構築す

る事が可能です。例 えば、御社で眠ってい

る過去の翻訳資産 を活用 し、翻訳規則 に当

たる翻訳 の統計モデル を御社向 けにカスタ

マイズ した高品質 な翻訳システムが実現可

能です。

[1]Isozaki et.aL:Head Finalization:A

 Simple Reordering Rule for SOV Lan-

 guages. In Proc. WMT Metrics MATR 

 pp.244-251,2010.

[2】 須 藤 ほ か:英 中 韓 か ら 日本 語 へ の 特 許

 文 向 け 統 計 翻 訳 シ ス テ ム,言 語 処 理 学 会

 年 次 大 会,2014.

[3]須 藤 ほ か:英 中 韓 か ら 日本 語 へ の 特 許

 文 向 け 統 計 翻 訳 ・高 精 度 言 語 解 析 と 事 前

 並 べ 替 え に よ る 高 精 度 な 特 許 翻 訳 シ ス テ

 ム の 構 築 ・,Japio YEAR BOOK 2014,

 (掲 載 予 定).

[4]永 田 ほ か:革 新 的 発 展 期 を 迎 え た 統 計

 翻 訳,技 術 ジ ャ ー ナ ル,Vbl.25, No.9,

 pp.14・172013.【URL:http:〃www. ntt.

 co.jp/journaU1309/files/jn201309014.pd

 f]

【お 問 合 せ 先 】megen・pro・liaison(at)lab

(dot)ntt(dot)co(dot)jp
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一
これ ま で のAAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ンVol.3

機械翻訳課題調査委員会WG 1、 WG2

は じめ に

 第3回 とな りま したメールマガジンのバ

ックナ ンバーをお届 します。今回は第21号

から第28号 です。

 今回は、AAMT機 械翻訳フェア2014に

おいて展示ブースをご担 当いただいた当協

会の法人会員の方 々(独 立行政法人情報通

信研 究機構、株式会社高電社)関 連 のニ ュ

ース もあ りま した。今後 もメール マガジン

を通 じて様々な情報 を皆様 に配信 させてい

ただきます。

 尚、メールマガジン として配信すべ き情

報が ございま した ら、是非お知 らせ くだ さ

い。 ま た、そ の他 、お 気付 きの点 な ども

AAMT事 務局までお寄せ くだ さい。 よろ し

くお願いいた します。

 では、メールマガジン第21号 か ら第28

号までを再びお届 けします。

 カ メ ラをか ざす だ けで さま ざまな言語 の

翻 訳 を して くれ るアプ リ 「Word Lens」 の

開発 元で あ るQuest visualが 新 た にGoo91e

の参加 とな りま した。

http:〃gigazine.net!news!20140519-google・

quest-visuaU

■ 運 賃 規 則 自 動 翻 訳 「INFINI

FareLingual」 を リ リー ス

 株 式 会社 イ ン フ ィニ トラベル イ ンフォ

メー シ ョンは 、 運賃 規則 自動翻 訳 ソ リュー

シ ョン 「INFINI FareLingual(イ ン フィニ

フ ェア リンガル)」 を2014年5月14日(水)

に リリー ス致 しま した。

http:〃www.infini-trvl.co.jp/pressrelease!?i

d=1399948799-587138

AAMT Forum メール マ ガジ ン

21号(2014105123配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担

当です 。 若 葉 が初 夏 の 日 ざ しにまぶ しくか

がや く季 節 とな りま した。 また 、 夏 を前 に

梅 雨入 りも迫 っ て きま したの で 、大 雨 、 湿

気 へ の備 え を忘れ ない よ うしま しょ う。 で

は 、メールマ ガ ジ ン第21号 をお届 け します 。

■翻訳 ソフ ト 「コ リャ英和!一 発 翻訳2015

for Win」 最新版

 ロゴ ヴィス タは8日 、英 日 ・日英翻訳 ソ

フ トの最 新 版 とな る 「コ リャ英 和!一 発 翻

訳2015for Win」 シ リー ズ を発 表 しま した。

通 常版 の ほか専 門辞 書 パ ック に よ り5モ デ

ル を用 意 し、5月30日 よ り発売 します。

 ■Googleが カ メ ラ をか ざす だ けの 簡 単

翻訳 ア プ リ 「Word Lens」 の開発 元 を買収

http:〃news.mynavi.jp!news12014105!09131

1/
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㎜Fo㎜ メールマガジン

22号(2014106104配 信)

 こんにちは。AAMT Forumメ ルマガ担

当です。 日本各地 で真夏 日を迎 え、一部で

は梅雨入 りした この頃、いかがお過 ごしで

しょうか。梅雨入 りすれば雨で気温は下が

りますが、温度差 で体調 を崩 さない ように

気 をつけま しょ う。では、メールマガジン

第22号 をお届け します。

■Microsoft、 Skypeの 通訳 ア プ リを年 内に

β提供 へ

 米Microsoftは5月27日(現 地 時間)、

Skypeの 通 話 を 通 訳 す る音 声 翻 訳 ア プ リ

「Skype Translator」 を発 表 しま した。

http:〃www.itmedia.cojp!enterpriselarticl

es/1405/28/newsO63.html

で、川 の増水や地盤の緩 みな どには注意 し

ま しょう。では、メールマガジン第23号 を

お届 けします。

■特許庁、特許文献の翻訳 ソフ ト"精 度"

を数値化 一指針公表

 特許庁が外国語で著 され た特許文献を翻

訳 ソフ トな どで機械翻訳 した際の精度 を評

価す るための指針 をまとめ、公表 しま した。

http:〃www.nikkan.co.jp/news/nkxO22014

0605abbh.html

■CSLi、 フラ ンスの 自動翻 訳 ソ リュー シ ョ

ン世界最 大手 「シス トラン」を 買収

 韓国最大手の 自動翻訳 ソリュー ション専

門企業(株)シ ーエスエルアイが 自動翻訳 ソ

リュー シ ョン開発の世界最大手企業 シス ト

ランを買収 しま した。

■訪 日外 国人 向けICT整 備 で行 動計 画

総務省 、自動翻訳システムも検討

http:〃www.zaikei.co.jp/releases!1712871

AAMT Fomm メー ルマ ガ ジ ン

23号(2014106/20配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ルマ ガ担

当 です。 雨 、雨 の うっ と う しい 日が続 き、

心 も しめ りが ちです が 、お 元気 で しょ うか。

と ころに よ って は豪 雨 に もな る よ うです の

 総務省が訪 日外国人のためのICT(情

報通信技術)の 利用環境整備 に向けたア ク

シ ョンプ ランを取 りま とめた と発表 しま し

た。

http:〃sankeijp。msn.comlpoliticslnews114

0612/plc14061219390021-nl.htm

■ロゴヴィスタ/10言 語に対応 した多言語

翻訳 ソフ ト

 ロゴ ヴィス タはWindows用 の英 日 ・日

英 翻 訳 ソフ トの 最新 版 「コ リャ英 和!一 発

翻 訳2015for Win」 シ リー ズの多 言語 対応

製 品 「コ リャ英 和!一 発翻 訳2015for Win

マ ル チ リンガル 」 を、27日 か ら発 売す る と

発 表 しま した。

http:〃ict-enews.net12014106!0410govista1
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AAMT Forum メー ル マガ ジ ン

24号(2014107104配 信)

 こんに ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担

当 です。 沖縄 はす で に梅 雨 明 け し、 だ ん だ

ん と暑 くな って きた この 頃 、 いか が お過 ご

しで しょ うか 。気 温 や 湿度 の上 昇 に体 が慣

れ て い な い時 期 もまた 、熱 中症 に は 注意 が

必 要 です。で は、メール マ ガ ジ ン第24号 を

お 届 け します。

■手 話 が聞 こ える!Google Gestureが 拓 く

次世 代 の扉

 手話 の動 きを特殊 な リス トバ ン ドでデ ー

タ化 し、音 声 に翻訳 す る 「GoogleGesture」

の紹 介 です 。 残 念 な が らまだ 実現 は で きて

い ませ ん が、そ の仕組 み を説 明 してい ます 。

http:〃nge.jp!2014106!261post・1355

■ 「み んな の 自動翻 訳@TexTra」 を一般 公

開

 NICTは 、ユ ニバー サル コ ミュニ ケー シ

ョン研 究所 の 多言 語 翻 訳研 究 室 で 開発 した

自動翻 訳 エ ン ジン を 「み ん なの 自動 翻 訳@

TexTraR」 一般公 開 しま した。

http:〃www.nict.go・JP!info/topics/2014/06/1

40619-1.html

■ しゃべ るだけでOK 17言 語お まかせ

最新の音声翻訳システム 「ボイス トラ」

 NICTが 開発 した翻訳 システムが注 目を

集めています。 スマー トフォン用 アプ リの

ダウンロー ド数 は100万 を突破 し、今秋

か らは、 日本の病院で外 国人の患者の問診

に使 えるかな どをみ る社会実験 も計画 され

ています。

AAMT Forum メール マ ガ ジ ン

25号(2014107118配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マガ担

当です 。 夏 の 日盛 りに 木 陰 の恋 しい季節 と

な りま した。 空調 の効 い た室 内 は過 ご しや

す い です が 、外 で涼 しさを感 じてみ るの も

い か が で しょ うか。 で は 、 メール マ ガ ジ ン

第25号 をお 届 け します。

■総務省、東京五輪に向けテ レビの外国語

字幕充実へ

 総務省の有識者検討会は2020年 の東京

五輪 ・パ ラ リンピックに向け、テ レビ放送

の外国語字幕サー ビスを本格的に始 める計

画を発表 しま した。

http:〃www.sanspo.com!geino!news120140

703/sot14070321100011-nl.html

http:〃sankei.jp.皿sn.comlwestlwest _econo

mylnews11406231wec 14062317000005-n1.

htm

■高電社、『翻訳クラウ ド』 を39言 語対応

に大幅拡充1

 株式 会社 高 電社 は 、様 々 な 自動 翻訳 を実

現す る ク ラ ウ ドサ ー ビス で あ る 『翻 訳 クラ

ウ ド』 に、11日(金)よ り、 タイ 語 、ベ トナ
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ム語、イン ドネシア語な どのアジア言語 を

含む29言 語 を新 たに追加 しま した。

http:11www.sankeibiz.jp/business/news/14

0711/pr11407111008008-nl.htm

AAMT Fomm メール マガ ジ ン

26号(2014108101配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担

当で す。 全 国 的 に梅 雨 も明 け 、夏本 番 の こ

の頃 、 い かが お過 ご しで しょ うか。 強 い 陽

射 しに は 注意 が必 要 です が 、今 年 も夏 を楽

しみ ま しょ う。 で は、 メール マガ ジン第26

号 をお 届 け します。

es/1407/28/newsO42.htm1

■人気 の 自動翻訳 アプ リ

Macで も使 えるよ うに!

riTranslate」 が

■NICTと 特許庁が多言語特許文献の高精

度 自動翻訳の実現に向けて協力合意

 特許文献の 自動翻訳に関 しては、特許庁

が主に原語文献の収集 を行い、NICTが それ

を基に主に自動翻訳 の精度 向上策を検討 し

ます。

http:〃www.nict.go.jp/press/2014/07/28-1.h

tml

■Google翻 訳 に誰 で も参加 で き る品質 向 上

コ ミュニテ ィー  「Translate Community」

 米Googleは ユ ーザ ーの言 語知 識 を ク ラ

ウ ドソー ス と して役 立 て るGoogle翻 訳 の 品

質 向 上 を 目的 と した 新 コ ミ ュ ニ テ ィ ー

「Translate Community」 を立 ち上 げま し

た。

 iOS、 Android、 Windowsで 利 用 可 能 な

自 動 翻 訳 「iTranslate」 か ら 、Mac版 が リ リ

ー ス さ れ ま した
。

http:〃news.mynavijplnews12014107117147

9/

AAMT Fo]㎜ メール マ ガ ジ ン

27号(2014108120配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担

当です 。 お 盆 の頃 は台 風 の影 響 で涼 しか っ

た です が、ま た暑 い 日々 が戻 って きま した。

何 を しな くて も汗 が流 れ る この頃 、 こま め

な水分 補 給 は 大切 です。 で は 、 メール マ ガ

ジン第27号 をお 届 け します。

■SDLが 翻訳メモ リの トレン ドを牽引

http:〃www.itmedia.co.jp/enterprise/articl

 SDL Rados Studioラ イ セ ンス の販 売 数

が わず か5年 で100,000に 達 した ことが発

表 され 、人 間 に よ る翻訳 、翻 訳 メモ リ、機

械 翻 訳 が 市場 で共 存 して い る こ とが示 され

ま した。

http:〃japan.cnet.comlrelease1300782571

■男女の声でエ ンジンの 「気持ち」翻訳ア

プ リ配信

 ヤマハ 発 動機 は 、 オー トバ イ な どのエ ン

ジ ン音 を言 葉 に 「翻 訳 」 す るス マー トフ ォ
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ン 向 け ア プ リ 「レ ヴ ト ラ ン ス レ ー タ ー 」

の 無 料 配 信 を 始 め ま し た 。

http:〃www.yomiuri.co.jp/it/20140803・OY

TIT50087.html?from=ytop _main9

AAMT Forum メール マ ガ ジン

28号(2014109103配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担

当です 。 初秋 の候 、 い か がお過 ご しで しょ

うか。 日中は暑 い 日が まだ まだ続 きます が、

朝 夕 の涼 しさ と虫の音 に 、夏 の終 わ りと秋

が 近づ い て い るの を感 じます。 で は、 メー

ルマ ガ ジ ン第28号 をお届 け します。

■Android版 多 言 語 音 声 翻 訳 ア プ リ

VbiceTra4Uを 公 開 さ らに便 利! 無 料

Wi-Fi利 用 アプ リと連携

http=//japan.cnet.com/news/service/350526

19/

■飲 食店 向 け"無 料"ホ ー ムペ ー ジ作 成 サ

ー ビス 「favy(フ ァ ビー)」 が 多言語 翻訳 に

対応!

 株式会社マネ タイズは、favyの 新機能で

ある 『多言語翻訳機能』の提供を8月25日

よ り開始いた しま した。現在翻訳可能 とな

っている言語は 日本語、英語の2つ で、今

後中国語や韓 国語 といった言語を追加 して

い く予定です。

https:〃www.dreamnews.jplpress10000098

314/

 独 立行政 法 人情 報通信 研 究機 構 は 、多言

語 音 声翻 訳 ア プ リVbiceTra4Uに つ いて 、

Android版 を無償 公 開 し、 日本 全 国 の ブ リ

ーWi・Fiに 簡 易 に 接 続 で き る無 償 ア プ リ

Japan Connected・free Wi・Fiの 標 準 の翻訳

ア プ リとしま した。

http:〃www.nict。gojplpress12014109!01。1.h

tml

■世界 最 大 ロコ ミサイ ト 「Yelp」、ア プ リで

レ ビュー を 自動 翻訳

 世界 最 大規模 の ロ コ ミサイ ト 「Yelp(イ

ェル プ)」 を運 営す るYelpは8月20日 、

iPhone向 けア プ リで 日本 語や 英語 、 フ ラン

ス語 を含 む全15言 語 に対応 した 「レビュー

自動翻 訳」 サー ビス を開始 しま した。
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一
AAMT日 中1中日テス トセ ッ トに基づ く翻訳 自動評価サイ ト公開

機械翻訳課題調査委員会ワーキンググループ1

1.は じめに

 AAMT機 械 翻訳課題調査委員会(以 下、課題調査委員会)で は、機械 翻訳 システ ムの翻訳 品質 を評

価す る方 法 と して 「テ ス トセ ッ ト評価 」に着 目し、機械翻訳 エ ンジンの評価 のためのテス トセ ッ トの

作成 を行 い、2011年 に中 日翻訳 用、2013年 に 日中翻訳用 のテス トセ ッ トが完成 した。 また、2011年

か ら日中翻訳用テ ス トセ ッ トを対象 に設問 回答の 自動化 につ いての検討 を進 め、2013年 にWebブ ラ

ウザ上 で 日中翻 訳エ ンジンの評価 を実行 でき る自動評価サイ トを作成 した。今 回、中 日翻訳用テ ス ト

セ ッ トにつ いて も自動評価 に対応す ることに よ り、 日中1中 日の双 方向で翻訳エ ンジンの 自動評価 を可

能 とした。本稿 では、近 日AAMTホ ームペー ジで公開 され る予定の 日中1中 日自動翻訳サイ トにつ いて

その概要 と使い方 につ いて説 明を行 う。

2.D機 械翻訳文テス トセ ッ ト

  「AAMT機 械 翻訳文テス トセ ッ ト」は、原文 と参照訳 、文 法カテ ゴ リ、設問の4つ を基本 レコー ド

とす るデ ータの集 合で ある。 テス トセ ッ トに基づ く翻訳エ ンジン評価 の特徴や 、他 の評価 手法 との比

較 につ いてはAAMT Journal No.45(2009)の 解説 を参 照 され たい。

 自動評価 サイ トは、2009～2013年 に課題調査 委員 会で作成 して きた 日中翻訳評価用テ ス トセ ッ ト、

お よび 、中 日翻 訳評 価用テ ス トセ ッ トを用 いて作成 した。それぞれ のテス トセ ッ トの概 要 と自動評価

に用いた例文数 につ いて触れ てお く。

1)日 中翻訳評価用 テス トセ ッ ト

   JEIDAで 開発 された既存 の 日英翻 訳用テス トセ ッ トをベ ースに整備 した第1版(評 価文数325

   文)と 、そ の後 中国語特有 の文法項 目とテ ス ト文 の増強 を行 った第2版(評 価 文数576文)が

   ある。 自動評価 に対応 したテス ト文 は第2版 作成時に増強 した39項 目251文 のみで ある。

2)中 日翻訳評価用テ ス トセ ッ ト

   中 日方 向では流用 できる既存テ ス トセ ッ トが存在 しないため、新規 でテス トセ ッ トを整備 した。

   複数の 中国語文法書 を参考 に して文法項 目につ いて検討 し、合計31項 目502文 か ら成 るテス ト

   セ ッ トを作成 した。 中 日翻訳 につ いてはテ ス トセ ッ ト全体 を 自動評価 に利用 した。

3.自 動評価サイ ト

 前節で述べた 日中翻訳用テス トセッ トは、当初は人間が評価(翻 訳結果を見て設問回答)す ること

を想定 したものだが、設問評価はYesとNoを 判断するだけの簡単な評価であるため、設問評価の自

動化するためのプログラムを作成 した。ただし、人間の文法知識に基づ く判断が必要とされるものな

ど自動化が難 しい設問については、特定の文字列候補が訳文に含まれるか(含 まれないか)否 かで回

答できるように設問の簡略化を行った。 このため、自動評価用の設問はオリジナルの人間評価用の設
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問 と同一ではな くな って しまったが、 日中翻訳用テ ス トセ ッ トを用いた実験 では、 自動評価 と人間評

価 の回答 の分布 が統計的 に十分 に一致 している ことが確認 され ている。1

今 回、この 自動動評価 プログラムをWebサ イ ト上 で公開 し、テ ス トセ ッ トに基づ く 日中1中 日翻訳エ ン

ジンの評価 が全世界か らネ ッ ト経 由で試す ことができる環境 を整 えた。

 図1に 自動翻訳サイ トの構成 を示す。Webア プ リケー シ ョンと して実現 されてお り、Webブ ラ ウザ

のみ で翻訳結果評価 の実行が可能 であ る。 評価 のた めのテ ス ト文(原 文)と 評価用のプ ログラムは、

評価サーバー(AAMTサ ーバー)内 で管理 されてい る。利 用者 は原文 をダ ウンロー ドし、翻訳結果 を

評価サーバー にア ップ ロー ドす るだ けで評価結果 を見 るこ とがで きる。

畢
①テスト文ダウンロー ド

③翻訳結果アップロード

⑤結果の表示

AAMTサ ー バ

④評価実行

図1 システムの構成

4.実 行例

 評価サイ トの利用手順および評価結果の見方について、実行例をもとに説明する。

① 翻訳方向の選択

  サイ トへのログイン2に成功す ると、図2の ような初期メニューが表示 され る。評価するエンジン

  に合わせて[中 日翻訳評価を行 う]または[日 中翻訳評価 を行 う]のボタンをクリックする。(翻 訳方

  向がどちらであっても基本的手順は同 じであるため、以下では[中 日翻訳評価を行 う]を選択 した場

  合について説明する。)

1カ ッパ係数をもとに有意水準1%の 検定を実施

2ロ グインIDの 取得についてはAAMTの ホームページの説明を参照

78



ρ一〇賦鳥w

中国語 ・日本語翻訳評価

  中国語→日本語の翻訳評緬

,■一
■騒 薮闘畑霞m灘 携 灘暖細

日本語→中国語の翻訳評価

一
■巨』:纏2,F1塾箆湯製r驚 麟 ¢瀾

1{国

ログアウト

気100鴨 響

図2 初期 メニュー

② テス ト文の取得

  評価対象エ ンジンで翻訳 を実行す る原文 をサーバーか ら得す る。

  「原文ペー ジ」(図3)の 「入力テ キス ト」領域 に原文 が入 った状態 で表示 され る。 中国語テキス

  ト全体 をク リップボー ドに コ ピー し、テ キス トファイル として ローカルPCに 保 存す る。(こ の と

  き1原 文11文 の状態 を崩 さない よ うに注意。)原 文 は全部 で1420文 あ るが、実際に評価 に使 われ

  る文は この うち502文 である。原文 を取 り込んだ ら[翻 訳評価 ペー ジへ]を ク リックす る。

  なお、評価 に用 いない原文 を大量に混ぜ ているのは、エ ンジンベ ンダーに よる原文 へのチューニ ン

  グを難 しくす るためであ る。

_一隻一望 倫 ☆ 惣

中日翻訳評価:原 文ページ
♪1下の「λカテキスト」榛内を1回ク,ンクすると、1402SCが 全遡撰さ豹た状惣 こな～ノま酋。

こnt コピー(CM.0(na<OSで は ⊂ommand+U;し てください。

(こちらをクリ・ソクすると £テキ1トが員恭さhま ず・Dで、そちξからコピーするここも『籠です、、
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             人カテキスト
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図3 原文ペー ジ
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③ 翻訳の実行と翻訳結果のアップロー ド

  評価対象翻訳エンジンによる取 り込んだ原文全体を評価対象エンジンで機械翻訳 し、翻訳結果を評

  価サーバーに登録する。

  原文1行 を1文 とみな して翻訳を実行 し、翻訳結果の行数が原文行数 と等 しいことを確認する。

  翻訳結果全体を、図4の 「翻訳結果画面」のテキス ト領域にク リップボー ド経由で貼 り付け、[送

 信する]ボ タンをク リックする。すべての翻訳結果の評価サーバーへの送信が終わると、サーバー

  内で自動的に評価プロセスが実行 され、図2の 初期メニューに推移する。

髄 讃融 撫 無1_
醐籔鍵

お,司幽 略

翻訳評価
醐 尺結 塁 を 以 下 に べ 一 ス トし 、f送 偲 す る 」ポ ダ ノ を 舟 リ'ク し て ・だ 双 、。

  イ印 き 軍F・1L臼 翼 ・聖:卜 ρ「門 '自

砥 ・コ∫ 嫁 と 髪 賛^ド 日 ・哩'

鷲1∠ 塁 暇 捜.ヒ

AYt'簡 一 蔦 璽 嬉 一 へ

塁4「》り     t5r耳 箋 ウ

鷹1` L"一 一:ぞ 三 :{° ケ

ニ 鮮"i6'3',3都 霧

・1'メ 戎
、歴 一臓 聾

烹 糖{君 ・L

F @3iR$モ

… 三

唾
,

1脚 謀難 隊盛塑!噛h㎜ 一蹴 曳100% .こ_

図4 翻訳評価ページ

④ 評価結 果の確 認

   初期 メニュー(図2)か ら[中 日評価結果 を見る]ボ タンをク リック して、図5に 示す 「評価結果

  一覧」画面 を表示 させ る。一覧か ら実行時間が最 も新 しい行の[結 果 を見 る]ボ タンをク リックす る

  と評価結果 が表示 され る。なお 、評価サーバー にはこれまでに実行 された評価履歴が保 存 され てお

  り、 「評価結 果一覧」画面のボタ ンをク リックす るだけで、いつで も過 去の評価結果 を確認す る こ

  とがで きる。

   評価結果 は文法項 目別 に レー ダーチャー トの形で表示 され るが 、中 日33項 目、日中39項 目のま

  までは表示 が煩雑 になるた め、中 日13項 目、 日中10項 目の大項 目にま とめ、大項 目単位 で も結果

  を表示す る ことができるよ うに している。 中 日は元の33項 目で も レー ダーチ ャー ト表示が可能 だ

  が、日中は大項 目単位 で しか表示す るこ とができない。(日 中について も年内に39項 目単位 の表示

  に対応 予定。)
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図5 評価結果一覧

〈中 日評価 結果の見方 〉

画 面上半分では13種 の大項 目単位 で、下半分 には全31項 目の単位 で 、文法項 目別 の評価値 を レ

ー ダーチ ャー トで可視化 して表示 している(図6 、図7)。 項 目別の評価値 は画面右側の表 で確認

で きる。評価値 は項 目別 の正解(設 問回答 が可)と なった例 文の比率(%)で ある。

<日 中評価結果 の見方>

10種 の大項 目単位 で、文応項 目別の評価値 を レー ダーチ ャー トで表示 している(図8)。 レー ダー

チャー ト中の薄 い線(実 際には黄色)は 、主要な フ リー翻訳サイ トのエ ンジン(6種 類)を 対象に

評価 した ときの平均値 を示 している。薄 い色(実 際に は黄色)の 線 との比較 を行 うことで、評価 対

象エ ンジンの相対的 な長短所 が明確 になる。(中 日評価結果 の レーダーチ ャー トにお ける平均値 表

示 につ いては年 内に対応予定。)
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図7 中日評価結果(小 分類)
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図8 日中評価結果

5.お わ りに

 テス トセ ッ トに基づ く翻訳エ ンジン評価 は、BLUEやNISTと い った メジャーな 自動評価 にはない

特徴 と して、評価 エ ンジンの成績が文法項 目別 に明 らか になる ことが挙げ られ る。今 回作成 した 自動

評価 サイ トでは、項 目別評価値 を レー ダー チャー トで可視化す る ことで、評価エ ンジンが他 のエ ンジ

ン と比 べて どの項 目が優れ て(劣 って)い るかが一 目でわか る とい うメ リッ トがある。

 今 後、中 日翻訳エ ンジン評価 にお けるテ ス トセ ッ ト自動評価 と人間主観 評価や他の 自動評価 指標 と

の相 関を調 べ、中 日翻訳にお いてテ ス トセ ッ ト自動評 価がエ ンジ ンの品質 を表す指標 として使 え るか

ど うか とい う観点 での評価 を行 う予定 である。 また、今 回作成 した 日中1中 日エ ンジンの 自動評価 サイ

トを広 く公 開す ることで、多 くの評価デー タを収集 で きるこ とが期待 され る。 日中翻訳 につ いては、

テ ス トセ ッ ト自動評価 とBLIUE等 の 自動評価が高い相 関を示す こ とを確認 しているが 、サイ ト運用 で

集 まるデー タを使 って、 よ り多 くのエ ンジンでの追加 検証 を行 ってい きた い。

 将来的 には、特許 文テス トセ ッ トやニ ュー ス文テ ス トセ ッ トとい うよ うに、テス トセ ッ トを文種別

に整備 し、AAMTの 機械翻訳評価サイ トを文種別 に翻訳エ ンジンの 自動評価 ができるサイ トに成長 さ

せたい と考えてい る。
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卜AMT会 員のひろぱ

 AAMT会 員 の新 た な交 流の場 をAAMT Journal誌 面上 で提供 す るべ くス ター トい た しま した

「AAMT会 員のひ ろば」、会員の皆 さまのご助力 をい ただ きま して 、第一 回のNo .41の スター トか ら

第七回 を迎 えるこ とがで きま した。今号 では、法 人会員一社、個人会員 二名 の皆 さまか らの ご寄稿 を

いただいてお ります。

 独 自のお取組 みの ご紹介 、機械 翻訳研 究への提言、AAMTの 活動への ご要望 な ど、今回 も貴重な ご

意見をお寄せ いただ きま した。

 AAMT Journalで は今後 も引 き続 き、会員の皆 さまか らの ご寄稿 を心 よ りお待 ち してお ります。

 ご寄稿 ・お問い合 わせ はAAMT事 務局(E・mai1:AAMT-infb@AAMT.info)ま で宜 しくお願いいた しま

す。

法 人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

株式会社翻訳センター

http:〃www.honyakuctr.com/

【大阪本社】 〒541・0056 大 阪府大 阪市中央区久太郎町4-1-3 大阪御 堂筋 ビル13階

【東京 】〒108・0073 東京都 港区三 田3-13-12 三 田MTビ ル7・8階

【名古屋 】〒450-0002 愛知 県名古屋 市中村 区名駅3-16-4 太陽生命名駅 ビル5階

【福岡 】〒812・0011 福 岡県福岡市博多区博多駅前1-4-4 JPR博 多 ビル10階

自己紹介

 (株)翻 訳セ ンターは、特許、医薬 、工業、金融 ・法務の主要4分 野を軸 と して企業向けに専 門性

の高い翻訳 を提供 してい る翻訳会社 であ り、国内最大の売上高 を計上す る業界唯一 の上場企業 です。

2012年 には通訳や 人材 派遣、 コンベ ンシ ョン事 業 を行 う(株)ア イ ・エ ス ・エス をグルー プ会社化。

「すべての企業 を世界 につな ぐ言葉 のコンシェル ジュ」 を経営 ビジ ョンに掲 げ、言語サー ビスの総合

プ ロバイダを 目指 しています。

 翻訳会社が多 く所属す る一般社団法人 日本翻訳 連盟に も長年 にわた り参加 し、業界の発展 にも努 め

ています。
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MT1翻 訳 とのかかわ り

MTお よび翻訳業界に期待すること

 機械翻訳(以 下、MT)に ついては現在、海外および日本の翻訳会社による進んだ取 り組みについて

研究している段階です。

 海外、特に欧米では、ここ数年でMTが 産業翻訳の現場にも定着 してきた と認識 しています。 MTを 組

み込んだ翻訳業務プロセス、MTの 出力を修正するポス トエディタの育成方法など、海外での取 り組み

から学ぶ点は多 くありますが、英 日・日英のMTエ ンジンの性能部分においては、現状、国産のエンジ

ンに品質上の優位があると考えています。

 日本国内の産業翻訳においても今後数年の間にMTが 普及する可能性は非常に高い と認識 してお り、

市場の動向を注視 しつつ、情報の収集 と業界内での協力に、これまで以上に熱心に取 り組んでいきた

いと考えています。

                      (株)翻 訳センター 業務推進部 部長代理 河野弘毅

AAMTへ の要 望

 MTと い うテーマの もとに研 究者 と翻訳会社が一同に集 まるこ とが できる場 としてのAAMTの 存在意

義 は とて も大 きい と考 えてお ります。 引き続 き、MTに ついてのセ ミナー開催、議論や情報交換 の場 と

して、また、情報発信 の媒体 として、AAMTに は大 きな期待 を寄せ てお ります。
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卜AMT会 員のひろぱ

 AAMT会 員の新たな交流の場をAAMT Journal誌 面上 で提供す るべ くスター トいた しま した

「AAMT会 員 のひ ろば」、会員 の皆 さまの ご助力 をいただきま して 、第一回のNo,41の スター ト

か ら第八回 を迎 えることがで きま した。今 号では、法人会員 一社 、個人会員 二名 の皆 さまか らの

ご寄稿 をいただい てお ります。

 独 自のお取組み のご紹介 、機械翻訳研究へ の提言 、AAMTの 活動への ご要望 な ど、今回 も貴

重な ご意見 をお寄せいただ きま した。

 AAMT Joumalで は今後 も引 き続 き、会員 の皆 さまか らの ご寄稿 を心 よ りお待 ち してお ります。

 ご寄稿 ・お問い合 わせ はAAMT事 務局(E-mail:AAMTinfo@AAMT.info)ま で宜 しくお願いいた

します。

個 人 会 員(敬 称 略 ・50音 順)

会員名

新田義彦

日本大学経済学部産業経営学科 ・大学院総合社会情報研究科 教授

自己紹介

日立製作所の中央研究所 ・システム開発研究所 ・基礎研究所において、25年 間、形式言語

お よび 自然言語の研究開発に従事 しま した。大型電子計算機 の論理 回路設計 ・基本 ソフ ト

ウェア と言語 、そ して情報検索システム、機械翻訳システムなどの研究開発に携わ り貴重

な経験を積む ことができた と振 り返ってお ります。その後1994年 に、日本大学の理工学部

お よび経済学部に移 り、研究を続行 しつつ教育業務に関与 して現在 に至ってお ります。柔

軟な発想 ・連想 をす る若 い人々と接す る機会が増 えて、企業 の研究開発では得 られぬ異次

元の"何 か"が 見つかるかも しれない と密かに期待 しつつ凡愚の努力 を継続 しています。

MT/翻 訳 とのかかわ り

MTお よび翻訳業界に期待すること

機械翻訳の研究は、電子計算機の誕生 と同時に始 まった ことは広 く知 られています。電子

計算機はその構成要素を、真空管、半導体、集積回路、大規模集積回路、…  と進化発展
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させ なが ら、計算能力や記憶容量を指数のスケールで計測せねばな らぬほ どに急速発展 さ

せてきま した。 この ようなハー ドウェアの 目覚ま しい性能向上に随伴 して、機械翻訳の性

能 も向上 したと言 えます。一方また、機械翻訳の性能改善は遅々 として、誕生期の片言翻

訳の水準か らあま り進歩 していない、 とい う見方 もできます。

 機械翻訳 の出力訳文 をそのまま翻訳書に採用 して物議 を醸 した事件(註:ア イ ンシュタ

イ ン その生涯 と宇宙(下)初 版 にお ける誤訳。その後訂正版が出版 されま した)は 記憶

に新 しいで しょう。 この事件は、 「肉体は滅ぶれ ども霊魂は常 しえな り」 と訳すべき ところ

を、「肉は腐ったが酒は大丈夫だ」 と機械翻訳 した昔の誤訳 の現代版 と言えるかもしれませ

ん。

 要す るに、機械翻訳 は未だ人間(翻 訳者 による)翻 訳には、到底及ばない水準 にあ り、

この隔た りを埋めることは著 しく困難であります。

 以上述べた ことは、機械翻訳を嫌 う立場か らの御託 とい うこともできま しょ う。現代社

会は、多言語による大量の文書(あ るいは音声)情 報が飛び交い、これ を翻訳 して理解せ

ねば成 り立ち行 かぬ状況にあ ります。限 られた人手による翻訳では処理不可能 です。 た と

えば、来 る2020年 の東京五輪においては、多数の外国人の対応接待 のために機械翻訳を導

入す ることが不可避 と予想 されます。

 AAMTの 会員諸氏 にとっては、釈迦に説法ですが話の流れのために付言 します。現代

の機械翻訳(MT)は 、下記 の2つ のタイプあるいは3つ のタイプに大別できます。

1)GBMT(Grammar Based MT,):RBMT(Rule Based MT)と 呼ぶこともあ ります。古

典的 な人工知能型機械翻訳です。人手で翻訳文法や翻訳辞書な どの言語知識べ一スを構築

する方式です。

2)SBMT(Statistics Based MT):言 語 コーパ ス、特に大量の訳文 一原文の対データを

統計処理 しつつ言語知識ベースを構築す る方式です。インターネ ッ ト時代に対応 した近代

的MTと 言 えるか もしれ ません。

3)HybridMT:GBMTとSBMTの 組み合わせ方式です。様 々な組み合わせ方が

あ りますが、文法や辞書を統計的に下椿 えしてか ら人手を加 える、などの方式があ ります。

 現 代 の機 械 翻 訳 、特 にイ ンター ネ ッ ト上 の機 械 翻 訳 で は、2)のSBMTが 圧 倒 的 な強

み を見せ て い ます。2011年 頃 を境 に、SBMTの 性 能 はGBMTの それ を凌 駕 した と

い う感 触 を持 つ研 究者 が少 な くあ りませ ん。 日々生 産 され る新 しい術 語 ・用 語 ・言 い 回 し

(語 句)の 翻 訳(対 訳)へ の対応 は 、人 手(GBMT)で は 、明 らか に不 利 ・困難 で あ り

ます。 機械 翻 訳 の本 流 は 、SBMTお よびHybridに 転 進 した と考 え るの が妥 当で あ

りま しょ う。

 しか しSBMTは 、常 にデー タ ・スパ ー スネ スの 問題 に苦 しめ られ てい ます。2・gramや

3・gramの レベ ル な らば、対 訳 コーパ スの稠密 性 は ほぼ確保 で き ます が 、4・gramと な る と

対訳 コーパ ス は希 薄 な言語 空 間 に発 散 します。対 訳 コーパ スの品質 管理 も難 しい課題 です。
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 紙数が尽 きかかってきましたので、小生 の現在の"MT/翻 訳 とのかかわ り"に ついて一言

します。

 機械翻訳 と人手翻訳の狭間に坐 して、両者の中間にあるものについて漠然 と考えていま

す。原文(テ キス ト)の 持つ空気(雰 囲気)を 訳文に持 ち込む工夫、翻訳理論でい う文化

翻訳 、モ ノクロ写真の ような翻訳ではなくフルカラーの翻訳、な どと言われ るものです。

このよ うな 目的のために、俳句な どの詩文の翻訳 を人手 と機械(GBMT)で 小規模 実験

しています。GBMT信 奉者 のよ うに見な されてい るよ うですが、 SBMTの 将来性 と威

力は十二分に理解 してい るつ もりであ ります。

AAMTへ の要望

AAMTは 機械翻訳そ して一般の 自然言語処理 の研 究開発 に従事す る個人や組織が、情報

交換す るための、開かれた場であると思います。同時にまた自然言語処理(つ ま りコンピ

ュー タ ・プログラムによる処理)と は縁 の薄い、翻訳業務 、同時通訳 、言語教育、文学、

芸術、数学、哲学、美学、宗教な ど 「何 らかの様式で言葉 を扱 う分野」 に属す る方 々のた

めの場で もあるよ うに思います。

 前者 の観 点から、これ までAAMTは 機械翻訳研究の進展に多大なる貢献を してきま し

た。今後は後者の観点か ら、 コンピュー タ利用技術か ら離れた分野の方々を招 き、発表や

議論を していただ き交流(意 見交換)す る努力や工夫を され ると、 さらなる進展があるよ

うに感 じてお ります。

以上
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第24回 通常総会および関連行事の報告

AAMT事 務局

 当協会の第24回 通常総会が2014年6月17日(火)13時 より ・ホテルアジュール竹芝に

て開催 されま した。総会後、各委員会か らの報告会 、講演会、さらに今年度が行われた。そ し

て第9回AAMT長 尾賞授与式 と今年度か ら新たに設 けられた第1回AAMT長 尾賞学生奨励賞

授 与式 と、AAMT長 尾賞受賞者 による記念講演会が盛況の うちに行われま した。各参加者数

は下記に示す通 りです。

総会の参加者:個 人会員:出 席26名 、委任状参加者25名 、

       法人会員:出 席17法 人(27名)、 委任状参加4法 人

報告会 ・展示会 ・講演会 ・AAMT長 尾賞関連の式及び講演会:

       個人会員:34名

       法人会員:31名

       会員外一般:23名

       合計:88名

懇親会:

       個人会員:23名

       法人会員:32名

       会員外一般:21名

       合計:80名

第24回 通 常 総 会

 1.開 会の辞

 2.会 長挨拶

 3.ご 来賓挨拶

 4。出席会員の確認

 5.議 案

     第1号 議案 2013年 度事業報告(案)

     第3号 議案 2014年 度事業計画(案)

     第5号 議案 理事 ・役員改選(案)

     その他 ・会員提案事項

 6.閉 会の辞

名古屋大学 ・中岩浩巳

第2号 議案 2013年 度決算報告(案)

第4号 議案 2014年 度収支予算(案)

89



第5号 議案 として、以下の方々が平成26年 度、27年 度の役員 として提案 され、

当総会議決により、役員 が決ま りま した。

・理事(50音 順)

  飯 田 仁   (東京工科大学名誉教授)

  井佐原 均  (豊橋技術科学大学)

  石崎 俊   (慶磨義塾大学名誉教授)

  宇津呂 武仁(筑 波大学)

  熊野 明  (東芝 ソリュー ション株式会社)

  小谷 泰造 (株式会社インター グループ)

  坂本 義行

  辻井 潤一 (マイ クロソフ トリサーチアジア)

  中岩 浩巳  (名古屋大学)

  長尾 真   (京都大学名誉教授)

  永 田 昌明 (日本電信電話株式会社)

  長谷川 英一(一 般社団法人電子情報技術産業協会)

  星野 正広  (富士通株式会社)

  守屋 敏道  (一般財団法人 日本特許情報機構)

  横山 晶一 (山形大学)

  Key・Sun Choi(韓 国KAIST)

  Virach Sornlertlamvanich(タ イTPA)

・監事(50音 順)

  川村 み どり(一 般社団法人 日本翻訳連盟 ・株式会社川村インターナシ ョナル)

  種子 田 暁夫(日 本電気株式会社)
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報 告 会

開会挨拶

  1。機械翻訳課題調査委員会      委員長

  2.AAMTIJapio特 許翻訳研究会    副委員長

  3.イ ンターネ ッ トワーキンググループ リーダー

  4.編 集委員会            委員長

 会長 ・名古屋大学 ・中岩浩 巳

長瀬 友樹  ((株)富士通研究所)

横 山 晶一  (山形大学)

富士 秀   ((株)富士通研究所)

宇津 呂 武仁(筑 波大学)

講演会

・外国人旅行者の受入体制整備 と機械翻訳の可能性

           山田 洋氏(日 本政府観光局事業連携推進部 観光情報戦略室長)

・機械翻訳を使いこなす～品質 と生産性の向上のために～

          徳 田 愛、エイ リー ・エイ ドリアン氏

          (株式会社 ヒューマンサイエンス ドキュメン トソリューシ ョン部)

・展示会

 ・特許翻訳などの専門的な外国語文書 も自然な 日本語に!

  ～多言語統計翻訳 プラッ トフォーム～

   日本電信電話株式会社

・情報通信研究機構における自動翻訳研究

  独立行政法人 情報通信研究機構

・翻 訳支援 ツー ルTransit NXT

 株 式 会社 シュ タール ジャパ ン

・未来 を拓 く! グローバル翻訳 ソリュー ション

  株式会社高電社

・企業向け翻訳システム

 株式会社クロスランゲー ジ

・AAMT 械翻訳課題調査委員会活動報告

  AAMT 械翻訳課題調査委員会
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第9回AAMT長 尾賞 ・第1回AAMT長 尾賞学生奨励賞授与式

   及び第9回AAMT長 尾賞記念講演会

第9回AAMT長 尾賞

第9回AAMT長 尾賞は以下の方が受賞 しま した。

受賞者: (独)情報通信研 究機構

     ユニバーサルコ ミュニケーシ ョン研究所多言語翻訳研究室

     内山将夫、隅田英一郎

受賞理 由:

      語順変換 と訳語選択 との独立実行 による統計翻訳技術の研究実用化

    な らびに複数企業への技術移転に よる高性能機械翻訳 システムのサー

     ビス実現による功績 が顕著なためである。 これ は、長尾賞の設立趣旨で

    ある、「高性能の機械翻訳システムを商品化 した」,あ るいは 「機械翻訳

     システムを使った新 しいサー ビスを開始 した」 とい う観点 を鑑み,長 尾

    賞にふ さわ しい と認 めるものである。

選考委員長:飯 田 仁(東 京工科大学)

選考委員

推薦者

同意人

o

:Key-Sun Choi(韓 国KAIST)    宇津 呂 武 仁(筑 波 大学)

横 山 晶 一(山 形大 学)

:安 達 久博(株 式 会社 サ ン ・フ レア)

:小 林 照 二 (株式 会社 フ ィー ト)
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第1回AAMT長 尾賞学生奨励賞

本年度か ら新 たにAAMT長 尾賞学生奨励賞が設定 され、第1回AAMT長 尾賞学生奨励賞を

以下の方が受賞 しました。

受賞者:東 京大学 大学院教育学研究科 ・博士課程1年

     宮田 玲

受賞対象論文:

     影浦峡先生の指導のものに、2013年 度東京大学大学院研究科修士論文 とし

    てまとめられた以下の論文が受賞対象論文である。

     「自治体 ウェブサイ ト文書の多言語化 を支援す る枠組み と

      システム環境の研究」

受賞理由:

      本論文では、自治体の手続 き型文書を対象 と して、機械翻訳技術を活

    用 した多言語翻訳 に必要な制 限言語ルールやオーサ リング環境 を提案

     している。制限言語 とその機械翻訳への効果を検証する研究は多いが、

    本論文は図書館情報学的な立場 か ら文書構造や文書の作成過程 にまで

    踏み込んだ独 自の方法論を提示 してい る点 が高 く評価 できる。本論文

    は、機械翻訳 に関連する新 しいシステムやサー ビスに関する、理論的か

    つ実証的な優れた研究報告であ り、AAMT長 尾学生奨励賞にふ さわ しい

    と考える。

選考委員長:永 田昌明(日 本電信電話株式会社)

選考委員 :鈴 木博和((株)東 芝)

      富士 秀(富 士通株式会社)

推薦者   :影 浦峡(東 京大学 ・大学院教育学研 究科)

      Tony Hartley(Tokyo University of Foreign Studies)
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                協会 活動報告

              (2014年6月 ～2014年8月)

第24回 通 常 総 会

2014年6月17日

    第1号 議案 2013年 度事業報告(案)  第2号 議案 2013年 度決算報告(案)

    第3号 議案 2014年 度事業計画(案)  第4号 議案 2014年 度収支予算(案)

    第5号 議案 理事 ・役員改選(案)

    その他 ・会員提案事項

報告会

2014年6月17日

    ①機械翻訳課題調査委員会    ②AAMT!Japio特 許翻訳研究会

    ③インターネ ッ トWG     ④編集委員会

講演会

○講演:

・外国人旅行者の受入体制整備 と機械翻訳の可能性

          山田 洋氏(日 本政府観光局事業連携推進部 観光情報戦略室長)

・機械翻訳を使いこなす～品質 と生産性の向上のために～

          徳 田 愛 、エイ リー ・エイ ドリアン氏

            (株式会社 ヒューマ ンサイエ ンス ドキュメン トソリューシ ョン部)

第9回AAMT長 尾 賞授与式 ・記念講演会

受賞者:(独)情 報通信研究機構

    ユニバーサル コミュニケーシ ョン研究所多言語翻訳研究室

    内山将夫、隅田英一郎

受賞理由:

     語順変換 と訳語選択 との独立実行 による統計翻訳技術の研 究実用化な らび

    に複数企業への技術移転による高性能機械翻訳 システムのサー ビス実現による

    功績が顕著なためである。 これ は、長尾賞の設立趣 旨である、「高性能の機械翻

    訳 システムを商品化 した」,あ るいは 「機械翻訳システムを使った新 しいサー ビ

    スを開始 した」 とい う観点を鑑み,長 尾賞にふ さわ しい と認 めるものである。

第1回AAMT長 尾賞学生奨励賞

本年度か ら新たにAAMT長 尾賞学生奨励賞が設定 され、第1回.. 長尾賞学生奨励賞を以下

の方が受賞 しま した。
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受賞者:東 京大学 大学院教育学研究科 ・博士課程1年

     宮田 玲

受賞対象論文:

    「自治体 ウェブサイ ト文書の多言語化 を支援す る枠組み とシステム環境の研究」

受賞理 由:

     本論文では、自治体の手続 き型文書 を対象 として、機械翻訳技術 を活用 した

    多言語翻訳に必要な制限言語ルールや オーサ リング環境を提案 している。制限

    言語 とその機械翻訳への効果 を検証す る研究は多いが、本論文は図書館情報学

    的な立場か ら文書構造や文書の作成過程にまで踏み込んだ独 自の方法論 を提示

    している点が高 く評価できる。本論文 は、機械翻訳に関連す る新 しいシステ ム

    やサー ビスに関す る、理論的かつ実証的な優れた研究報告であ り、11 長尾学

    生奨励賞にふ さわ しいと考える。

  懇親 会

2014年6月17日 ホテル ア ジ ュール 竹 芝21階 フ レンチ レス トラン 『ベ イ サイ ド』
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決算理事会

2014年6月17日

    第1号 議案 2013年 度事業報告(案)

    第3号 議案 2014年 度事業計画(案)

    第5号 議案 理事 ・役員改選(案)

    その他 ・会員提案事項

第2号 議案 2013年 度決算報告(案)

第4号 議案 2014年 度収支予算(案)

機械翻訳課題調査委員会

2014年5月23日(2014年 度 第2回)

    ① 前回委員会の議事録の確認

    ② 新委員の着任 と各 自の 自己紹介

    ③ 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

     (WG3)

      ・AAMT総 会(201416117)の 準備

      ・UTXの 新 しい ウェブサイ トの確認

      ・UTX変 換 ツールのライセ ンス

      ・UTX仕 様(論 点表)の確認

      ・その他

    ④ 活動内容の報告(各WGか ら)

    ⑤ 活動内容 についての議論

      ・総会のネー ミングに関する検討

      ・展示ブースの申し込み状況の確認

      ・AAMTホ ームページ進展状況の報告

            ・総会準備状況の確認

      ・ま とめと次回委員会について

2014年6月27日(2014年 度 第3回)

    ① 前回委員会の議事録の確認

    ② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

     (WG1,WG2)

      ・評価サイ ト公開に関す る検討

      ・サイ トID、 パスワー ドの発行管理 について

      ・利用規約、個人利用の扱 い

      ・無料翻訳サイ ト(日 中、中 日)の 評価

      (WG3)

      ・AAMT MTフ ェア(201416117)の 反省
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  ・TBX・Min関 係者か らのUTXに 対するコメン ト

  ・人工知能研究振興財団 人工知能研究助成応募

  ・AAMT翻 訳フェア展示ブースの内容確認:質 問への応対、 UTXパ ンフ配布、

   UTXの 自動デモ

③ 活動内容の報告(各WGか ら)

④ 全体会議

 ・翻訳フェア(6117)の反省

 ・AAMTホ ームページの トラブルについて

 ・本年度のJTF翻 訳祭の参加 内容検討

⑤ ま とめ と次回委員会 について

2014年7月25日(2014年 度 第4回)

    ① 前回委員会の議事録の確認

    ② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

      (WG3)

      ・TBX, UTX(loose), TBX(strict)の 関係の検討

      ・TBX・Min側 か らのUTXに 対するコメン トについて

      ・論点 とその結論のま とめ

      ・UTX Spec cation Version 1.20(201414128版)の 仕様の再検討

    ③ 活動内容の報告(各WGか ら)

    ④ 全体会議

      ・AAMT JTF共 同機械翻訳勉強会の報告

      ・工藤によるISO17100規 格検討会(翻 訳)お よびISO18587規 格検討会(ポ ス ト

       エデ ィッ ト)お よび通訳ISOの 規格検討会の報告

      ・翻訳祭における翻訳プラザへの出展およびセ ッシ ョンへの参加 につ いて

    ⑤ ま とめと次回委員会について
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インターネッ トWG

  ①新AAMTホ ームページ公開に向けた体制の立ち上げ

  ②AAMT MTフ ェアでの新AAMTホ ームページの紹介

  ③AAMTサ イ トのセキュ リテ ィー対応

  ④総会 ・MTフ ェアに対応 したAAMTホ ームページの更新

編集 委 員会

2014年6月17日(2014年 度 第1回)

  ①AAMT J・urnal N・.57の 記事 の執筆依頼候補 者の検討

2014年6月25日(2014年 度 第2回)

  ①AAMT J・urnal N・.57の 記事 の執筆依頼 計画について

  ②AAMT J・uma1 N・.57の スケジ ュール について

AAMT/Jap i o特 許翻訳 研 究会

2014年7月11日(金)(2014年 度 第2回)

 1.研 究 会活 動計画 につい て

 2. クラ ウ ドソー シ ン グにつ い て

 3.JSTで の 日中翻訳 プ ロジェ ク トの現状(中 澤先生)

 4. シ ンポ ジ ウム関連

 5. その他

 6. 次回 の開催 につ い て

  ・開催 の 日時(場 所)

  ・主 な議 題
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一 一
  AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域

             宇津呂 武仁

AAMTジ ャー ナ ル57号 をお 送 り します 。

今号の巻頭言は、株式会社クロスランゲージアールアン ドディ代表取締役 古賀勝夫様より,御 寄稿を頂きまし

た。

また、今号が会員の皆様のお手元に届 くその少 し後、来るll月26日(水)に 、 AAMTが 後援をします第24回JTF

翻訳祭が開催されます。 日本翻訳連盟(JTF)翻 訳祭企画実行委員会の担当の方からは、この第24回JTF翻 訳祭の

お知らせをご寄稿いただきま した。

一 方
、AAMTの 活 動 と して 、 今 号 に 先 立 ち ま して 、2014年6月 に 開 催 され ま した 総 会 にお き ま して 、 日本 政 府

観 光 局 事 業 連 携 推 進 部 観 光 情 報 戦 略 室 長 山 田洋 氏 、 な らび に 、株 式 会社 ヒュ ー マ ンサ イ エ ンス ドキ ュ メ ン トソ

リz一 シ ョン部 徳 田愛 氏 、 エ イ リー ・エ イ ドリア ン 氏 よ り貴 重 な御 講 演 を 賜 りま した が 、 今 号 にお き ま して は 、

御 講 演 内 容 につ い て の 詳 細 な御 寄 稿 を 頂 きま した 。

あわせて、第9回 のAAMT長 尾賞の選考結果を受けまして、受賞者である(独)情 報通信研究機構 ユニバーサ

ルコミュニケーション研究所多言語翻訳研究室内山将夫氏、隅田英一郎氏より、受賞理由となった 「言語構造が

大きく異なる言語間の長文を対象とする統計的機械翻訳の実用化」についての紹介記事をご寄稿 していただきま

した。また、本年より新設されましたAAMT長 尾賞学生奨励賞の第1回 の選考結果を受けまして、受賞者である

東京大学 大学院教育学研究科 ・博士課程1年 宮田玲氏より、受賞理由となった 「自治体文書の多言語化を支援

する枠組みとシステム環境の研究」についての紹介記事をご寄稿 していただきました。

また、総会会場におきまして、 「AAMT機 械翻訳フェア(MTフ ェア)2014」 と題 しまして、機械翻訳技術提供

各社、ならびに、機械翻訳課題調査委員会からの展示の試みを初めて実施 したのを受けまして、機械翻訳課題調

査委員会による、MTフ ェア開催報告を掲載いたしました。

理事の坂本義行先生からは、機械翻訳の歴史に関する貴重な御寄稿の第四弾を頂きました。

プロジェク ト報告として、前会長、豊橋技術科学大学 井佐原均氏より、 「豊橋技術科学大学における機械翻訳

の研究開発」の御寄稿を頂きました。

 また、研究関係に関する御寄稿 として、三田教育研究所LLP平 田周氏より、 「機械翻訳を支援ツールとして

使 う英語学習法」に関する御寄稿を頂きました。
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 さ らに 、 シ ン ポ ジ ウム報 告 と して 、北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 島津 明氏 、TAUS(Translation Automaton User

Society)Jaap van der Meer氏 、 東京 大 学 ・大 学 院 教 育 学研 究 科 影 浦 峡 氏 、 (株)東 芝 研 究 開発 セ ン ター 鈴 木 博

和 氏 よ り、第5回 産 業 日本 語 研 究 会 ・シ ン ポ ジ ウム に お け る 「法 令 工 学 の 言 語 処 理 」、TAUS Tokyo Executive Forum

2014、TKE(Terminology and KnowledgeEngineering)2014、 テ クニ カ ル コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン シ ン ポ ジ ウム2014に つ

い て 、 そ れ ぞ れ 御 報 告 頂 きま した。

そ の 他 、2014年6月 に ドイ ツ のベ ル リン で 開催 され たTC37:Terminology and other language and content resources

総 会 の 報 告 を兼 ね て 開催 され た パ ネル デ ィス カ ッシ ョン 「ISOI7100と 日本 にお け る翻 訳 職 業 教 育 の将 来」 に

AAMT-MT委 員 会 委 員 が 参加 させ て い た だ き、 主 催 者(日 本 翻 訳 連 盟 様)お よび パ ネ ラー の 方 々の ご了解 をい た

だ き、 そ こで行 わ れ た議 論 に つ い て 、 掲載 させ て 頂 きま した。

AAMT内 の活 動 報 告 と して 、機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会 か ら、 「テ ス トセ ッ トに基 づ く 日中1中 日翻 訳 自動 評価 サ

イ ト公 開 に つ い て 」の報 告 、お よび 、 「AAMTフ ォ ー ラム メ ール マ ガ ジ ンバ ックナ ンバ ー 」を掲 載 い た しま した。

そ の他 、 「AAMT会 員 の ひ ろば 」 の 企 画 にお き ま して は 、法 人 会 員 、 個 人 会 員 、 各1件 の 紹 介 文 を掲 載 しま し

た。
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AAMT
Asia・Pac迅c Association fbr Machine Translation

AAMT入 会の ご案内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集まった

任意の組織です。委員会による定期的な調査研究をはじめ、機関誌の発行、シンポジウム、セ ミナー

等各イベン トの開催など幅広 く活動を行っています。

機械翻訳にご関心のあるすべての方にご入会をお勧めします。

               **AAMT会 員 の 特 典**

1.AAMT Journalの 購読 ができます。

会員には、機 関誌 であ るAAMT Journal(年2～3回 発刊予定)が 送付 され ます。購読料 は年会 費に

含まれています。

2.機 械翻訳関連の最新情報 をメール でお届 け

会員専用メー リング リス トで、最新 の機会翻訳 関連 の情報 をお届 け します。

MT新 製品 、新 サー ビスの紹介 、国際会議 、シンポ ジウムのお知 らせ 、 WEBで のMT関 連記事 の紹介

な ど盛 りだ くさんです。

3.AAMTが 組織す る委 員会や調査活動 に参加 し、機 械翻訳 や翻訳 に関心の ある方 との交 流 を深め 、

知見を広める ことがで きます。

機械 翻訳に関す る言語 資料 の調 査、広 報、標 準化活動 に参加 した り、AAMT Journalや 会員専用 メー

リング リス トで、 自社製 品、サー ビスの紹介 を行 うことがで きます。

4.関 連機関の主催す る国際会議 に参加 できます 。

IAMTの 主催 で隔年 開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA★ 、 EAMT★ ★の主催す る会議や

ワー クシ ョップに参加 できます。

AMTA* :Association fbr Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association fbr Machine Translation

年会 費は以下の通 りです。

法人会員:入 会金 1口 10,000円  年会費1口50,000円

個 人会員:入 会金    1,000円  年 会費  5,000円(学 生は学生会費1,000円)

ご関心の ある方 は、事務 局までお問い合わせ くだ さい。

アジア太平洋機械翻訳協 会(AAMT)

ホー ムペー ジ:http:〃www.aamt.info

電子 メール:aamt・infb@aamt.info
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          入 会 申込 書

以下の通り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致 します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メール ア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関するお知 らせメールの配信

〒

ユーザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コ メ ン ト
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